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プロローグ　信じられない話をしよう


神王国の王都ボーヴァルディーアにある王城は、騒がしさの中にあった。


隣国の侵攻を受け、フバーレク辺境伯が敗北し、至急の援軍を求める報しらせが来ていたからだ。


カドレチェク公爵などは、すわ一大事とばかりに救援のための軍を編成。


第一陣にコーリーフ伯爵以下十五家の五千。うち騎兵百八十。


第二陣にアングルワット伯爵以下十八家の六千八百。うち騎兵百五十、攻城兵器二十。


第三陣にバッツィエン子爵以下十二家の三千三百五十の補給支援部隊。


これに、必要とあればカドレチェク公爵直々の直卒を加えるつもりであり、総数は二万を越える大軍。


どのような事態になっているかは不明ながら、不測の事態でも十分に対応できるだけの戦力のつもりである。


しかし、大軍だけに欠点もある。


兵站へいたんの整備と準備、武器や兵装の用意、行軍ルートの策定、戦費の調達と、動かすために必要なものが多く、それだけに即応性には欠ける。


出来るだけ急いでおかねばと焦るカドレチェク公爵であったが、そんな彼に早馬で知らせが届いた。


内容に驚いた老人は、早速とばかりに国王に対して面会を求める。


国家の重鎮じゅうちんにして軍務のトップ。それが戦争準備の最中に面会にくるなどただ事ではないと、国王も又、面倒な手続きをすっ飛ばして最優先で面会に応じた。


「陛下、臣おみらの不徳にて宸襟しんきんを騒がし奉たてまつり、今日こんにちに至っては急なる御来臨ごらいりんを賜りましたこと、まことに恐縮にござります」


「よい。公爵には俺への直言を許している。回りくどいのは嫌いだ。率直に申せ。ああ、そんな堅苦しい言葉遣いは無用だぞ。小さかった時には小言を貰っていたじいに畏かしまられると気色が悪い。何があった？」


「はっ。今朝がた部下から報せが参りまして、それによりますと、フバーレク家が領都を落とした、との由よしにございます」


「何？　そうか、間に合わなんだか……」


国王カリソンは、瞑目めいもくして深く息を吸い込んだ。


そして、大きな溜息と共に気持ちを落ち着ける。


カリソンの治世は、よく知られるように戦乱から始まった。


周辺諸外国は全て敵意剥むきだしで襲ってくるところからのスタート。難易度から言うならば超高難易度。ハードモードどころではない状況から始まったのだ。


そんな中で、現在まで大きな騒乱そうらんを起こすことも無く、父親から引き継いだ領土を維持。或いは若干増やす程には外交的成功を収めてきた。


外交とは綱引きに似ている。お互いが国益の為にあの手この手で引っ張り合って、利益を手繰り寄せようともがく。実際には微々たる動き、矮小な利益のやり取りに見えても、その裏で動いている圧力はまさに一国を揺るがすほどの大きな力。


つまり均衡を保つというだけでも、老獪ろうかいで狡猾こうかつな連中を相手取って負けない力量が必要なのだ。


領土を守ってきたというただその一点のみを見ても、現国王の非凡さが垣間見える。


だが、カリソンとて全てが自分の実力と己惚うぬぼれる人間ではない。多くの人間の献身や、幾多の幸運があってこそ今の均衡がある。


だからこそ、いつかその均衡が崩れる可能性はあると思っていた。


東西南北全てで諍いさかいが有るのだ。たまたま東部が上手くいかなかったとしても、有り得る話だ。


カリソンは、サイリ王国がルトルート辺境伯を筆頭に大軍を差し向けたという知らせを受けた時から、最悪の事態は覚悟していた。


フバーレク領の領都が落とされる。フバーレク家が潰される。これもまたあり得た未来。突き付けられた現実に、気持ちを奮い立たせた。


だが、公爵の様子がおかしい。


「いえ、陛下。臣の言葉が足りず申し訳ございませんが、ご懸念けねんは無用にございます」


「ん？」


「臣が申し上げましたことは、フバーレク領の領都が落とされたという報告ではございません」


「どういうことだ？」


「ルトルート辺境伯領の領都を、攻略したとの報せでございました」


「何!?　もう一度言ってみろ」


「フバーレク軍はサイリ王国軍を撃退し、余勢を駆ってルトルート領に痛烈な反攻。敵の領土を完全に攻略したとの朗報でございます」


カリソンは、思わず椅子いすからずり落ちかけた。


つい先日の報せでは、敵軍は数万の大軍であり、野戦と、続く砦防衛戦に悉ことごとく敗れ、前線は全て壊滅。敗残兵でフバーレク領アルコムにて止む無く籠城。寡兵かへいに如何いかんともし難く、至急の援軍を求む、というものだった。


城壁で敵を食い止めている、と言うだけでもまだ朗報の類たぐい。領都防衛に成功したという報せならば神に幸運を感謝するレベルの奇跡だ。


どこをどう間違えれば、敗残兵が勢いづく大軍を破り、あまつさえ敵の本拠地攻略まで成し遂げるというのか。


自分の耳が腐ったと言われても、今ならば心の底から信じられる。


「……敵の調略や誤報の可能性は？」


「陛下のご懸念は真まことに御尤ごもっとも。臣も信じられず、何度となく確認いたしましたが、間違いございませんでした」


カドレチェク公爵も、既に孫が結婚してもおかしくない高齢。そろそろ息子に後事を任せて隠居しよう思うぐらいには年を重ねており、それだけの期間を魑魅魍魎ちみもうりょうの蠢うごめく王宮で泳いできただけに経験も人一倍豊富。


その御仁をして、信じられないと言わしめたニュースだ。耳を疑って当然である。


「詳しく話せ。一体、何があったのだ？」


「さすれば、ことの初めは東部の騒乱にモルテールン家が気付いたことにあります」


「カセロールならば気付いてもおかしくは無いな」


「はい。そして、縁故えんこから助力するに至りました」


東部辺境から南部辺境まで。普通に移動すれば一ヶ月以上掛かる距離があるが、それを無視できるのがモルテールン家が重宝がられる所以ゆえん。


遠く離れた東部辺境の争いに、気付いたとしても不思議は無いし、気付いたならば嫡子ちゃくしの婚約者からの縁で援軍を求められるのは当然。フバーレク家にしても、ここで伝手を使わないならいつ使うのかというぐらいには追い詰められていた。


「しかし、如何いかにモルテールン準男爵と言えど、数十倍にもならんとする大軍を前に防戦を余儀なくされ、負傷するに至ったそうでございます。その際には、モルテールン家の従士長も重傷を負ったとか」


「カセロールに覗き屋が揃って戦線離脱か。余計に分からん。押し返すどころか劣勢になる一方ではないか。二人は無事だったのか？」


「命は取り止めたとのことですので、詳細は分かりかねますが……この時、息子の方が援軍を集めておったようです。南部のレーテシュ家やボンビーノ家といった主だったところから数百の手勢を集めて東部に送ったとのこと。合流した時にはモルテールン卿は負傷しておりましたから、息子の方が指揮を執ることになったとか」


「絵描きの息子か。あれも中々利発な男おのこであったな。しかしあの年の子供が指揮など執れたのか？」


「……そこです」


カドレチェク公爵が、一瞬言いよどんだ。


自分がこれから言うことが、あまりに荒唐無稽こうとうむけいなことだからだ。国王に向かって真面目な顔で「海の水を飲み干した男が居る」であるとか「山を一つ持ち上げた力持ちが居ります」などと言い出せば、まず阿呆かと言われる。信じて欲しいという方が無茶だ。


さて、まだ十歳にもなっていない少年が一軍を率いて敵軍を撤退せしめ、その上フバーレク家を含む全軍を指揮して逆撃を加え、ほとんど被害も出さずに奪われた砦を奪還し、更には敵領のほとんどを手に入れ、万を超える大軍を徹底的に討ち果たす功績を立てた。


などと言うことを、まじめな顔で言うべきかどうか。


悩んだおかげで、口はへの字になりながらも目は厳いかめしく、それでいて冗談めかした笑い話っぽく語るという、なんとも形容しがたい報告になったのも仕方がない。


「カセロールの息子がそこまで？　どこから冗談だ？」


「冗談ではございません。臣とて信じ難くはありますが、事実でござりますれば」


「ふはは、ふははは、そこまでくると笑ってしまうな。英雄劇の台本でももう少し信憑性のある内容を書くだろう。なんだそれは」


「聞くところでは【転写】の魔法を使って敵将の顔を描き、敵の命令を混乱せしめて同士討ちをさせたとか。子供ならではの柔軟な発想に、臣は感服かんぷくいたしました」


「俺もだ。おい、この際だから城の警備にも連絡しておけよ。変装の達人が居るとな」


「はっ」


実際は、ペイスが顔を取り繕ったとはいえ、明るい中でしっかりと見ればすぐに分かる程度のものだ。


暗い中、変装しているとは思いもしない人間相手であったから上手くいった。


しかし、カリソン達にはそこまで分からないのだから、警戒だけは怠れない。


「まあ、ことの是非は置いておいてだ。カセロールの息子は最後の詰めまでやったか？　やっていたのなら国賓級のパレードを催して、新たな英雄に祭り上げてやるところだが……」


「いえ。ルトルート領侵攻の後は、レーテシュ家の者が指揮を執って領都攻略に対応したとか」


「レーテシュ家……はて、あそこの当主は身重では無かったか。ああ、オーリヨンの次男坊か。婿むこの方だ。あの〝お騒がせ結婚式の婿がね〟だったか？」


「はい、その御仁でございます。フバーレク家が残存兵力と共に領内の再編にあたる傍ら、レーテシュ家を筆頭とする諸家連合でルトルート領に侵攻し併呑へいどん。ほとんど空の巣を攻めるだけだったそうで、早々に領都も陥落かんらく。晴れて百年来の懸案事項が一つ片付いたという訳でございます」


以上、と報告を終えたカドレチェク公爵は、疲れていた。


自分でも未だに本当かどうかと疑ってしまいそうな内容を、人に説明するのだ。当たり前の内容を定型文で報告するのに比べれば、百倍は疲れる。


「ふむ、そうか。ご苦労。さて、そうなってくると後事が大変だな」


「御意。ルトルート辺境伯は王都に逃げ帰る途中、追剥おいはぎまがいの盗賊に襲われて命を落としたそうです。子供らは皆領都陥落時に俘虜ふりょにしたか、自害したかのいずれかであったと。親族は居りますが、直系は既に絶え、報復の名目もなく旗頭も居らぬ状況です」


「ならば当分は安泰あんたい。早々に併呑、といきたいが……フバーレク家にそのまま任せるわけにはいかぬな」


カリソンが今聞いている限りでは、フバーレク辺境伯は行方不明。


嫡子が跡を継ぐことはほぼ決まりで、そこに問題は無い。ただ、ルトルート領まで含めると問題がややこしくなる。


本気を出せば万を超える兵を動員できる辺境伯領を、一家が二つとも抱えるようになれば、明らかに過剰な戦力。辺境の有力貴族に軍事力、権力、富が集中する状況は、王家としては面白くない。


更に、次代継承も厄介やっかいだ。


経験は浅く、実力未知数な上に不安定な長男。おまけに、全ての婚姻関係が浅くなる。


例えば、今まで直系の娘の婚約者だったペイスなどは、義理の息子であり一親等の姻族いんぞく予定者だが、妹の婚約者となると二親等の姻族になる。


全部が全部こうなるのだから、繋がりという面ではあらゆる方面で相当に浅くなるだろう。


フバーレク辺境伯が個人的に親しかった友人たちも、息子相手となると今まで通りに接するということも無い。


人脈やコネの再構築には、時間が掛かる。


「……ルトルート領は分けるしかないな」


国王は、王として判断する。新たに併呑するとなるならば、ルトルート領は細かく分けるしかないだろう、と。


ざっと考えて、一子爵家、一男爵家は確実。ここら辺の中位貴族は、増やすと後が困る。一つづつが妥当だろう。旧ルトルート領の取りまとめ役に子爵家。補佐に男爵家を配し、ばらけすぎてサイリ王国への備えが弱くなることを防ぐ。


残りは、三〜四つの準男爵家、五〜十家の騎士爵家を新たに創設する。戦力的に、旧ルトルート領を分けるならこれぐらいだろう、というおおざっぱな計算。


「陛下、臣としましては、旧ルトルート領を分割するとなれば任せるに人選が重要であると愚考致します。迂闊うかつに任せますれば騒乱を呼びます」


「分かっている。野心の強い者、経験の浅い者、軍事に疎い者、忠誠心の低い者はそれぞれ却下だな」


野心が強ければ、敵国と向かい合う新領地では不要に争いを求める為に向かない。


経験が浅い者は、安定している土地を無難に治めるならまだしも、元敵地という難しい土地を治めるには不向き。


軍事に疎ければ、敵軍が何時いつ再侵攻するか分からない辺境を任せるには不安がある。


忠誠心が低い者は論外。取り潰された旧アーマイア公爵家の縁者などがその該当者になるだろうが、王家に対して恨みを持っていそうな人間に、王家の目の届かない僻地で軍権を預けるなど出来るはずも無い。謀反むほんの火種を撒まくだけ。


「今回の戦いにおいて戦功のあったもので、非貴族の者から選りすぐって騎士爵位を与えて任せるか？」


「陛下、それはお止めください。旧ルトルート領の人間は、我が国への恨みを持つ者も多いと聞き及んでございますれば、今回の戦いで矢面に立った人間などはより一層恨まれておりましょう。爵位を与えることについては陛下の御胸襟きょうきんの内にございますが、国防について臣が考えますに、幾ら功ありといえども取り立てて間の無いうちに辺境に配するは危険かと存じます」


「ならば、今までに功績のあったものを取り立てることになろうが……領地替えが要りそうだな」


「さすれば、その儀は臣に御一任頂きたく存じます」


「……相変わらずじいは抜け目がないな。良かろう、任せる。ただし、〝他の者〟ともよく話し合って、最善となるよう尽くせ」


「御意」


新たな領土獲得。それによる膨大な利権の差配さはい。


さしあたって、新たに新設されるであろう貴族家の椅子や、陞爵しょうしゃくするであろう者達への調整。


高位貴族ならではの美味しい利権に、カドレチェク公爵が食いつかないはずがない。そして、他の連中に嗅ぎ付けられるのも時間の問題。


「とりあえずはそれでいいとして、関係者も集めて調整する必要があるだろうな。おおそうだ、どうせならカセロールに頼むか。奴も関係者だし、人を集めるにはうってつけだ」


「左様ですな」


「関係者と言えばフバーレク伯だな。息子が居るから当面は良いとして、やはり消息が知りたい」


自分の臣下として長年従ってきてくれたフバーレク辺境伯の顔を思い出すカリソン。


王として私情にとらわれるのは良くないが、一個人として親しかった者の安否を気遣うのは当然だ。


「陛下……非常にお伝えしづらいのですが、その件でもご報告が」


カドレチェク公爵の声色は、酷ひどく沈んでいた。

            





陞爵ラッシュと訃報ふほう


そこは、死だった。


規則正しく並べられた死を、順番に見る。


物言わぬ死体となった者たちから、否応なく自分の無能を責められる様で、込み上がる吐き気を堪えるのには相当に疲労を伴う。


「父です」


「……閣下」


あちらこちらから、うぅと偲しのび泣く声がした。


「間違いありませんか？」


「ええ。間違いなく、ドナシェル＝ミル＝フバーレクです」


「お悔やみ申し上げます」


「痛み入ります」


無念だ、と訴えかける死体。


息子、ルーカス＝ミル＝フバーレクはそっと布を被せ、片膝をついたまま右手を左胸に当てて敬礼した。


無念は晴らしました、と心の中で呟きながら。


◇◇◇◇◇


王城の一室。


貴族のみが入室を許される部屋に、幾人もの人間が集められていた。


共通点は無い。いや、神王国貴族であるという点は共通しているのだがそれ以外に、という意味だ。


あえて言えば男ばかりであることだろうが、貴族家当主は大抵男なので、それが必然だとして。


「モルテールン卿、卿けいの魔法は相変わらず便利だな」


「リプタウアー卿も御壮健そうけんのようですな。変わらずに鍛えておられるようで、運ぶのが重たかった」


「おいおい、重さは関係なかろう」


「いやそれこそ。これで魔力の使用量が違うのです。こなれてくると、消費量で体重の細かいところまで分かる。おかげで妻には嫌がられております」


はははと冗談を言い合って過ごす面々。


ふと、カセロールは集められた人間に共通点を思いついた。


かつての大戦で、武功を上げながらも政治的理由で恩賞を与えられなかった者達。その筆頭は自分であろうとも感じていた。


「一同傾注けいちゅう。国王陛下こくおうへいか御入来ごにゅうらい!!」


ざっと全員が跪ひざまずき、首こうべを垂れて、握った手を胸に当てる。


やがて、彼らの主が部屋に入ってきた。


赤銅色の髪を綺麗に整え、威厳をもって臨座する第十三代神王国国王カリソン＝ペクタレフ＝ハズブノワ＝ミル＝ラウド＝プラウリッヒその人である。


「皆よく集まってくれた。顔を上げて楽にしてくれ」


国王の言葉で、全員が部屋に備え付けられた椅子に案内される。


一番上座は勿論国王であるが、その傍には護衛の騎士と内務卿が付き従っていた。


「カセロールは手間を掛けたな。手間賃は弾むから後で受け取って帰れよ」


「有り難き幸せ」


カリソンは全員の顔を一人一人見ていた。


カセロールが気付いたように、集められたのは大戦時の苦労を共にした男たちだ。国王とて感慨かんがいの念の一つや二つはあった。


当人たちがどう思っているかは分からないものの、カリソンからしてみれば戦友とも呼べる者たちだ。誰もが逃げ出した中でも職責を全うし、忠誠篤あつき勇者たち。或いはその子供たち。


「さて、お前たちに集まってもらったのは他でもない。東部の戦争の後始末について、皆に諮はかりたい相談事があったのだ。ことが領地に関わることだけに俺も無理強いは出来んし、強制はしないことを最初に明言しておくが、決して損をさせるような話ではないと約束しよう」


いきなりの前置きに、皆は首を傾げる。


情報伝達が早くても馬伝うまづたいという世界、まだ東部で戦争があったことすら知らない者の方が圧倒的多数。気付かないうちに戦争が始まり、気付かないうちに終わっているというのも珍しいことではない。今回がそれだ。


「さて、ここに居るものではカセロールぐらいしか事情を知る者がおらんから説明するとしよう。ジーベルト」


「はっ」


カリソンに家名を呼ばれて、進み出たのはジーベルト侯爵。王宮政治の全てを取り仕切る重鎮。


こまごまとしたことは彼が差配することになっているが、国王臨座の元で彼が上位者として言う言葉は、国王の言葉とほぼ同じ。国王が相談すれば命令になってしまうので、それを避けるための名代みょうだいとしての立場になる。


「まず皆様にご説明いたしますと、先ごろ、サイリ王国ルトルート辺境伯率いる十万の軍勢が我が国のフバーレク辺境領へ侵攻致しました」


素知らぬ顔で戦果を誇張するジーベルト侯爵だが、これもよくあること。


数万の軍勢の正確な数など分からず、数百数千の数え間違いなどは誤差である。だからこそ、打ち破った敵がさも強大であったかのように宣伝するのは政治の常。


実数が数万なら、号して十万というキリの良い数で言われる。


しかし、実数を知らずにこれを聞いた者たちは気色ばむ。


東部が襲われて蹂躙じゅうりんされれば、次の矛先が自分たちの領地である可能性は無視できない。いや、下手をすれば神王国全体の危機だ。間違いなく自分たちに火の粉が掛かろう。


軍家が揃って居るだけに、戦争となれば我らの出番と力も籠る。腰を浮かしかけたが、それをさっと手で制した侯爵。


「いや、一同ご心配めされるな。ここにおられるモルテールン卿始め、我が国の誇る精鋭たちが侵略者を退け給った。お歴々の皆さまは、どうか安んじられて落ち着き給え」


堂に入った落ち着き払った態度。さすがは国家の重鎮と言われることは有る。それに安心して改めて腰を落ち着ける一同。


侯爵は、一旦は集まった面々を見回し、一息置いて説明を続けた。


「さて、戦いの経緯を掻い摘んで話すと、一時は東部深くまで押し入られたが、フバーレク家の献身と、援軍として駆け付けた南部諸家の活躍で、逆にルトルート辺境領を制圧するに至った」


「なんと!!」


衝撃的な悲報を聞いたかと思えば、即座に伝えられる朗報。


四方を敵に囲まれて、ただでさえ争いの絶えない神王国。小競り合いはしょっちゅうだが、それにしても辺境伯領を一つ丸々奪い取ったというならば近年稀まれにみる特大のニュース。


「さて、ここからが本題ではあるが、この制圧した旧ルトルート領は、フバーレク家や南部諸家が力を合わせて勝ち取ったるもの。本来であらば手に取った者が優先して差配すべきところなれど、当事者の一人であるフバーレク伯は、まことに残念なことに戦乱の中に没したと知らせがあった。野戦から逃げる際に、高価な防具武具を捨てて雑兵に身をやつし、逃げる途中で討たれた為に確認に時間が掛かっていたとのこと。先頃ご遺体を関係者が確認した。こうなると、折角手に入れたルトルート地域も代替わりで騒がしいフバーレク家の手には余り、浮いた形となり給う」


「では他に功有る者が差配すれば良い」


「正論ではある。ということらしいがモルテールン卿、御家はルトルート領を欲するか？」


「要りませんな。今でも手一杯ですから、飛び地などは手間の分だけ余計です」


茶番ではあるが、事前にカセロールと侯爵の間で内々の根回しが行われている。関係者を集める為に、カセロールだけ先に呼びつけたついでに、である。


モルテールン家には相当量の金や宝石や布を褒美として下賜かしされることになっていた。自分が交渉したいと言い張った問題児を領地に残し、カセロールのみで交渉したため、極々ごくごく常識的な報奨となっている。


「と、斯様かような事情から、旧ルトルート領は陛下の御おん預かりとなり給う。陛下の御意は、フバーレク家には亡くなった伯を国葬の栄誉とし、別途報奨をとらせるが、かの地は功ある者に与えたいとのこと」


国王がこの言葉に頷いて同意する。


「そこで、広大なルトルート領は幾つか分割し、その上で新たに子爵家以下の爵位を新設。このうちの幾つかを、ここにお集まりの諸卿しょきょうに任せたいと、ご相談する為に御足労頂いた次第です」


「ほう」


どよめきが走った。


長らく安定期が続いていた神王国では、新たな貴族家の増設などは久しぶりに聞いたからだ。慶事けいじをよく聞く日だ、などというささやきが聞かれる。いや、辺境伯の訃報という凶報と相殺だろうか。


「さて、ご異議なきようならば、この場で諸卿に任せたい任について、新たな爵位と共にお伝えする。無論、御断り頂いても構わぬが、その場合は適任者の御推薦を願いたい。さて、ではまずクラッツ男爵」


「はっ」


「卿には、新たな地をクラッツ子爵領として任せてはどうかと考えておる。任せる地はここだ。爵位も陞爵となり給う」


「おおぉ」


侯爵は、壁に広げた手書きの地図で領地を示す。


旧ルトルート家の屋敷を接収した際に押収した、ルトルート領の詳細な地図。地形から何から全て細かく書かれているだけに、最重要な軍事機密だったもの。


クラッツ男爵は、当年とって四十六歳。近々引退すると噂うわさされていたが、先の大戦を含めて軍家として尽くしてきた功臣である。


長年の忠孝に対する恩賞と言う意味もあり、陞爵の上で旧ルトルート領の取りまとめを任された。


これでは引退も先延ばしになるだろうが、もしかすればそれも国王の思惑の内かもしれない。


次々と名前が呼ばれ、大抵の人間は陞爵する。


その中の一人に、カセロールも聞き逃せない者が居た。


「ハースキヴィ騎士爵」


「ははっ」


ハンス＝ミル＝ハースキヴィ騎士爵。まだ年若く、溌剌はつらつとした雰囲気の青年。


彼は、カセロールとも浅からぬ縁がある。


何せ彼の妻は、カセロールの実の娘。すなわちハンスは、カセロールの義理の息子なのだ。彼がこの場に呼ばれているのは、ハースキヴィ家がモルテールン家の縁戚えんせきだからである。モルテールン家の大きすぎる手柄に報いるのに、遠回しながら配慮した為。


もっとも、当人にはそれは知らされないが。


「卿にはこの地を任せたい。爵位は準男爵位となろう。領地替えの転封てんぽうであるが、今までの領地について、誰か推薦したい者は居るかな？」


「愛着のある土地ですから、出来れば身内に引き継いでもらいたいのですが……」


ハンスはちらりとカセロールを見た。


まさかペイスがあちらこちらで人に言えないような騒動を起こしているとは知らないわけで、人伝ひとづてに聞いた、活躍しているらしいとか、優秀らしいという噂しか知らない。


だから、ペイスに引き継いで貰えると嬉しい、という意味でカセロールを見たのだ。


モルテールン家にはジョゼも居るので、可能じゃないか、という期待で。


しかし、カセロールにその気は全くないので、目線は逸そらされてしまった。ハンスからすれば少し残念な気もした。


ペイスが駄目なら、出来れば自分と話の合う人間が良いと希望を出す。


これで、義父とも爵位がまた並んだか、と思いつつ。


「ふむ、卿の希望は分かった。配慮しておこう」


「ありがとうございます」


今回の人事異動的な領地替えは、総じて好意的に受け取られる。


皆が皆爵位も上がるし、それに見合っただけ今までよりも豊かな土地、広い土地を与えられるからだ。


引き換えに敵国と向き合う羽目になるわけだが、皆揃って血の気の多い人間。サイリ王国の人間、何するものぞと意気も高い為問題にもならない。


その中の一つに、これまたカセロールが無視できないものがあった。


「リプタウアー騎士爵」


「はは」


「卿も陞爵の上で、新たな地を与えたいと考えるが、如何か」


「有り難いことです。異存はございません」


リプタウアー騎士領は、モルテールン領のお隣さんだ。


支度準備金という名目で王家からの援助もあり、今まで重ねてきた借金をチャラに出来るとあって、喜んでいる。


近年の不幸続きと言うこともあり、領地経営に難航していた矢先の領地替え。喜ぶのも、当然といえば当然だろう。


しかし、そうなってくると空いたリプタウアー騎士領はどうなるのか、という問題が出て来る。


モルテールン家を敵視する人間に与えられれば、何かと嫌がらせをされかねない。


現状でモルテールン家に繋がる街道は、新たに敷設中の国道を併せても二本。両方ともがリプタウアー騎士領を通る為、ここが友好的か敵対的かで領地経営が左右されかねない。


しかし、何故か侯爵も後任の話はしないまま内示を終えてしまった。


いずれ嫌でも分かることだと、カセロールはその場を我慢する。


「ふむ、話はついたな。卿らの希望を聞けて余も満足であった。可能な限り望みを叶えてやりたいと思うが、正式な勅ちょくは後日。フバーレク伯の葬儀が終わり次第伝えるものとする。以上だ」


「「御意」」


カリソンの国王としてのまとめに、相談事はこれで終わりと皆が退室していく。


行きはカセロールが送ったが、帰りまで急ぐ義理は無い。中にはこのまま貴族街の家に行き、領地へは事情を知らせる使いだけをやる者も居るだろう。こういう時の為に、貴族は王都に家を持つことが許されているのだから。


「ああ、カセロールは残れよ。ちょっと話がある」


皆と同じように退室しようとしていたカセロールを、カリソンが呼び止めた。


何事かと興味を持って足を止める者も居たが、侯爵に急き立てられて部屋を出ていく。


「陛下、私に何かございますでしょうか」


「うむ。他でもない。お前のところへの褒美についてだ」


「それは金銭宝物を以て報いて頂けると聞いておりますが？」


「今回の戦功に関してはそうだ。しかし、確か以前約束していたな。酒と砂糖を作って見せれば陞爵させると。調べさせたところ、中々に上手くいっているそうではないか」


「確かに、作っております。ただ、未だに陛下へ献上できるほどのものは……」


王家は国一番の諜報ちょうほう組織を抱えている。


魔法使いも多く抱えており、戦闘に向かない魔法使いを暴力から保護する代わりに、能力を活かして王家に仕えるように促したりもしていた。中には諜報に向いた人間もいる。


それだけにカセロール達が隠していたことも、村の中で人目に付くような状況である限り、調べも付けられる。


「よい、あくまで建前よ。正直な所、お前の息子がやらかしてくれたことでこちらとしても忙しくてな。あちらこちらを調整するために、お前には金銭で報いるというようなありきたりな対応になった。本来であれば、ルトルート領の幾ばくかはお前が持って行っても誰も文句が言えん。それを譲ってもらう以上、王としては代わりを用意すべきだと思っているのだ」


「光栄です」


「しかし、お前のところは目立つからな。今から大っぴらにしては、フバーレクの葬儀でさえも鬱陶うっとうしいのが寄ってくることになる。それが終わるまで、今から言うことはここに居る者だけの話に止めておけよ？　ああ、息子には言っても構わん。あれも功労者だからな」


「はっ」


国王の配慮に、騎士は感謝の念を持った。


モルテールン家は、フバーレク家からすれば親戚に準じる。そうなってくれば、フバーレク家の葬儀でもそこそこ上席じょうせきに座るだろうし、顔を出さねばならない場は多い。


今から陞爵ともなれば、そういった席でも寄ってくる人間は多く、心安らかに故人の冥福を祈ることなど出来はしない。それを避けようというのだ。


カリソンは立ち上がり、ジーベルト侯爵からひと巻きの羊皮紙を受け取る。


カセロールは何をするのか察し、跪いた。


滔々とうとうと王の言葉が流される。


「余、カセロール＝ミル＝モルテールン卿を男爵に任じ、モルテールン領並びにリプタウアー領を統合し、新たなモルテールン領となし、与えるものとする。神王国に仇なす者あればこれを討ち、外にはヴォルトゥザラ王国の脅威きょういに備え、内には王家の治世の助けとなることを命ず。神王国十三代国王、カリソン＝ペクタレフ＝ハズブノワ＝ミル＝ラウド＝プラウリッヒ勅」


「勅命、謹つつしんでお受けいたします」


「期待しているぞ」


モルテールン準男爵家改め、モルテールン男爵家。


近いうちに起こるであろう喧騒を予感しつつ、カセロールは慇懃いんぎんに勅命を受けるのだった。

            





葬儀の後には


フバーレク領の領都アルコムには、喪に服す半旗が掲げられていた。


故ドナシェル＝ミル＝フバーレクの葬儀は国葬で営まれたが、王都の霊廟れいびょうで安置される間は故人との突然の別れを惜しむ弔問客ちょうもんきゃくも多く、遺体が領地に送り届けられたのはつい先日。


ここでも国葬として最上位の礼遇で扱われ、王都からは聖教会のトップが訪れて墓地を祝別したほどだ。


長くフバーレク辺境伯領を治めた領主は、良き指導者であり、良き夫であり、そして良き父だった。


「リコ。もう、落ち着きましたか？」


「ぐすっ、はぃ。でも、もう少しだけ」


代々のフバーレク家縁者が眠る領都の墓の前には、喪服を着た一団があった。


フバーレク家の家族、親類縁者が集まって行われた告別が理由だ。公式な告別の儀式が全て終わり、これが姿を見る最後となる、前フバーレク伯の見送り。


後継者として葬儀を取り仕切ったルーカスや、公爵家に嫁ぐことになっているペトラなどの姿も見える。


そして、先ほどから涙ぐみ、婚約者に慰められているリコリスの姿もそこにあった。


「良いお父さんだったんですね」


「優しかったです。私が作ったお菓子を嬉しそうに食べてくれて。美味しいよって笑ってくれて……うぅ、うああん」


「落ち着くまで傍に居ます。大丈夫ですよ」

            





    
  
  




娘にとっても急な別れ。最初は信じられず、現実味が無く、実家に帰ればすぐにもひょっこり顔を覗かせそうな気がしていた。それでも次第に実感し、お墓の前で思い出すのは父親との思い出。


思い出すたび、ふっと湧き上がってくる悲しみに涙があふれ、婚約者にぎゅっと抱きしめられる。


同じように涙する者も多い。親しかった者ばかりが集まるだけに、それぞれに別れを悲しむ。


「モルテールン卿、少しこの後ご相談したいことがあります。屋敷の方へお越し願えますか？」


「ルーカス殿。それは構いませんが、今は色々とお忙しいのではありませんか？」


「いえ、大丈夫です。それに、今は何か仕事をしていたい気分なのです。忙しくしていれば父のことも……いや、何でもありません」


「お察しいたします。お父君のことは返す返すも残念です。我々の力が及びませんでした。もう少し早く事態に気付けていればと悔しくもあります」


「モルテールン卿にご助力いただけていなければ、私もここには居なかった。感謝こそすれ、お嘆き頂くには及びません。私こそ、力不足であったと悔しいばかりです。当家が率先して役目を果たすべきだったのにと。私にもっと力があれば、もしかしたら父も死なずに済んだかもしれない」


「貴方がたは最後まで全力でことに当たられた。亡き辺境伯も、息子を誇らしく思う事でしょう」


「ありがとうございます。父の前でモルテールン卿と立ち話などしていては、英雄に対して失礼と叱られそうな気がします。馬車を用意しておりますので、どうぞご一緒に」


「それでは息子と一緒に……いえ、私だけで参りましょう」


未だに悲しみに暮れるリコリス。そしてそれを傍で慰めるペイス。この二人は今そっとしてやるべき。人が死んでこそ忙しくなる政治の世界は、自分の仕事とカセロールは思った。


父として、偶たまには親らしいことをしてやらねばならないと考えたカセロールだが、もしかしたら人生の先輩が先に旅立ったことに感傷的になっていたのかもしれない。


息子とその婚約者をその場に残し、カセロールは新しい辺境伯と共に屋敷に向かう。


墓場に残っている親族たちも、それぞれに別れを済ませたならば屋敷に向かうだろうが、ひとまず先に帰るのは、何やら理由があるらしい。


「まずはお掛けください」


屋敷に戻って早々、応接間に通されたモルテールン準男爵。いや、男爵と呼称すべきだろうか。


何やら深刻な顔で向かいに座るルーカスを見て、どうやら難しい話のようだとカセロールは察する。


「今、お茶を入れさせます」


「いや、お気遣いなく」


カセロールは気遣い不要と断ったが、客人を招いておきながら茶の一杯も出さないのもまた貴族的な礼儀に反する。御付きの侍女によってお茶の給仕があった。


茶葉はフバーレク産。要は自家製。南方の物に比べるとやや渋みが強く、アクがある感じが残るが、これはこれで刺激的な味。ルーカスはまだカセロールの好みを知らないので、ここは無難な選択をしたといえる。


お茶を飲み、一息ついたところで、カセロールはおもむろに会話を切り出した。


「それで、お話とは？」


いきなり切り出された会話であったが、ルーカスもまた気持ちを落ち着けて会話する。


「ご子息と私の妹についてです」


「ほう」


カセロールには息子は一人しかいない。稀代きだいの悪童。厄介ごとの総合商社であるペイストリーだけ。むしろリコリスのように双子でなく、一人だけで助かったとさえ思っている。あれが二人も三人も居たらと考えるだけでも恐ろしい。


しかし、ルーカスの妹といえば先代の直系だけでも四人いる。一番下がリコリスであるが、彼女は四女。他の妹がまだ三人いるのだ。


「どの妹御いもうとごのお話でしょうか？」


カセロールは、大よそ会話の本題を察したが、あえて聞く。そうでもしなければ話が進まないからだ。


「リコリスのことです。あれは御家にお預けしておりましたが、ご迷惑をお掛けしてはおりませんか？」


「迷惑などと、とんでもない。非常に上品で御淑おしとやかなリコリス嬢が当家にご逗留とうりゅうされておりますと、うちの娘の教育上も大変によろしい。うちの娘などは年ごろになっても、とても他所よそにはやれん有様。片づけはしないし、嫁入り修行は嫌がるし、何かにつけて我儘わがままばかり。リコリス嬢を見習って欲しいと、常々思っております」


「はは、それはそれは。今も家に居るのは末のお嬢様だけでしたか？　噂によれば御家のお嬢様は器量よしの才色兼備と伺っております。引く手数多だとか」


「よく言われます。そうですな、見てくれは妻に似ておりますので絶世とまではいかずとも整っておる方でしょうが、中身の方はまだまだ子供でして。嫁に欲しいと言われることも最近は多いのですが、まだ早いと断っておるのです。上の娘たちは既に嫁に出しましたが、末の娘ぐらいはずっと家に居ても構わないと、最近は思っておりまして」


ぴくぴくと、ルーカスの頬がひきつったのは御愛嬌あいきょうである。カセロールは一代の英雄。軍功は他に類を見ない豪傑ごうけつであり、当代国王の元では屈指の功臣。内政にも秀でた功績があり、知勇兼備の名将としても名高い。


唯一欠点と笑われているのが、親馬鹿が過ぎることである。度が過ぎるぐらいの馬鹿親。もとい親馬鹿。


慣れた者ならばカセロールに子供の話題を振るような真似はしないのだが、ルーカスはその点まだ不慣れであった。


「そ、そうですか。それでそのリコリスですが、父のこともありましたので、しばらくは実家に戻そうと思っております。何分、諸事多忙なモルテールン卿のお手を煩わせるのも心苦しい」


「そうですか。妻や娘とも仲が良いようでしたから、少し寂しいですな。息子もお嬢さんを好いているようですし、うちとしては別に迷惑でもないのですが」


「そう言っていただけるのはありがたいのですが、ご厚意に甘え続けるわけにも参りません」


リコリスは、前辺境伯の政治的思惑からモルテールン領に滞在していた。


一にモルテールン家との繋がりを深め、二に当人の身の安全を確保し、三にそれらを喧伝けんでんする狙いからだ。


それらを主導していた人物が亡くなった以上、人質を預けているともいえる行為は一旦見直したいというのがルーカスの考え。


リコリスはモルテールン家に付けられた猫の鈴。いざという時にモルテールン家を引き寄せる手綱であるが、この手綱を上手く操れると己惚れるほど、ルーカスも恥知らずではない。経験不足は彼自身が一番自覚していた。


自分が扱いきれないことは手を広げないに限るわけで、前代の当主が広げたものを、自分の身代しんだいと実力に見合ったものまで縮小する必要に迫られたのだ。


それに、他の思惑もある。


「しかし、急なお話ですな。もう少し家の中が落ち着いてからでも良いでしょうに」


「……お恥ずかしい話、私の力不足でして」


「と、いいますと？」


「ここだけの話にしていただきたいのですが」


内緒の話だ、と前置きして、ルーカスは急にリコリスを引き取る決断に至った事情を説明しだした。


「そもそも当家の御役目はサイリ王国を含む外敵に備えること。それが為、陛下より諸々の恩沢おんたくを頂いておりました」


「それは当家とて同じこと。ご苦労がおありとお察しいたします」


四伯と呼ばれる東西南北の重鎮は、それぞれ面と向かって対立する敵国があった。


どの国にしても何度となく神王国に攻め込んできている油断ならない国ばかりであり、特に東部は小競り合いがしょっちゅう起きていたのだ。


これに備えるために軍権や関税権を始めとする諸特権を有し、色々と優遇されてきたのだ。フバーレク家もその一つ。


「しかし、先の戦いで当家の御役目の必要性に疑問を持つ者が出てきました」


「御家の家中でですか？」


「いえ。東部派閥の領地貴族の中からです」


先だっての戦いで、イレギュラー因子の子供が居たことでサイリ王国の脅威は減った。具体的にはルトルート辺境伯の脅威がほぼ皆無になった。


外敵に備えるという辺境伯の役目が、少なくとも東部では意味を為さなくなったのではないか。そういう意見が出てきている。


この手の意見を主張するのは、先の戦いで我が身可愛さに日和見を決め込んでいた連中。自分たちが批判されるのを恐れて、批判の矛先を逸らそうとしているのだ。自分たちが無用の長物だと非難される前に、もっと酷い用無しが居ると言い訳を作っておく手。使い古された手法ではあるが、有用でもある。


また彼らに共通するのは、自分たちの領地が新たに増えた神王国領地の近くということ。同じ東部という立地から、新しい利権に食い込もうと画策する者も居る。遠方に居る人間より有利なのは確かだ。


彼らからすれば、美味しい料理にありつくのに、東部を取りまとめて仕切っているフバーレク辺境伯は目障めざわり。目の上のたんこぶ。


辺境伯家の影響力を低下させ、その分だけ新しい餌に食いつこうとする政治的工作。


したたかな連中といえばそうだが、小狡ずるいものである。


「彼らからすれば、先の戦で功績が極めて大きく、新領地の面々に強い影響力があるモルテールン卿には出来るだけ東部に関わって欲しくない。関わり合う一番大きな理由である妹を一旦家に戻すべきだ、という圧力は日に日に大きくなっているのです」


「なるほど。難儀なんぎな話だ」


東部が危険だった時には、モルテールン家が東部に強く介入できる理由を用意しておく必要があった。


しかし、安全になったなら余計な真似はして欲しくない。


身勝手な理由ではあっても、政治的状況とは常に変化するのだから仕方ないだろう。状況の変化に対応できてこそ、貴族政治の荒波を航海できるのだから。


「それと、その……」


ふと、お互いの会話が途切れた。


若者の方が、何かを言い難そうにしていたのだが、お茶を二口ほど飲む間に決心したような顔になる。


「モルテールン卿にはこの件で隠し事をするのは不誠実と思い、ここだけの話にしていただけると信じて打ち明けますが、実はリコリスを実家に引き取ることで、援助を約束する家もありました」


「ほう？」


裏取引の暴露。ことがことだけに、陰謀の匂いがプンプンする。


「主だったところでルーラー辺境伯、アスロウム子爵、ルンスバッジ男爵などが、リコリスの帰還に併せて、妹の衣装代名目の金銭援助を申し出てきました。また、それとは別口でレーテシュ伯なども一度実家に戻してはどうかと打診してきました。父が亡くなった傷心を、一度家族の元で癒しておいたほうが良いだろうと」


「なるほど。錚々そうそうたる面々ですな」


裏で何を考えているかまでははっきりしないが、彼らの建前はあくまで善意の申し出。


父を亡くして傷心であろう少女を一度家族の元で養生させてあげたいので、その為に必要なものがあれば援助するというレーテシュ伯の意見。これだけなら慈愛に満ちた聖女のような意見だ。


或いは、戦乱の上に代替わりでお金が入用であろうが、只ただで援助するわけにもいかないから、妹の帰参に関わる費用の援助を名目としてみてはどうか、というルーラー辺境伯らの申し出。これもまた、父親との縁を惜しむ好好爺こうこうやが言いそうだ。


どれにしたところで額面だけ見れば、父を亡くして大変であろう若者を、年長者たちが助けようとしているだけに見える。


だが、狡猾で強したたかな彼ら、彼女らが、額面通りの内容しか考えていないとも思えない。


「……彼らの思惑としては、恐らく一つの目的があるのだろうと思うのですが、これについてモルテールン卿の意見を伺っておきたかったのです」


「目的。それは……もしかして？」


リコリスを実家に戻そうとする政治工作。


これの意味するところは一つ。


「ええ。当家とモルテールン家の、婚約破棄でしょう」

            





プロポーズ


「僕と結婚してください」


少年の真剣なまなざし。


相対する少女は、顔をリンゴのように赤らめながら頷いた。


小さく、はい、とだけ答えて。


この日、モルテールン家に一人、家族が増えた。


◇◇◇◇◇


前フバーレク伯の葬儀も滞りなく終わり、フバーレク領内が平静を取り戻している頃。


新しくフバーレク家の当主に就任したルーカスは、執務に追われていた。碌ろくな引継ぎも無くトップが代わったため、領内の情勢把握だけでも一苦労。


「こことここ、何故税率が違っているんだ？　同じような家格のところで、こうも関税が違っているんだ。何か理由があるはずだが？」


「はて、少し資料を調べてみないと分からんです」


「頼む」


「承知です」


例えば、辺境伯領に接する多くの領地について、それぞれの領地からの荷物に別々の税率で関税を掛けていたことが発覚。新しく出来た幾つかの領地ともまた境が接するので、標準的な関税率というのを決めておく必要があるのだが、どこに標準を置くかで過去の税率の取り決めが政治的に意味を持ってしまう。


この税率の調整。前辺境伯どころか、前々代の当主から行われてきていた事らしく、何故そうなっているのかを聞かずにきた。


恐らくは領内での通行権や商業権に関わる利権の分配の結果だろうとは思われるのだが、何を基準にして、またどういう対価をもって今の税率に収まっているのかが現在のところ不明。


下手に事情を知らないまま関税を上げる。或いは下げるとすると、ことが他家に関わることだけに紛争の火種にもなりかねない。


落ち着くまでは現状維持が最善だろうと思われるのだが、維持するにしても事情の把握は必須。


或いは、今まで口約束で行ってきたことが全て消失している為、前代のドナシェルにこうこう言われてお約束しておりました、などという陳情ちんじょうが押しかかってきている。


口約束が本当だったのかどうかを確認するだけでも一苦労。中には、十年以上前にお互いの子供を夫婦めおとにしようなどと言われていた、という捨て置けない者まで存在した。


死人に口なしとはよく言ったもので、中には口から出まかせを言いながら強弁し、あわよくば何か欠片でも配慮してくれれば、という強欲で恥知らずなものもある。


ルーカスは、今もまた溜息の数を一つ増やした。


「閣下、昨日指示いただいていたペトラ様の状況について、整理致しました報告が来ておりますが」


「ちょっと待て。この資料に目を通した後に聞こう」


領内の教会からの毎年の寄進についての資料を読み込んでいたルーカス。聖句の引用だの曖昧な比喩だのが多い教会の陳情は、気を抜くとあっという間に目が滑って、どこを読んでいたかも分からなくなる。確実に区切りの付くところまで目を通しておかないと、次に読むときにはまた最初からという事にもなりかねない。


キリの良いところまで読み進めると部下の報告を聞く。


「それで？」


「はい。ペトラ様は現在公爵家と婚約しておりますが、先方は既に婚約のお披露目までしていることもあり、約を違たがえるつもりはないようです」


「そうか、良かった」


サイリ王国の脅威が著しく減退し、フバーレク家の重要性もそれに準じて低下する今。軍家筆頭のカドレチェク公爵家と婚約しているペトラについて、婚約解消の噂が出ていたのだ。


ただでさえ東部では新旧の貴族たちを取りまとめる為に奔走しているのだ。ここで公爵家の後ろ盾という強力なカードを失うのは余りに痛すぎる。


それもあって、今後の指標として公爵家の思惑を最優先事項として調べていたのだ。


結果が良好であったことは喜ばしい。


「となると、後はモルテールン家……」


「頭が痛い問題ですぞ」


「分かっている」


ルーカスが父から引き継いだ遺産は幾つかある。


辺境伯家という爵位。それに付随する領地。フバーレク家の財産。そして、代々続いてきた歴史と、繋がりのある縁故。


それぞれに整理中ではあるが、もっとも悩ましいのが縁故だ。


財産目録のように数字で出せるのならば分かりやすいのだが、人付き合いの親密さ加減などは数値化できない。


血が繋がっていても仲が悪いことも多く、親族だからと油断も出来ないのだ。


「今、当家と婚姻の約を結んでいるのがカドレチェク家、グース家、クラップシュタイン家、そしてモルテールン家、だったな」


「はい。グース家とクラップシュタイン家は、婚約の破棄を視野に入れての関係再構築を匂わせてきておりますので、実質はカドレチェク家とモルテールン家の二つのみと考えてよいかと」


「カドレチェク公爵のところは現状維持で良いと判断する。問題はモルテールン家。当家としては、恩あるモルテールン家との婚約破棄などは出来ないわけだが……」


「東部の面々が騒ぐ以上、放置も出来ず、リコリスお嬢様を一旦引き取ることでお茶を濁すことにした。でしたな」


「そうだ」


東部の人間からすれば、顔が広い上に功績の大きいモルテールン家には、しゃしゃり出て欲しくない。だからこそ、露骨ろこつにモルテールン家の婚約破棄まで要求してきた家もあった。


一つ二つなら跳ね除ける事も出来ようが、纏まとまって連携されるとルーカスには手に余る。これから色んなことで協力を求めていかねばならない面々だけに、感情的なマイナスをもって外交関係をスタートするのはどう考えても悪手。


かといって、モルテールン家の婚約を破棄するなど出来ようはずもない。


ルーカスとしては、婚約はそのままに一旦実家に引き取ることで、東部の面々を宥なだめる思惑があった。


彼とて一個人として、妹を政略の駒にすることに対する忌避きひ感がある。だが、辺境伯家の当主としての責務を引き継いだ以上、そうも言っていられない。


私情を殺し、冷静になってお家の隆盛りゅうせいを図るのが義務だ。


「モルテールン卿はそれでよしとして下さった。ここまでは良いのだが……早速他所から手を突っ込んできた、ということだな」


「お嬢様が実家に戻られることを名目に援助、となっています。これを受ければ返礼を求められるでしょうが、返礼の中にリコリスお嬢様との婚約。つまりはモルテールン家との婚約破棄を含める交渉をしてくるはず。或いは、別の対価を要求されるか。ルーラー辺境伯などは馬を寄越せと言ってくるでしょう。馬を寄越すか、それとも婚約破棄か、と迫られれば、当家としては苦渋の選択となる」


「当家としては利権を手放すか、縁故を手放すかの二択になる、か」


「東部だけで利益を囲うのを見過ごせぬという事でしょう。弱いところから攻め、譲歩を要求してくるのは常道ですし」


「援助をそもそも受けずに突っぱねる、というのは有りか？」


「他家はいざしらず、当家は戦後の出費が嵩かさんだ上に領内が荒れた。今、援助を跳ね除けるならば、先々でより不利な立場になるでしょう」


戦争や災害からの復興とは、初動が大事。三分、三十分、三時間、三日、三ヶ月がそれぞれのリミット。


例えば三日というのは、統計的に知られた生存救出率の壁であり、これを過ぎると災害時に生きて救出される可能性が極端に低下する。


或いは、三ヶ月というのは人が人らしく生きる為の、理性のリミット。極限の状況下で、人間が社会性を維持できる限界。


この手の時間的な壁は何処の世界も大して変わらない。戦後のフバーレク領にしても、数か月以内が一つの大きな山場。


どんな家でもいざという時に備えて蓄えの一つや二つあるだろうが、それとて何年も保つわけではない。大体の目安として、ひと月分程度を蓄えてある家が多い。何も収入が無い、或いは出費が嵩んだまま数か月も過ごせば、ほぼ全ての家が素寒貧すかんびんになる。


そうなれば餓死がし者、難民、盗賊、暴徒と問題が起きるし、一度そうなってしまえば元に戻すのには恐ろしく手間と費用が掛かる。餓死者が一人出れば、それを取り戻すのに十年以上の時間が掛かるわけだし、難民が戻ってくるには今以上の待遇でなければ戻りたがらない。盗賊は討伐するしかないし、暴徒は言わずもがな。


如何に、最初期の支援が重要か。ルーカスとて辺境伯家の嫡子として教育を受けてきた身であり、この重要性を見落とすほど間抜けではない。


人が居なくなってしまったところで、さあ支援しましょうと言っても無駄。人々がまだフバーレク領に居るうちに支援が必要。


だが、無い袖そでは振れない。


援軍への報酬や、戦費として膨大な出費があり、代わりに得たものは大したものが無い。目ぼしいものは援軍の手柄として分配されたのだから。


「家の美術品を売り払って金を作るか？」


「商人は利に聡さとい。ここぞとばかりに足元を見て来るでしょうな。第一、そんなことをすれば物笑いの種になり、一層求心力が低下する。東部の連中などは尚更強気になるでしょう」


「借財はどうだ？」


「借りを作るのは変わりませんよ？　貰うのも借りるのも、当家が困っている時なら大して変わらない。利息も暴利をぼったくるから、結局後で困ることになる」


今年の収穫や諸々の収入もあるのだから、一年後ならばなんとかなる。それだけ辺境伯家の地力は高い。だが、問題なのは今。幾ら将来的にお金になろうとも、今現金が無ければ早々に領地経営は行き詰る。


ここ数ヶ月以内にかなりまとまった大金が必要。しかし、現時点で金庫の中は寒い。


諸家から申し出てきた援助はどうしても欲しい。喉から手が出るぐらい欲しい。


だが、この援助が借りになるのは明らかで、後々なにかと恩着せがましく利を要求してくるのは間違いない。つまりは、毒入り饅頭であることが明らか。


食べねば死ぬ。食べても死ぬ。


こういう時、父ならばどうするのだろうかと、ルーカスは今更ながら辺境伯領を取り仕切っていた親の偉大さを感じた。


「モルテールン家の問題。例えば、私の娘をリコリスの代わりに婚約させるというのはどうだ？　当家との繋がりはより強固になりつつも、リコリスの婚約を撤回するということで援助も受けやすくはならないか？」


「愚策でしょう。リコリス様との婚約が解消された時点でモルテールン家としては、あえて改めて、当家と婚約する意義が無い。ジーベルト侯爵、レーテシュ伯、カールセン子爵、ボゴン伯爵などはこぞって娘をモルテールン家に宛あてがうでしょうね。一度婚約を破棄したという弱みを抱える当家が、これらと競って勝てますか？」


「無理だな」


「今のリコリス様との婚約は、先代の遺産です。別の婚約を宛がうのなら、競り合いと出費は必然」


「なら、どうすれば良いのだ」


ルーカスは溜息をまた一つ増やした。


彼は既に結婚していて、まだ二つになったばかりの娘が居る。これをモルテールン家に嫁がせる代わりに、リコリスとの婚約は撤回する。


フバーレク家としてみるならば、二親等の妹よりも直系一親等の婚約の方が重い。


援助を得つつも繋がりを深める良い手だと思ったのだが、部下には即座に否定された。


それもそうだ。リコリスがペイスと婚約したのは、フバーレク家が権勢を奮い、モルテールン家が貧乏所帯であった頃の話。ペイスの規格外っぷりや、モルテールン家の隆盛が明らかになる前のこと。


今、改めて仕切り直すとするならば、モルテールン家からすればあえてフバーレク家を選ぶことも無い。むしろ、他の好条件を選ぶべき状況。


今まで年単位でモルテールン家の面々と真心の交流してきたリコリスだからこそ、今でも大事にしてもらえているのだし、それがあるからこそ、モルテールン家に縁者を押し込めたい家は、リコリスを何とかして引き離そうとする。代わりなどあり得ないのだ。


「閣下、よろしいですか」


「ん？　何だ？」


部屋に、部下が入ってきた。


「閣下にどうしても今、面会したいとおっしゃる客人が来られておりますが」


「何？　どこのどいつだ。この忙しい時に」


「それが……モルテールン家のペイストリー様でして」


「本当か!?　それは、追い返すわけにもいかんな。よし、会おう。おおそうだ。折角ならリコリスも呼んでやれ。自分の部屋に居るはずだからな。あいつも恋人が来たとなれば喜ぶぞ」


ルーカスは、応接室で客人を迎える。


以前にカセロールと話し合った部屋であり、上客を迎えるのはここと決まっている。その部屋の中では、既にペイスがくつろいでいた。


「お待たせして申し訳ない」


「いえ。お忙しいところを前触れもなく押しかけたのは僕ですから」


「先日は色々とご助力いただき感謝しております。お父君の怪我けがの具合は如何でしょう？」


「特に日常生活に支障はなく。今まで通りに過ごしておりますよ」


「それは良かった」


「お気遣い頂き恐縮です」


社交辞令のやり取りから始まる二人の会話。


いきなり本題から入ることも無いので、差しさわりの無い、世間話がしばらく続く。


「もう少ししたらリコリスも来ると思います。女性は身支度に時間が掛かるものだから、それまでに用事を済ませておこうと思うのだがどうだろう」


「構いませんよ」


「ならば、今日来られた用件をお聞きしたい」


供応の為に出されていたお茶。口を付けていたカップを皿の上に置き、ペイスは要件を切り出した。


「本日お伺いしましたのは、他でもない、僕とリコリスの婚約について。どうやら、婚約の破棄を視野に入れて居られるご様子でしたので、対応については当事者として、聞いておきたいと思ったのです」


「……お耳が早いですな。お父上からお聞きになりましたか？」


「いいえ。父は何も言いません。しかし、リコリスが実家に留め置かれて僕だけがモルテールン領に戻されたことや、今の御家の状況を推測すれば、大よそのことは見当が付きます。そこで、父に無断でこうしてまかりこしたのです」


「ほう」


ペイスは流石に賢いと、ルーカスも頷く。


噂には聞いていたし、戦場での活躍は目にしていたが、実際改めて面と向かって会話すれば、先見性の高さや推察の確かさなど、うなるものが有る。


「僕もいささか目立ち過ぎたようで、我が家に対してもあの手この手で懐柔かいじゅうしようと謀る者が居る。そこから察するに、恐らく御家にも甘い話が来ているのでは？」


「お察しの通りです。当家に対して援助を申し出て下さるところは多い」


「そして、これも推測ですが、その援助の申し出を断りたくても断れない状況に置かれている……違いますか？」


「……」


自分の家の台所事情が苦しいなどと、他家の人間に言えるわけが無い。


言えるわけが無いのだが、平静を装って隠し立て出来るほどの経験が、ルーカスには不足している。


急に無言になっただけでも、正解だと自白するようなものだ。


「あえて真正面から聞きます。ルーカス殿は、リコリスと僕の婚約を、フバーレク家当主として破棄するつもりですか？」


ドが付くほどの直球な問い。ルーカスも言葉を失った。


まさに今、それについてしきりに悩んでいるところであったので、思い切ってそのままを伝えることにした。


「正直、迷っております。モルテールン家には恩もあれば感謝もしている。第一、リコリス本人が貴君を好いているのは明らか。兄としても、また一家の主としても、出来れば貴君との関係をそのまま祝福してやりたい。これが本心だ。しかし、当家の置かれた状況が、それを容易には許してくれない」


「……状況？　具体的には？」


「金が無い。この一言に尽きる。当家とて曲がりなりにも辺境伯家。それなりに収益はある。が、先の戦争から復興する為にも、至急にまとまった金が要る」


「経営が黒字でも金回りが悪ければ倒産する。キャッシュフローの問題というわけですか。世知辛せちがらい」


「キャッシュフローという言葉はよく分からないが、黒字でも金回りが悪いという状況はその通りだ」


目先の金が無い為に、黒字であるにもかかわらず倒産する企業というのは今の日本でも珍しくない。


戦争という非常事態の為になりふり構わず蓄えを吐き出して出費し、結果として今手元に現金が無いフバーレク家。目の前にある急場さえ乗り切るだけの現金があれば、リコリスとペイスの仲は心から祝福する、とルーカスは言う。


「ならば、僕から一つ提案があります」


「ん？　なんだろうか」


「当家からまとまった金額をお渡しするというのはどうでしょう。そうすれば、兄として僕たちの仲を認めて下さるのでしょう？」


「馬鹿な。一体何の名目があってそんな真似。カセロール殿が許さないでしょう。第一、当家としても単なる施しを受ける気はないが？」


「大義名分があれば良いのですよ。そう、例えば〝結納ゆいのう金〟というような名目が」


ペイスの言葉に、ルーカスはぎょっとする。


言われて初めて、目の前の少年が、既に成人しているのだと思い出した。本来なら、一番最初に気付くべき可能性であったのにと。


リコリスが、おめかしして恥ずかしそうに部屋に来たのはそんなタイミングだった。


「リコ」


「ペイスさん！」


改めて顔を合わせると、リコリスは恥ずかし気に顔を赤らめる。


兄の前でいちゃつくほど恥を捨ててはいないし、かといって嬉しくないわけでも無い。何とも微妙な状況なのだが、それを意に介さない男がペイスという男でもある。


彼は、リコリスの前にそっと跪いた。


そして真剣な顔で一言。


「僕と結婚してください」


少年の真剣なまなざし。


相対する少女は、顔をリンゴのように赤らめながら頷いた。


小さく、はい、とだけ答えて。


この日、モルテールン家に一人、家族が増えた。

            





詐欺さぎ未満


日が高く昇り、更には天頂を通り越してしまった、汗ばむような昼下がり。


モルテールン家では、領主婦人と〝娘二人〟によるお茶会が開かれていた。


使われている茶葉は旧ハースキヴィ産。ハースキヴィ家の領地替えに伴う急な在庫処分から手に入れた特上品。南方茶葉独特の、薫かおり高いお茶である。


ふわりと漂う香りを楽しみながら、会話するのは女性三人。


女三人寄れば姦かしましいとは言われるが、その通りに会話がはずんでいた。


「ペイスもやるわね。それで、リコちゃんは何て返事したの？」


「えっと……」


「鈍いわねジョゼ。はいと返事したから、ここに居るのよ？」


「それもそっか。でも、いいなあ。リコちゃんもついに人妻ってことよね」


参加者は、モルテールン家の女性陣のトップが勢ぞろい。


領主婦人アニエスを筆頭に、実の娘であるジョゼフィーネ。


そして、義理の娘となったリコリス＝ミル＝モルテールン。


そう、リコリスはつい昨日、神と精霊の前で生涯変わらぬ愛を誓い、名実ともにモルテールン家の嫁になった。


「でも、披露宴が大々的に出来ないってのはちょっと残念よね」


「仕方ないわ。前フバーレク伯の喪が明ける前に、派手なことなんて出来ないもの」


「そうは言っても、折角の結婚だし。ペイスの披露宴なら美味しいものが出るって前から楽しみにしてたのにさあ」


「ジョゼが楽しみにしても仕方ないじゃない。残念がるなら当人よ。ね、リコちゃん」


「あの、私なら大丈夫です」


「そっか、リコちゃんはペイスが居れば良いもんね」


義姉の揶揄からかいに、顔を赤くするリコ。


まだまだモルテールン家の距離感には慣れないだけに、しばらくは弄いじられ役になりそうだ。


ペイスとリコリスの結婚式は、身内だけで慎ましやかに行われた。


ど派手に目立つくせに派手嫌いなカセロールの意向や、父親が亡くなったばかりで服喪中というフバーレク家の事情があったからだ。


もっともそんな事情はさておいても、二人っきりの世界を作っていた若夫婦にはみなが辟易へきえきしたのだが。


「ところでさあ、その旦那は何処に行ったのよ」


「仕事で領外の折衝だってカセロールが言っていたわ。あの子も新婚早々で出張だから大変ね」


「ふ〜ん、ペイスが家に居ないのは珍しくも無いけどさ。どこかに出かける度に何かやらかしてくるじゃない？　今度はどこに行ったのかしら。母様は知らないの？」


「東部に行くとだけ聞いてるわ」


「危なくはないのでしょうか？」


ペイスは、カセロールの息子らしく度胸がある。五歳から続けて四年になる剣の道でも、それ相応に実力を付けていた。【転写】の魔法という規格外の能力も持つし、絶対的に有利な隠し札も持つ。カセロールに負けず劣らずの一騎当千ワンマンアーミー。


それだけに危ないところに率先して飛び込むこともあり、残されて家を守る女性陣をハラハラさせることはしょっちゅうなのだが、今回も未だ黒煙の残る東部に行ったという。


三人の中では一番政務に疎いリコリスなどは、戦争の記憶も新しい中で、危険地帯に突っ込んでいくように思えるペイスを心配する。


「大丈夫じゃない？　もうだいぶ落ち着いてるでしょうし。東部は今なら特に問題もないはず」


ジョゼの推測は半分当たっている。


先の戦争の後片付けも始まっており、既に平穏を取り戻しているという点では半分正しい。


だが、問題が無い、という推測は外れている。


いや、正しくは、ペイスが出向く時点で推測が外れてしまうというべきだろう。


何せ、彼が東部に出向いた理由が〝問題を起こしに行く〟ことそのものだったのだから。


◇◇◇◇◇


「おお、ようこそペイストリー＝モルテールン卿。若き知将と名高き貴君に御来訪いただけたことは、当家末代までの誉れとなりましょう」


神王国東部のとある屋敷。


両手を広げて歓迎の姿勢を見せるのは、東部閥の重鎮。グース子爵家当主ブラッドン＝ミル＝グース。


三十三歳で細身。髪は緩く癖毛になっているが、清潔感のある風体。一重瞼まぶたの茶色い目が眠たそうな印象を与えるが、見た目に反して狡猾な切れ者と評判だけに油断してはいけない。


正妻と側室合せて五人の奥さんが居て、子供が六人。死別を含めると九人の子供をこしらえた、私生活の派手な男。非公式な子供が更に倍は居ると噂される。


東部閥に属す領地貴族であると同時に、外務閥にも属す外交屋。


フバーレク辺境伯領と王都の丁度中間に領地があり、何かと騒がしいフバーレク辺境伯家と王家の物理的・精神的な仲立ちとして、東部閥でも存在感を高めてきた。


お役目柄、そして地政学的な立ち位置から、東部の諸家に対して調整役を自任してきた御家柄だ。


そんな男の歓迎に対して、ペイスは護衛を後ろに付けながら笑顔で挨拶する


「お久しぶりです」


「ははは。久しぶりとはまたまた。この間の戦勝祝いでも御挨拶させていただいたではないですか」


「若輩故じゃくはいゆえ、たった数日でも間が開いたように思えてしまうのでしょう。閣下のお顔を拝見しない日は寂しくて仕方ありません」


「おやおや、それは光栄なことですな。そこまでおっしゃっていただけるのは嬉しいが、下手に喜ぶと可愛らしい婚約者に嫉妬されてしまいそうだ」


ブラッドンは笑った。ただし、外面そとづらだけ。


社交辞令のやり取りであっても、こっそり探りを入れてくるあたりは外交屋らしい抜け目の無さ。


南部辺境のモルテールン領からどれほど急いだところで、昨日のことが東部まで伝わるはずも無い。故に、婚約者にかこつけてジャブをうってくるぐらいは、ペイスからすれば予想の範囲内。


笑顔のまま、ペイスも子爵の探りにのっかる。


「その婚約者のことで、今日はお伺いしたのです」


「ほう？」


東部閥には複雑な事情がある。


外国の脅威という、目に見えた敵が居なくなった途端、内部に抱えていた不満があちらこちらで噴出した。


例えば、領地貴族。新旧の諍いが目に見えた形で勃発した。


自分たちの土地を守るために兵を使った旧来の者たちは、南部閥に美味しいところを掻っ攫われた上に自分たちが卑怯者のように罵られることに不満を持つ。決して怠けていたわけでも無く、危機意識を捨てていたわけでもないというのが彼らの意見。今まで散々苦労していたのは自分たちなのに、報いられないと憤る。


先のサイリ王国との戦争で現実を見たリアリストは、フバーレク家さえ敗れるような敵に、自分たちが寡兵で立ち向かっていったところで何ほどの効果があるのかと考えた。中央の精鋭が援軍に来るまで時間を稼ぎ、耐え忍ぶことが正しいと思っての行動だったのだ。


ことが終わった後ならば、人は何とでも言える。あの時あの立場で、撃退どころか逆撃まで出来るなど、誰が考えるというのか。


というのが東部領地旧主流派貴族の主張。


対し、新しく領地を貰った貴族たちは、多くがモルテールン家を含む南部閥の縁者達。或いはかつて南部閥に属していた者達。


南部閥の活躍によってサイリ王国軍を撃退出来たのだから、それに報いがあるのは当然と考えるし、旧東部閥主流派は、亀のように閉じこもっただけで何もしていないと考える。


実際の功績に褒賞ほうしょうがあるのは当たり前で、苦労してきたと言いながら結果を出せずに来た面々は無能だ、という極端な意見さえ出ていた。


何故何もしなかった連中が先輩面して偉そうにし、更には利権を寄越せなどと言ってくるのかと、不満もある。


新旧の対立は、功績筆頭の南部閥であるモルテールン家が介入すると、より一層深まる。


或いは、外務閥と軍務閥の対立も表面化した。


元々軍事的に敵対しているサイリ王国とはいえ、外交的に関係が断絶しているわけではなかった。


むしろ、軍事的に緊張しているからこそ、話し合いによって是々非々の対応が模索されていたし、敵であるがゆえに生まれる共存関係も存在する。


仲立ちをするのは、外務閥の仕事だった。


例えば、国境付近に発生する盗賊や魔物。越境する密輸。人身売買。


幾ら軍事的緊張が有るとはいえ、両国に跨った問題は、どちらか一方の勝手には出来ない。外交官が粘り強く調整し、神王国とサイリ王国の双方が妥協できる範囲で問題解決が図られてきた歴史がある。


国境線が大きく書き換えられ、また新しい領地貴族が増えた現在。外務貴族には可及的速やかに関係の再構築、新構築を図る必要性がある。


そんな外務閥からすれば、軍事的緊張が一挙に、そして一方的に解決したことは、凶報であった。


自分たちが長い年月をかけて培ってきた人脈、信頼、貸し借り。時には命を懸けてまで敵地に築いた情報網。いわば外務貴族としての財産全てが、一夜にして無くなったのだ。


対外関係を重視する平和的な人間からすれば、幾ら相手が攻め込んで来たにせよ、自分達に話も通さずに独断で行動し、その上で軍事行動後の尻拭いだけ押し付けられた状況のように思えた。


命を懸けて戦争してきた軍人と、命を懸けて対話を続けてきた外交族。


東部の新興領地貴族は多くが軍務閥に属する軍家の為、話し合いを模索する外交官など温ぬるすぎて話にならないと軽視する。長年サイリ王国と向き合ってきた外家は、自分たちの苦労も分からずに血気に逸る単細胞と新貴族を蔑む。


軍家にして名高いモルテールン家が出張ってくれば、これまた騒動の火種に油をかけるようなものになる。


何にしたところで、モルテールン家にこれ以上介入されては、東部の安定と調整の一翼を担う人間は困る。その筆頭はグース子爵だろう。


だからこそ、フバーレク家とモルテールン家の婚約を潰そうと動いた。その中心にいたのもグース子爵である。


そんな中にあって、調略の対象者本人がわざわざ出向いてきて、しかも言いたいことが婚約者についてだという。警戒もしようというもの。


「子爵閣下は、東部でフバーレク家に次ぐ実力者とお聞きしております」


「ふむ、幸いなことに陛下よりご信頼頂けていると自負する。フバーレク家には及ぶべくもないが、家格に相応しい身代であろうとも思う。それがどうかされたかな？」


貴族同士では謙遜しすぎも拙まずいので、子爵としても社交辞令的な返答となる。


「そんな閣下を見込んでお話します。ここだけの話として御内密に願いたいのですが」


「これでも外務が御役目。口の堅さは信用してもらって良いと思うが？」


「ならばお話しますが……実は、フバーレク家と当家の婚約が、解消されそうなのです」


「ほほう！」


子爵は内心喜んだ。


若きフバーレク家当主の実力はまだ未知数な所が多く、色々と自分が動いているのだが、どうにも成果がはっきりしていなかった。圧力を掛けてみても、効果がありそうなのになかなか結果が出てこなかった。


それが、裏では成果を出していたのだ。誰だって、自分の苦労が実れば嬉しいもの。


前代のフバーレク伯は手強かったが、今のフバーレク伯はどうやら押しに弱そうだとも思う。


それに、脇が甘い。自分の家の情報管理は徹底できても、他家から漏れれば意味が無い。子爵は嘲笑を心に秘める。


「僕としてもリコリス……失礼、フバーレク家の御令嬢」


「言葉遣いのことなら、普段通りで構いませんぞ？　慣れたものの方が言い易いでしょう」


「ありがとうございます。そのリコリスとの婚約解消は、とても不本意なことです」


「そうでしょう、わかりますとも。かなり長い間婚約者として付き合っておられたのですから」


ペイスは、とても悲しそうな顔をしている。


恋人と別れた傷心そのものといった様子。


何を企んでいるのかは、この様子では分かりづらい新辺境伯と比べれば、まだこっちの小僧の方がマシか、などと子爵は考えた。


「どうやら、父とフバーレク伯の間で何らかの話し合いが持たれたようなのですが、その際に婚約破棄についての話もあったとか。これは部下に聞きましたから確かです」


「ほうほう。いや、それはまた貴重な情報だ」


「その上で先日。父からリコリスが婚約者でなくなると明言されてしまったのです。僕にとっては人生の一大事です」


「なるほど、ふむふむ。婚約者でなくなる。確かに当事者にすれば大問題でしょう」


子爵は、外交官として多くの魑魅魍魎と騙し合いをしてきた。


人間観察にはそれ相応の実力がある。その観察眼が、ペイスの言う言葉が真実であると告げる。目線の動き、姿勢、口調や仕草などなど。こればかりは、特殊な訓練でも受けない限りは、全くのゼロには出来ないものだ。


自分が培ってきた経験からしても、ペイスが嘘をついている様子は無い。間違いない。


ならば、婚約破棄されたのも事実なのだろうと、子爵は考えた。


「婚約者でなくなったとしても、僕としてはリコリスを大事に思う気持ちに変わりはない。そこで、子爵にお願いなのですが」


「何でしょう」


「僕との今までの思い出を忘れないで欲しいと願い、リコリスに贈り物をしたいのです。出来れば宝石を贈ってあげたいのですが、何分ご覧の通りの若輩者。先立つものがございません。閣下に御援助頂けないかと思い、こうしてお伺いしたのです」


「なるほど。別れる婚約者に贈り物をしたい。金が無いから小職を頼られると」


「いかがでしょう」


「それは借款しゃっかんでということかな？」


「お借りしても返す当てがございません。出来れば返済不要の援助を頂ければ」


子爵は、目の前の少年の意図を推察しようとした。


モルテールン家の麒麟児きりんじと言えば、先の東部の戦いでも悪魔が裸足で逃げ出すほどの大活躍をしたと評判。そんな人間が、只で金をくれと虫のいい話をしてきた。


他所の子供ならば、ずうずうしくも小遣いを寄越せと集ってくるのは有りそうだが、目の前の子供がそうではないのは明らか。


子爵のメリットとしては、次期モルテールン家の当主に大きな貸しを作れることだろうが、それにしたところでメリットが小さすぎる。


故にブラッドンは首を横に振った。


「……縁戚でも無い者に、何も無くただ金を渡すということが難しいのはお分かりかな？」


「無論承知しております。しかし、将来にわたって無縁とは限りません」


「ほほう？」


もしやと思い水を向けてみたところ、思わぬ反応があったことに子爵は眉を上げる。


「フバーレク家の意向により、近々僕は婚約者が居ない状況になります。いや、すでに先方の意識ではそうなっているでしょう。これは父の話からも間違いない。もしも今回無償資金を御援助頂けるのであれば、〝正式に婚約破棄された後〟には子爵閣下の御意向に十分な配慮をする、というので如何でしょう」


「……な、るほど。なるほどなるほど。うむ、それは面白いご提案だ」


子爵にとっては思いがけない提案。そして、かなり旨みのありそうな話だ。


東部の諸家に対して、今ならばモルテールン家はかなり強い影響力を行使できる。それこそ時と場合によっては王家やフバーレク家を凌ぐ影響力を発揮するだろう。


そのモルテールン家の跡目。ペイスの婚約者という地位を狙う人間は、両手の指折りでは足りない。それも、押しも押されぬ大貴族がこぞって狙っていることを、子爵は知っている。大貴族から働きかけがあり、リコリス嬢とペイスの離間を図ったのだから間違いない。


ペイストリーの婚約者という空席に対して、優先権を持てるとするならば朗報。それを材料に色々な家から好条件を引き出す交渉も容易く出来るだろう。何せ、辺境伯領一つを大した出費もせずに手に入れて見せた男。婚約者を押し込めるならば、金貨の千枚や二千枚なら惜しくないだけの価値がある。


つまり目の前の少年は、別れる恋人との綺麗な思い出の為に、将来の婚約者の予約席を売りたいと言っているのだ。


予約チケットに幾らの値を付けるのか、という交渉。


ここで僅かな金銭を惜しめば、恐らくこの少年は別の家にセールスに行く。何も自分のところである必要は無いのだと子爵は察する。


しかも、東部の調整役である役職なら最も効果的にチケットの転売も出来るだろうと、この少年は暗に匂わせてきている。


「ふむ……面白い。実に面白い」


子爵は、考えを纏める。


今ここで口約束というのも良いが、どうせなら公文書を残しておきたい。子供の口約束だからと、親が反故にしては敵わない。


「よろしい、他ならぬモルテールン卿の御子息の頼み。当家としても苦しいが、その条件で援助いたしましょう。無論、返済不要で」


「おお、ありがとうございます」


「ただし、こちらとしても口頭だけでは心もとない。一筆いっぴつ認したためてもらえますかな？」


「構いませんとも。そうおっしゃるだろうと思い、ここに直筆で書いてきたものがあります。ご確認ください」


さすが、用意が良いと子爵は思った。


差し出された羊皮紙には、既にペイスが条件を纏めていたのだ。後は子爵のサインがあれば良いだけになっている。


さらさらと一筆、男は気分よくサインした。


すぐにも用意された金貨の山をペイスは懐に入れ、子爵の屋敷を後にする。


屋敷をでたペイスは、両手を上に挙げてぐっと背伸びをした。如何に彼と言えども、まじめな交渉事は肩が凝るものだ。懐には先ほどの金貨があるのだから、尚更肩に重みがある。


大金を手にしたペイスに、護衛として置物のように黙っていたニコロが、溜息と共に口を開く。


「若様、これで何件目でしたっけ？」


「五件目です。子爵のところを最後にしたのは正解ですね。すぐにも関係各所に連絡が飛びそうな気配です。連絡が行けば、さすがに同じ手は使えないですよ」


「……既に手遅れですけどね。これって詐欺じゃないんですか？」


「詐欺？　どこがです？」


「若様は昨日、結婚したばかりじゃないですか。婚約者を決める時には優先的に、って旨い話をしてましたけど、五件も同じようなことを言ってれば詐欺でしょう。ってか一件でも詐欺じゃないですか？」


「いえいえ。僕が約束したのは〝婚約破棄されたあと〟の話です。既に結婚したので、婚約破棄されることは一生ありえません。つまり、何の問題もありません」


「どこの家も、若様が婚約破棄されたって思ってましたよ？」


「向こうが勝手に勘違いすることまで責任は持てません。〝婚約者では無くなる〟のも事実ですし、〝婚約関係は解消〟されるのも間違いない。〝父様が婚約破棄について聞いた〟のも嘘じゃないです。全部事実をありのままに言っているので、誤解した方が悪いのです」


「ひでえ……空の宝石箱を宝石入りと誤解させて売りつけたようなもんじゃないですか」


「上手いこと言いますね。ニコロは良い交渉人になれますよ」


「なりたくないです。ってか無理」


ニコロは、頭を抱えた。


ペイスが問題を起こすのはいつものことだが、今回に限っては旧来の東部閥主流派に喧嘩を売って回ったようなもの。


騙されたと気付いた後には、必ず苦情と抗議が飛んでくる。


そうニコロは指摘した。


「抗議が来たなら、先の公文書を引き取る代わりに、貰った金を返すぐらいで折り合いを付けられるでしょう。その頃にはフバーレク家も急場はしのいでいるはずなので、そのまま返済してあげればいい。精々半年をのらりくらりと躱せばそれで終り。東部の金で東部を救うのです。それ以上のトラブルが有ったら、最後はフバーレク伯に処理してもらいましょう」


「義兄に容赦ようしゃねえっすね」


「フバーレク家の事情に、うちを巻き込んだのです。うちの事情に巻き込まれても、文句は言わせません」


「東部の人たちから金を巻き上げた理由は？　若様なら普通に金策も出来たでしょうに」


「東部の面々は僕とリコリスの仲を裂こうとしたのです。関わった人間には多少は痛い目を見てもらいませんと、また同じことをしてきます。それよりも問題は……」


「問題は？」


「一度痛い目を見ておきながら、全く懲りずに手を出してきたココ。この家だけは、他所とは違って手強そうですよ？」


ペイスがターゲット一覧を記した羊皮紙。


その中の最後尾に書かれていた一つの家名。


指を指した先には、ひと際目立つ字でレーテシュ伯爵家と書いてあった。

            





穏やかな戦い


「拙いわね」


「何がだ？」


「モルテールン家にフバーレク家との離間工作がバレたわ」


「……だから止めておけと言っただろう」


レーテシュ夫妻の朝は、夫婦揃っての執務から始まる。


今日の執務は、部下からの嫌な報告から。いま何かと騒がしい東部に張っていた情報網に、モルテールンが動き出したという情報が引っかかったのだ。捨て置けない情報だ。


「何か報復してくるか？」


「まだ大丈夫よ。私はただ単に、気落ちしている女の子を慰めて、落ち着かせようとしただけだから。親が死んだら、しばらくは家族の元で居るほうが自然でしょう？」


レーテシュ伯ブリオシュは、さらっと言ってのける。実際、今のところは何とでも言い繕えるレベルであり、精々が「一度実家でゆっくりしたら？」と勧めたレベルだ。老婆心ろうばしん、もとい親切心からの助言であるといえばそれまで。


だから何の問題も無いと、彼女は自信満々に言い放った。この胆の太さが、彼女をして不世出の才女と言わしめる所以である。


対し、旦那のセルジャンはそこまで楽観視できない。政務には若干疎いということもあるが、誰よりもモルテールン家の凄さを知るからである。


狐と狸の化かし合いほどに狡猾になり切れない。割り切りの良さと正々堂々に拘こだわる姿勢。仲間と敵の二択で考える発想。仲間であるが工作を謀るというグレーな状況が苦手なのは、ある意味で武人としての長所の裏返しだろう。


「それはそうだが、露骨すぎる。リオは何でそんなに焦ってるんだ」


「……焦りもするわよ。今しかないもの」


「あの坊やを身内に出来るのは今だけか」


「そう。フバーレク家の屋台骨がぐらついていて、うちに独身の娘が居る今。この時しかないのよ。後三年早く娘が産まれてたらと思うと、悔しい気もするわ」


「無理にあの少年に拘る必要はあるのか？　いや、モルテールン家のあの少年が優秀なのは分かる。しかし、無理に手を出して火傷するぐらいなら、別の妥協策でもよかろう。これから将来がどうなるかも分からないのだから、先々にもっと違ったチャンスがあるかもしれん」


セルジャンの言う意見は常識論。


モルテールン家が恐らく嫌がるであろう離間工作をしてまで謀るよりは、実直な姿勢のままチャンスを待つ方が良い。


正論だ。誰もがその通りと言うような正論ではあるが、希望的観測が過ぎるのも事実。幸運の女神には前髪しかないと言われるように、次のチャンスとやらがあるとは限らない。レーテシュ伯もその点は強かで狡猾な人間である。この件に関していえば、不確かな次のチャンスを待つぐらいなら、確実に今の機会を逃さぬよう動く。それが出来るからこその伯爵家当主。


それに、ペイストリーでなければならない理由もあった。


「私は、今までモルテールン男爵のことを親馬鹿と笑っていたのよ」


「ほう」


「でも、自分が親になってみると分かるわ。子供を自慢したがる気持ちも、子供により良いものを与えてやりたい気持ちも、お金目当てや権力狙いでうちの子に寄ってくる連中の気持ち悪さも」


「……それは分かるが」


「私は、レーテシュ伯爵家当主として結婚に妥協出来なかった。正直、結婚出来ないことも覚悟していた。娘にはそんな想いはさせたくないから、出来るだけ早くに最良の結婚相手を見つけてあげたいと思うのは、おかしいこと？」


「いや」


レーテシュ伯は、十年以上。下手すれば二十年近く、伴侶が見つからずに苦労した。行かず後家街道を爆走していた。結婚と後継者を誰からも強く望まれながら、応えられないもどかしさ。悪夢でうなされるぐらいには精神的な苦痛となっていたのだ。この苦労と心労は、セルジャンには分からない。理解は出来ても実感が無い。


王家に次ぐ豊かさを誇るレーテシュ伯爵家の財産を、意地汚く狙う悪党や小者は幾らでも居る。伯爵が結婚相手を無事見つけられた以上、次に狙われるのが娘三人になるのは間違いない。実際、生まれる前から揉み手で寄ってくる連中まで居たのだ。


彼女たちもまた当代のレーテシュ家当主が悩んできた問題を、いずれ抱える。そうなる前に先手を打っておきたいと考えるのは、当たり前の心の動き。


苦労が人一倍だったからこそ、子供にはそんな苦労の無い様にしてやりたいのが親心だ。


「ならば、適当なところで妥協すればいい。リオの時には一人だったから失敗出来なかったわけだが、娘は三人居る。三人のうち誰かが当たりであれば良いぐらいに思えば、妥協も出来るだろう」


「その妥協の中に、あの坊や以上が居る？　家の格とかは抜きにして、当人の能力的に」


「……居ないな」


ペイス以上に政務に長け、軍事に明るく、経済に強く、発想が柔軟で、魔法のような特技がある人間が、居るわけが無い。魔法を使える時点で数万人に一人の逸材だ。ペイスのように文武に長けた魔法使いなど、十年に一人、いや百年に一人と言ってもいいほどの確率だろう。


「私は娘が可愛いの。最高の婿を探してやりたい」


「それは同感だ。変な男を連れてきたなら、相手の男をこの手で叩き斬るところだ」


「私の場合は、政治を私が担って軍事をあなたが担う分業を確立できたけど、娘たちに私ほどの政治が出来るかは不確か。いえ、出来ない可能性の方が高いでしょう。政治と軍事の両方が任せられて、レーテシュ伯家の財産に興味が薄く、おまけに見た目も良いのよ。魔法はさておいても、あの坊やが最適。娘の為にも、どんな手を使ってもうちに引き入れたい」


レーテシュ伯爵家は海を隔てて外国勢力と対峙する家柄。地続きで外敵と接する他の辺境伯家とは事情が違うが、それでも軍事的に緊張している部分はある。


女性という点でどうしても舐められてしまう以上、婿には一軍を率いる才覚が欲しい。


これだけでもペイスが最適である。他の追随を許さない大功、他国にまで聞こえはじめた武名があり、王家の信任も篤く、個人的技量と将の器を兼ね備える逸材だ。


レーテシュ家に迎えられるなら、彼の少年の力を存分に発揮できる。それこそレーテシュ家にとっても、またペイスにとっても良いＷｉｎＷｉｎの関係。そうレーテシュ伯は考えている。


恋愛的な感情面を抜きにするなら正論でもあるだけに始末が悪い。


「どんな手を使っても、か」


「そう。娘の為にも、家の為にも。何が何でも、あの坊やをうちに囲いたい」


「……そこまで他の男に執着するのを見ていると、夫としては複雑な気分になるな」


「あら、焼きもち？」


「焼いちゃいかんか？」


「いいえぇ」


語尾を伸ばして夫を茶化すような夫婦の会話に、お互い軽く笑い合う。


さて、と気を取り直すにしても、前フバーレク伯の死去にかこつけたフバーレク家令嬢の実家召喚しょうかんは失敗しそうな気配である。


ならば次はどういう手を使うか、と議論し始めた矢先。


レーテシュ家の従士長コアトンが、ペイスの来訪を予告してきた。


「一鐘後？」


「それで駄目なようなら日を改めるそうですが」


「構わないわ。応接室の準備をさせておいてね。待遇は最上位待遇。今年の新茶も出してあげて」


先ぶれとして一鐘後を提示してきたことから、急ぎの用件らしいと察する。日を改めさせても良いが、モルテールン家相手に時間稼ぎなどは余り意味が無いことは常識だ。


王家は別にしても、他の四伯が来たとき並みに扱えと指示を出し、早速用件について思案を巡らせる。


「何しに来たのかしら」


「そりゃ今話していたことだろう。余計な口出しするなと釘を刺しに来たんじゃないか？」


「普通に考えればそうなんだけど、あの坊やが来て普通だった例ためしがないのよね。せめて何か相手に対抗できる準備をしておかないと」


「なら、先だってうちの領内でノッテンガイヤー商会相手に暴れた件を持ち出そう。向こうが此方に非難を向けて来れば、こちらも相手を非難し返す」


「合法だったと言って来たら？」


「こちらの件も合法だと言い返せばいい。それで今回の件は相殺できる。後は、一旦手を引くということで手打ちは可能だろう。どのみち失敗したのだから痛手も無い」


「そうね、いい考えだわ」


レーテシュ伯は頷く。


仮にペイスが今回リコリスと離されそうになったことを不満に思ったとしても、レーテシュ家としてもモルテールン家にしてやられたことがあるのだ。適当に言い合って、お互いさまだと折り合いを付けることは可能と見る。


家と家のやり取りならば、相手が非難してきた時に対抗できるカードをどれだけ多く持っておくかが肝心。これが無いと、宥めるのに出費が必要になるからだ。一方的に謝ることを避けるのは外交の常識。


ある程度の準備と打ち合わせが終われば、一鐘の時間はすぐ過ぎる。


応接室には、既にペイスがお茶を飲みながら待っていた。


「お待たせしたかしら」


「いえ。席を勧めて頂いたばかりですから、今来たところです」


「そう、良かった。今年の新茶はどうかしら？　お口に合って？」


「今年は出来が良いですね」


「新茶の試飲会もあるから、それまでは御内密に。貴方だから特別にお出ししたのよ」


「お心遣い痛み入ります」


ペイスの対面に夫婦で座りながら、早速とばかりに先制攻撃だ。


特別の好待遇をしていると言えば、向こうも露骨な非難がし難くなる。これぐらいの先手は躱してくるだろうと、レーテシュ伯はペイスを見やる。お互い見事な笑顔で向かい合う。


「さて、今日お伺いしたのは他でもない。フバーレク家と当家の婚約についてお話がありまして」


「あらあら、惚気のろけ話を聞かされるのかしら」


レーテシュ伯は笑顔のままでで内心舌打ちをした。


やはりちょっとやそっとの小手先では誤魔化されてはくれなかったかと。


「聞けば、レーテシュ閣下にもリコリス嬢に対して〝過分な〟ご配慮を頂いたとか。実家での静養を勧めたそうですね？」


「そうね。私も父を亡くした時には悲しかったから。女の子が悲しんでいる時は、家族と居るのが一番だと思ったのよ」


「そうですか。ご参考までに、僕が母から同じように聞きましたところ、親しい人を亡くして悲しい時には〝心許せる相手〟と居るのが良いとのことでした。家族もそうでしょうが、恋人と居るのも良いとか。その点、レーテシュ閣下は御事情が違っていたのでしょう」


「……そうね」


ペイスも大概イタズラ好きなので、レーテシュ伯を揶揄う。


リコリスには自分と言う恋人が居るが、誰かさんは当時も恋人が出来ずに御一人様だったから、事情が違うだろうと。


この皮肉は強烈だし、自分の傍にセルジャンが居るのは誰のおかげだと思ってるのか、という念押しでもある。一つ押せば三つぐらい押し返してくる手強さに、女狐と呼ばれる女性であっても気が抜けない。


「そのような事情もありまして、リコリスは実家では無く僕の傍で傷心を癒した方が良いだろうと、新しいフバーレク辺境伯ともお話をしました。今も彼女は当家に居ます。色々とご心配頂いたようなので、リコリスに代わりまして御礼を申し上げます」


「そう。モルテールン家とフバーレク家の取り決めなら、うちが何か口を挟むことは無いわね。ただ、同じ女としての忠告なのだけど、幾ら恋人の家とはいえ、他人の家に居るのは気を遣うわ。特に、恋人の親や兄弟には粗相も出来ないってね。只でさえ落ち込むことがあったのだから、気を遣わずに済むよう、故郷ふるさとで過ごさせるのも良いことだと思うのよ？　見知った顔が多い方が、気も紛れるでしょう？」


「見知った顔が減っていれば追い打ちでしょう。一旦悲しみから目を離し、落ち着いてから目を向けるようにした方が良い。そうは思いませんか？」


「一度で済むことを、何度も経験させるのも酷だと思うけど」


「それも忠告ですか？」


「同じ経験をした先達からのアドバイスよ」


「なるほど。〝年長者〟のアドバイスは聞くべきだとおっしゃる」


「〝お姉さん役〟の務めでしょうから。これでも貴方のことは身内と思っているのよ？」


「〝父が〟聞けば喜ぶでしょう。」


何とかリコリスをペイスから引き離そうとするレーテシュ伯。負けじとやり合うペイス。


相も変わらず、この二人のやり取りは虚々実々。お互いに手を読み合ってけん制し合う、頭の痛くなるような会話だ。


二人の会話を口汚い本音調に訳すなら。ババアは黙ってろと言われたことに、誰がババアだこのガキ、と言い返した形。本音をオブラートに包つつみ、糖衣で包くるみ、綺麗に包装して取り繕ったら二人の会話になる。


お互い一歩も引かない貴族同士のやり取り。


しかし、今回に関してはペイスに切り札がある。


「そうそう。言い忘れておりましたが、リコリスはつい先日、正式に僕と結婚しました。既にモルテールン家の娘ですから、家族の元に居るのが最善と言う言葉には、折角ですから同意いたしましょう」


「!?　おめでとうと言うべきね。素敵な奥様でよろしいこと」


やってくれるわ、とレーテシュ伯は握りこぶしに力を入れた。


モルテールン家が何事も手を打つのが早いと分かっていたつもりだったが、まさかそこまでしていたとは思わなかった。離間策に対抗するには一番の最良手。


本来、貴族家の婚姻とは、家と家の繋がりを重視する政略結婚が当然。下位貴族たる男爵家のモルテールン家が、上位貴族たる辺境伯家の娘を貰うのだから、格のつり合いという意味では即決するに十分な理由となるのだろう。


それにしたって、東部で大手柄を立て、短期間に二度も陞爵する勢いを維持するモルテールン家ならば、影響力の落ちてきた家を選ばずとも、他に良い縁談話があったはずだ。レーテシュ家だって公式に打診している。それを迷いなく蹴り飛ばした形。


うちのことでも少しぐらい悩んでも良いだろう、と悔しい気持ちになる。やはり、もっと早くに手を打つべきだったかと今更ながらに思う。


やり取りを聞いていたセルジャンなどは、逆に称賛の気持ちを持っていた。


婚約者との縁を大事にし、責任を背負った一人の男おのこ。駆け落ち紛いの結婚をした上に、妻一筋と公言するモルテールン男爵カセロールの息子なだけある、と感心しきり。


もっとも、レーテシュ家の人間としてそんなことは口に出せないのだが。


「喪に服す意味もあって披露宴やパーティーなどはしませんでしたが、閣下には常日頃からお気に掛けて頂いておりますので、ご報告するのが筋かと思いまして、今日伺ったのです」


「あら、ご丁寧にどうもありがとうございますわ。おほほほほ」


この根性悪め、と言いたいところをグッと堪える伯爵。自分の腹が同じぐらい黒いことは棚に上げて、対応策を考えていた。


結婚してしまった以上は、リコリスを実家に置いておいてもあまり意味が無い。


ならば、次に取るべき方策は二つ。側室として自分の娘を宛がうか、或いは離婚するように仕向ける。


離婚工作は下手をすると、教義上離婚を認めない教会権力を敵に回しかねないので、やるならば側室工作だろう。


「結婚するというのも大変でした。ああいうのは一度で十分ですね。これからも忙しくなりそうですし、リコリスが傍に居てくれればそれで十分」


「ごちそうさま。幸せそうで羨ましいわ」


「レーテシュ家のお二人には及びません。是非理想の夫婦として見習いたいものです」


「ありがとう」


だが、ペイスに先手を打たれて釘を刺された。


レーテシュ夫妻を理想にしたいとは、側室拒否の体ていの良い言い訳だ。


レーテシュ家は女性当主。伴侶であるセルジャンが側室を持てば、必ずお家騒動、揉め事の種になる。レーテシュ家以外の強力な外戚が、セルジャンを使ってレーテシュ家の乗っ取りを企む、などと言うことも有り得るのだ。


跡継ぎが既に生まれた今。レーテシュ家には側室を持つという選択肢など無い。


それを分かっていて、見習いたいとぬけぬけと言い放つ。相も変わらずの抜け目の無さである。


「ペイストリー＝モルテールン卿ともなれば、活躍の噂は絶えない。リコリス嬢も、もしかしたら一人で支えるのは大変かもしれないわね」


それでも諦めないのがレーテシュ伯。


「彼女は既に僕の心の支えですよ」


「ああいう大人しい娘がタイプなのかしら？」


「モルテールン家にとっては彼女は相応しいと思っております」


「モルテールン家に相応しい？　それはどういう意味かしら」


これはちょっとばかり非常の手段を使ってでも工作しなければならないか、などと伯爵が考えていると、少年がにやりと笑った。


嫌な予感がレーテシュ家の二人に走る。


「彼女は、お菓子作りが上手です。今もちょくちょく練習していまして。砂糖作りを主産業にしようとする当家からすれば、率先して新商品を研究してくれるようなもの。僕としても、料理上手な女性が妻であることは誇らしいと思っております」


料理上手が嫁の条件、と言ってきた。


ここは引けないと、レーテシュ伯も言い募る。


「偶然ね。うちも娘には料理を教えようと思っていた所なの。今の世の中、何でもできるに越したことは無いものね」


「そうですね。しかし、失礼ながらレーテシュ家は当家の望むお菓子を作ることが出来るのですか？」


「勿論よ。当家はどんな人材も揃えられるわ。娘にお菓子作りを教えることだって、簡単なことよ」


出来ないと言ってしまえば、今後は料理が出来ない嫁は要らない、と言われて側室拒否の理由にされるだろう。


一つづつでも、理由を潰していく。そして最終的にはレーテシュ家の娘を娶めとってもらう。十年単位の計画が要るかと、気合を込めた。


が、ペイスはいつも通りペイスだった。


「ならば、試しましょう」


「は？」


「審判を立てて料理勝負。デザート一品の一番勝負」


「……よく分からないのだけど」


いきなりの飛躍。何が何だか、レーテシュ伯は困惑した。


「ペイストリー＝ミル＝モルテールンの名において。レーテシュ家に対し、料理による決闘を申し込みます」


ペイスの顔には、素敵な笑顔が浮かんでいた。

            





オン・ステージ


モルテールン家従士ニコロ＝ノーノは、傍に居た同僚ジョアンことジョアノーブ＝トロンに対して呟いた。


「俺さ、若様のことを尊敬してるよ？　俺なんかよりも頭良いし、部下の待遇改善には熱心だし、危ない時でも先頭に立って俺達を引っ張ってくれるし、どんな時でも頼れるし」


「はあ」


口ではそう言いつつも、褒めているような顔ではない。聞いているジョアンも合いの手が雑になるのは、この手の愚痴ぐちが既に何度もあったからだ。いつものことだと、聞き流す術を覚えた。


「でもさ、これはあんまりだと思うんだ」


「ですねえ」


ニコロの目の前には、大勢の人、人、人。


モルテールン領本村のザースデンに集まった観客たち。上はやんごとなき方々から、下は平民まで。日頃は貧しい田舎町といった風情のザースデンが、どこのバザールかと思うほどの賑わいを見せていた。


デココ商店始め、行商人たちによる屋台出店まであり、あちらこちらで美味しそうな匂いや、元気な呼び込みの声がある。


一番人気は羊の丸焼きの屋台。ハーブや果汁などをブレンドした甘辛いタレを付けながら、肉の塊を炭火で炙り、焼けたところからこそぎ落して食す。立ち込める香りだけでよだれが出て来る一品だが、屋台の目立つところにモルテールン家直販屋台とあるところは御愛嬌である。


老若男女を問わずに集まる大勢の人々。


まさに近年のモルテールン領好況の集大成のような光景。


何故それをニコロが嘆くのか。


ことの起こりは、ペイスがレーテシュ伯に対して喧嘩を売ったことだった。


ペイスに対して露骨に娘を押し付けようとするレーテシュ伯に嫌気がさしていた彼の少年が、今後その手の話を一切持ち込むなと求めるに際し、決闘で決着を付けようと言い出した。


モルテールン家が負ければ優先交渉権と側室受諾の確約他諸々。勝てば今後一切の不当な企てに対して、手厚い補償を受ける権利。別名ぼったくり確約。


元々勝ち目が極めて少ないと思っていた婚姻外交に勝ち目が見えたと、レーテシュ伯もこれに頷いたから問題がややこしくなった。


決断の早いモルテールン家だ。上層部のトップダウンもあって、あれよあれよという間に決闘大会の開催が決まってしまった。


以前によく似た決闘大会を開いたときの教訓やノウハウもあったのが運の尽きで、大会運営の実務責任者に抜擢されたのが、誰あろうニコロだったのだ。


「あの人は鬼オーガだ。いや悪魔だ。魔王だ!!　俺を仕事漬けにして殺す気だ!!」

            





    
  
  




新しく配属されたジョアンの助けが無ければ、本気で過労死の危険があったに違いない。


仕事の多さ、トラブルの多さに、臨時で村人を二十人程雇用してまで対応しているのだが、責任者であるニコロの仕事は減ることが無かった。


そして今、仕事の追加という恐ろしさがやってくる。銀髪の悪魔の手で運ばれて。


「ニコロ、お出迎えの準備は出来てますか？」


「何のですか？　若様」


「陛下がもう間もなく来られます」


「[image: ゛え]？　あれってマジな話だったんですか。てっきり冗談かと」


今回のお菓子対決。


公平な審判をどうするかとなった時、何故か噂を聞きつけた国王陛下が御自おんみずから審判に名乗りを上げたのだ。曰く「こんな面白そうなことに何故俺を呼ばない」とのこと。これのおかげでカセロールは半日寝込んだ。


国王こそ人一倍仕事が忙しいはずだが、それをおいても駆け付けるという厚遇っぷりに、モルテールン家の重要性はいや増すばかりだ。加えて、レーテシュ家までがお家の総力を挙げると判明した。


瞬く間に王都中の噂になり、それが各地に伝播することで人がわんさか集まり、今に至る。


内務尚書などは建設中の国道について、何故もっと早く作っておかなかったのかと突き上げを食らったほどだ。


「僕が陛下を冗談のダシに使うわけないじゃ無いですか。今父様が王都に行っていますから、もうすぐ陛下が来られます」


「んぎゃあ!!」


「ああ、ニコロさんが倒れた!!」


「うう……若様、俺もう無理っす。オーバーワークです。ってか陛下の応対なんて何していいか分かりません」


「仕方ないですね」


流石に、まだ新人と大差ない若手のニコロには、国王臨御の一大興業を仕切るのは無理だったらしい。


過労と心労で倒れるに至っては、流石のペイスも無茶を言えない。


「ニコロは屋敷で寝かせてあげてください。ここしばらく忙しかったので、大変だったのでしょう」


「はい」


「よっしゃあ!!　じゃあ俺休んで来ます!!」


「……意外に元気そうですね」


休めると分かった途端に勢いが良くなったことはさておいて、問題はニコロが場に居なくなることだ。


「さて、じゃあジョアン、頼みましたよ」


「はい？」


無茶は言えない。はずである。普通ならば。


「ニコロが倒れてしまったので、引継ぎを頼みます。あちこちから問題が上がってくると思いますが、対処と決済を頼みましたよ」


「え？　は？　え？　む、無茶ですよ!!　俺まだ新人です!!　そんな大仕事なんてやったことが無い!!」


「何事も、初めてはあるものです。大丈夫、ジョアンなら出来ます。陛下への対応はさすがに任せられませんから僕が見ますが、その分、他の雑事は全て任せるので、よろしく」


ペイスの爽やかな笑顔と、優しく肩に置かれた手。


「ニコロさん……俺、今日初めてニコロさんの正しさが分かりました」


ジョアンはようやくモルテールン家の従士の〝仲間入り〟を果たした。


◇◇◇◇◇


決闘大会と銘打たれた催しは、交渉時の混乱に乗じたペイスの押しもあり、モルテールン領で開かれることになった。何をするのかと、レーテシュ家が困惑していたこともあったからだ。


会場となるのは本村ザースデンの広場。


モルテールン家と、レーテシュ家も協力して作り上げた舞台は、コンサート舞台のように一段高い場所にそれなりの広さのスペースがある大掛かりなもので、遠くからでも舞台の上が良く見える。


観客用の席には貴族席と一般席と立見席があり、チケット売り上げの興行収入は両家折半となる。


ステージ上、来賓用の特別席にはひと際目立つ国王の姿もあり、彼の後ろには五人程の完全武装の護衛が立つ。近衛兵の精鋭で、今回は毒見役も兼ねる。お祭り騒ぎの中でも職務をこなすべく、怪しいものがペイス以外に居ないかを、険しい顔で警戒している。


その傍には、どうしてこうなったのかと頭を抱えるカセロールや、勝ちを見越して微笑むレーテシュ伯やセルジャンの姿もあった。


王の姿など初めて見た者も多く、ステージの周りでは皆が興味津々で舞台に注目している。


そこに、トコトコと少年がやってくる。


「それではこれより、レーテシュ家並びにモルテールン家主催、料理対決を始めます!!」


「「うおおおおお」」


開始の合図に、集まった観客は盛大な歓声を送る。


「司会進行は私、モルテールン家ペイストリーが務めさせていただきます。本日は敬愛なる我らが国王陛下にも御臨幸を賜り、畏れ多くも御裁定を頂けるとのことでございます」


一同の目が、用意されたステージの奥に向けられる。


ノリが良いのか、国王カリソンも集まった者達に手を上げて愛想を振りまく。


「ルールのご説明を致します。スタートから半鐘の時間を制限時間としまして、その時間内に陛下に献上するデザートを作ってもらいます。使う材料や道具はそれぞれ両家が個別に用意したものを使いますが、制限はありません。また、何品作っても良し」


デザートを複数品作って良しとしたのは、国王が裁定役になると決まった為に生まれたルールだ。


当初は一品勝負の予定だったのだが、国王陛下に献上するなら普段の料理と同じように、複数品のデザートを用意すべきだ、とレーテシュ家が主張したのだ。


やむを得ずモルテールン家が受諾したのだが、レーテシュ家はこれで勝ちを確信するほど有利になった。何せ、港を領内に抱えて対外貿易を牛耳るレーテシュ家だ。モルテールン家がどれだけ頑張ろうと、財力の基礎体力が違うし、材料の入手難度が違う。


外国産の材料は全てレーテシュ家が抑えた為に、モルテールン家はレーテシュ領から一切の製菓原料の入手が出来なくなった。おまけに、豊かな財力と政治力を駆使して四方に圧力を掛けたものだから、モルテールン家はボンカ一つ手に入れることさえ難しくなったのだ。レーテシュ伯も手加減なしの本気である。


その上で複数品目を並べるとなれば、素材の量も質も限られる中で戦うモルテールン家は、極めて不利になる。自給できるのは砂糖、酒、小麦粉、卵、ミルク、ハーブぐらいなものだろう。


また、道具が持ち込み自由というのも、レーテシュ家にとって有利となる項目だ。


この世界では大量生産のプレス品などは存在しないので、調理器具一つとっても全て職人による手作りしかない。材料の基本は鉄か、或いは銅になる。


鉄を一キログラム作るのに薪が百キロ、或いは炭が二十キロ必要とも言われる。新興の家が簡単に始めるわけにもいかないのが製鉄だ。


調理器具の材料となる鉄は、神王国でも北部閥が、技術も設備も大部分を独占している。そして、鉄を始めとする金属加工技術も北部がほぼ独占している。


鉄は国家なり、という言葉があるように、鉄製品は武具、馬具、防具、農具等々、用途も多種多様。北部の工房は何時だって仕事が詰まっている。


調理器具作りを割り込ませるには、権力と金と政治力が要るのだ。仮にモルテールン家が画期的なデザートを思いつけたとしても、それを作るには新しい道具が必要になるだろう。


しかし、調理器具を最優先で作らせられる程の実力など、モルテールン家には無い。レーテシュ家には有る。この違いは大きい。


材料についても、道具についても、持ち込み自由となった時点で、レーテシュ家には自由な裁量が生まれても、モルテールン家には手持ちで戦う事しかできない。


戦力の補給や補充が自由自在のレーテシュ家に、無補給で戦うモルテールン家。何とも、酷く不利な状況である。


それに気づいているはずのペイスは、更にアナウンスを続ける。


「相手の調理に対しての妨害は一切禁止。純粋に料理の腕と味で雌雄しゆうを決します」


妨害禁止もまたモルテールン家に不利な条件。


モルテールン家には魔法使いが三人も居る上に、何をしでかすか分からないトリックスターがそのうちの一人だ。また、人脈の広さと質ならモルテールン家はレーテシュ家に勝るとも劣らない。妨害可にしていると、意外な介入があるやもしれず、それを防ぐ意味から設けられた規定である。


それに裁定役が国王陛下である以上、下手に相手の足を引っ張ることは、陛下の口に良からぬものを入れる可能性と同義だ。認めるはずも無い。


砂糖を主産業としたいモルテールン家に相応しい、製菓技術を競うというのが本旨。モルテールン家以上の製菓技術を持っているからこそ、レーテシュ家と縁を結ぶのはプラスになる、と証明する為の決闘なのだ。


純粋な腕比べにするのは当然だった。


「……妙ね」


「何がだ？」


ここまでは、多少の混乱があったとはいえ、レーテシュ家圧倒的有利。しかし、舞台の上のレーテシュ伯ブリオシュは、隣のセルジャンに聞こえる程度の小声で呟いた。


「何故、あの坊やはあそこまで平静でいられるの？」


そう、どこまでもレーテシュ伯家有利に見えるのに、決闘を持ち出した当の本人が平気な顔をしているのだ。


しかも、更に重要な部分でもレーテシュ伯家が有利にもかかわらず。


重要な部分とは、今回の決闘を行う料理人の人選。


「さて、ここで両家の料理人を紹介しましょう。レーテシュ家は七人の料理人を揃えました。代表はレーテシュ伯爵家厨房責任者、人呼んで炎の天才料理人ことファリエル!!」


「「おおお!!」」


観衆のボルテージは上がる一方だ。


ペイスの煽りもあって、熱気がステージ上まで伝わるほど。


ファリエル氏は、レーテシュ家に長らく務めてきた料理人。平民ではあるが、その腕の確かさから先代の厨房責任者に引き立てられ、レーテシュ家伝来の調理技法やレシピを身に付けてきた、まさに生粋の職人。


近年、ボンカパイやタルトタタンなどの新メニューについても試行錯誤の末に身に付けており、神王国を見渡しても、指折りの料理人と言えるだろう。


もっとも、炎の天才料理人という呼び名は、つい今しがた呼ばれるようになったばかりの呼び名であるが。


四十前の堅物そうな料理人は、自分がとんでもないことに巻き込まれていることに憮然としながらも、天才と呼ばれたことには満更でもなさそうだった。


料理人の人選でも、レーテシュ家は有利な条件を勝ち取っている。人数制限なしというのもそうだが、ペイスを料理人から除外したのだ。


これが何よりも大きい。


ことスイーツに関して、ペイスは今までも何度となく新メニューを生み出してきた実績がある。侮ることなど出来るはずも無く、ペイスの嫁に関わることなのだからペイスは傍観するべきという、理屈にならないような理屈でごり押しの上で、ペイスは司会専任となった。


最重要なポイントでもモルテールン家が不利。


さて、もしかすれば超凄腕の助っ人が登場するのかもしれない。


そう、注目が集まる中。ペイスがコールする。


「モルテールン家はたった一人に任せます。神王国が生んだ奇跡の美少女パティシエール。リコリス＝ミル＝モルテールン!!」


現れたのは、顔を真っ赤にしたリコリスだった。

            





呆然


火が踊っていた。


原始の文明の起こりそのもののように、創造の源としての火が踊る。


「おおっと、ファリエル氏が豪快に炎を巻き上げた!!　流石は炎の料理人。ボンカを焦がすにも際立つ技術ぅぅ!!」


果物に熱を通す。


こうすれば、食感や風味に変化も生まれ、生で食すのとは違った味わいになる。


料理をする人間ならば誰だって知る常識ではあるが、その手法は様々。


焼く、蒸す、煮る、揚げる、茹でる、そして炙る。


どれにしたところで奥が深い調理法であり、食材の変化もそれぞれに特徴があるのだが、一瞬たりとも気を抜けない調理法と言うなら、炙りだろう。


僅かでも熱を与え過ぎれば焼ける。或いは焦げる。熱が少なすぎれば生のまま。炙る為には強い火力でなくてはならないが、強い火力はコントロールが難しい。全力投球のボールをきっちりストライクゾーンのインハイに投げるぐらい。或いは、全力疾走のタイムを自己ベストきっちりで走るぐらいの難易度。素人が適当に炙るのとはわけが違う。


難しい調理法であり、職人の技術と経験が要る調理法。


そして、レーテシュ家を代表する料理人は、当たり前の如く難しい調理法にも熟達していた。


炙りを使いこなすのに、火が吹き上がるほどに燃やす必要は無いが、司会実況の煽りに気持ちが昂たかぶり、いつも以上にど派手なパフォーマンスを披露してしまうレーテシュ家厨房番ファリエル。


日頃は一切活躍が表に出ることが無い裏方の仕事だが、堅実に高めてきた技術を大勢の前で披露でき、ペイスに称賛されるのだ。気も大きくなるし、調子もどんどん上がってくる。


「対する美少女パティシエールは、未だに生地をこねています。これはダマが出来ないように混ぜるのが難しいんですが、非常に上手くこねていますね。丁寧な仕事ぶりに、生地も期待が膨らみます。誰ですか？　生地になりたいとか叫んだのは。舞台裏にご招待しますよ？」


時折入るペイスの軽妙なトークと冗談に会場は沸き、盛り上がる。


料理の現場というのは、意外と地味なものだ。


物を切る、計る、混ぜる、形を整えるのどれにしたところで、派手な動きは無い。むしろ無駄な動きなどしていれば、料理しながら疲れてしまうだろう。


だからこそ、調理者が今、何のために何をしているのか。何がどう凄いのか。観客に分かりやすく伝え、かつ盛り上げる為には、お菓子作りそのものに深く精通していなければならない。


その点で、ペイスを司会役にしたのは正解だっただろう。


「おっと、ここでモルテールン側に動きがありました。オーブンを使う模様です。一体何が焼き上がるのか!!」


リコリスは真剣だった。


この勝負に、自分の想いが掛かっているからだ。


昔から、リコリスは双子の姉ペトラと比べられて生きてきた。生まれた時から、一刻も違うことなくずっと。それは違いを際立たせることに繋がる。


まず性格が違う。内向的で大人しく自己主張の少ないリコリスに対し、ペトラは積極性があって明るく外向的。容姿はよく似ていても、笑顔の多いペトラに対し、リコリスはうつむくことの方が多い。


お姉ちゃんであるという自覚が早くから芽生え、自立心を養ってきたペトラは優秀だ。否応なく一歩引いてしまうリコリスは、劣等感が重なっていく。


初めは、ほんの些細な違いだったのかもしれない。お姉ちゃんだから、と頑張ったペトラが褒められる。段々と、少しづつそれが増えていけば、姉が褒められることが当然だと思うようになる。積み重なり、続くうちに、姉は自信をつけて積極的になり、妹はそれを見て自分に自信を無くす。


双子であるがゆえに、常に自分が「ペトラの妹」と呼ばれるようになり、姉の添え物のような扱いが続けば、社交的になれと言われても無理があるだろう。


そんな中、姉では無い自分を真っすぐ見つめ、生まれて初めてともいえる好意を向けてくれた男の子がペイスだ。


自分の不甲斐なさも、頼りなさも、内気な性格も、全てを許容し、包み込めるだけの器の大きな少年。


リコリスは、一人の人間としてペイスを尊敬しているし、一人の男性として好いても居る。


そんな、初恋とも呼べる相手と結婚出来たことは、生まれて初めて姉に対して素直に自慢できることだった。良い旦那さんね、と言って貰えるのが、とても嬉しいことだったのだ。


最近は、笑顔も増えてきたと言われるようになった。


義姉や義母との語らいでも、自分から会話を進めるようになってきてもいる。


心地よい空間。暖かい家庭。素敵な家族。


自分がその一員になれた時、どうしても失いたくない物が出来たのだ。


ペイスは、リコリスにも今回の状況を詳しく説明していた。今後起こり得る可能性も含めて、包み隠さず全てを。


もし、モルテールン家が何も手を打たなければ、恐らくレーテシュ家か、或いは他の有力な貴族から側室が押し付けられるだろう。そして、リコリスをモルテールン家と疎遠にすることで、正室を有名無実化し、側室を実質的な正妻にしてしまう。或いはどこかのタイミングで正側逆転を謀る。それを狙ってきている家があるのだと。


座視ざしするつもりは無いが、外交に負けた時の覚悟はしておいて欲しいと。


この話を聞いた時、リコリスは強いショックを受けた。


貴族家の妻として、家を、家族を守るという意味が初めて目の前に置かれたのだ。モルテールン家の嫁としての最初の試練。


ペイスの妻として、自分の立場は自分で守る。


そう、心に決めて今に至る。


「どうやら、両家とも時間を僅かに残して完成したようです」


渾身こんしんの力を振り絞って作ったお菓子。


リコリスは、大丈夫かと不安に思いながら、出来た作品を決められた場所に置く。


ふと、ペイスと目が合った。


にこりと笑いながら頷いたペイスを見て、不思議と不安が消えていく。


大丈夫。そう信じて離れた場所に戻る。


「毒見も終わりました。それでは、陛下による実食です。全員一歩下がってください」


食事中というのは割と無防備になり易いので護衛が周りを囲みながらも、国王が試食を始めた。


威厳タップリに、頷きながら。


「ふむ……これは見事」


まず国王が褒めたのは、レーテシュ家側。


彼らは、四品の作品を並べていた。


一つ目はタルト・タタン。


それもペイスが広めたレシピから、もう一段の工夫も加えてある一品。神王国人の貴人の舌に合うように改良が施されており、オリジナルを知る国王カリソンに対してこそ、真価を発揮するスイーツ。あえて炙ったボンカを使うことで、風味が際立ちよりアクセントがはっきりする。


ボンカ独特の酸味が、パイらしい食感と共に口に広がる見事な一品。


二つ目はクロカンブッシュ。


これはペイスがレシピを隠していたはずなのだが、現物を受け取ったレーテシュ家がスパイまで使って再現したもの。


しかも、人の背丈以上に積み上げているために見栄えが凄いことになっている。一言で言うなら山。


圧巻の存在感で詰みあがったシュークリームが、等間隔で綺麗に並んでいる様は一種の幾何学的な様式美がある。


レーテシュ家にとって自分たちの結婚式でモルテールン家から受け取った秘蔵の品。子孫繁栄を願う縁起の良さもあり、モルテールン家はこれで勝負を掛けて来る可能性があると考え、ぶつけてきたのだ。対モルテールン用の武器ともいえる。


レシピの再現に相当の試行錯誤をした上での製菓。もとい成果。


流石にこれにはペイスも驚きを隠せない。


三つ目は果物の蜂蜜はちみつ漬け。


レーテシュ家の財力を惜しみなく使い、海洋交易の利点をフルに活かして手に入れた珍しいフルーツの数々を、たっぷりと蜂蜜に漬けて飾った見た目重視の飾りスイーツ。


モルテールン家では手に入れることがほとんど不可能な珍味珍品が積まれているので、遠目からもはっきりとそのカラフルさが分かる。


これぞ、ザ・貴族というような豪華さに溢れた果物盛りに、観客は熱狂をもって歓声を上げた。


そして最後の一つが飾り菓子。


完全なデコレーション用のお菓子で、味を二の次にしてインパクトと豪華さを追求したスイーツ。


材料は小麦粉、デンプン、砂糖、アーモンドペースト、各色の食紅などであり、羽の一枚一枚を精巧に再現したカザリドリが鎮座する。


今にも飛び立って行きそうな躍動感のあるポージングを、練っておおざっぱに形作った材料から削り出して作る職人技。


よく限られた時間で作り上げられたものだと感心するほどの出来だが、これほど食べるのが勿体なくなるスイーツも滅多にないだろう。


「見事なり」


カリソンの言葉は真実、心がこもった呟きだった。


どれにしたところで、一つとして手抜きが無い。神王国屈指の大家としての権勢を、まざまざと見せつけて来る逸品ばかり。


さても見事なのは、これほどの手間暇と金を掛けてでも、モルテールン家のペイスを取り込もうとする熱意である。


凡百の男であれば、ここまでして自分を欲しがってくれる家に、心惹かれても不思議は無い。


カリソンはそう考えて、頭の中で真っ先に否定した。あのカセロールの薫陶くんとう篤あつき息子である。多少の厚遇などは屁とも思わず蹴とばして、惚れた相手に尽くすのは親子そっくり。あの親にしてこの子あり。


逆に、ここまで破格の接遇をしても尚、芯を通して揺らがない男だからこそ、余計に欲しくなるものなのだ。


カリソンとて、ペイスについて落ち着いていられるのは、いずれカセロールの跡を継いで自分の直臣になってくれる予定だからだ。そうでも無ければ、国に縛り付ける為に無茶の一つもしたかもしれない。


「味も素晴らしいな。どれにしても最高だ。一口食べただけでこの美味さ。特にこのタルトは絶妙だ。以前カドレチェク公爵に食わせてもらった時とはかなり違う」


国王が特に気に入ったのはタルト・タタン。


ペイスがカドレチェク公爵の孫を諭した時に作り方ルセットを伝授してあり、国王も招待された時に食したことがあった。焼かれたボンカの風味が実に美味しいと評判だったのだが、今日のはそれにも増して甘みが強い。


美食に慣れている国王は、その理由にも気付く。相当に良い材料を使ったのだろうが、恐らくボンカそのものが最高級品で新鮮な完熟品を使ったのだろう。それ故に甘みが強く出ている。


一口づつ、全てのスイーツを味わったカリソンは、続いてモルテールン家の菓子に目を向ける。


国王の耳にすら届く異端児が監修したであろうメニュー。何を作らせたのか興味をそそるではないか。


「うむ、では……ん？　これだけか？」


「は、はい」


いきなりの下問に、リコリスは慌てて頷いた。


「どうにも、パッとしないな」


そう言いながら、カリソンはリコリスの菓子を、親指と人差し指で挟むようにして摘まんだ。


さくり、と食べたのは、焼き菓子。


リコリスがペイスから直伝され、唯一まともに作れるもの。クッキーだ。


国王が指摘した様に、リコリスの作ったクッキーはパッとしない。少なくともレーテシュ家のお菓子と比べれば見栄えが格段に悪い。


一応、皿の上に並べる時に綺麗に並べたり、焦げ過ぎたものを除いたりしてはいるが、見た目だけではどうあっても劣る。


「ん？　ほう、思ったほど甘くないな。何か混ぜ込んだのか？」


「生姜を少し……」


リコリスが作ったのはジンジャークッキー。


ジンジャークッキーは、ジンジャービスケットやジンジャースナップなどと混同されることもあるが、要は生姜を入れたクッキーだ。


歴史は大変古いもので、十世紀には既にヨーロッパに伝わっていたと言われている。主に教会を中心に広がっていったもので、魔除けや薬として生姜が重宝されていた。


小麦粉、砂糖、卵、バター、生姜などのハーブやスパイス、蜂蜜を使って作った、純モルテールン産の焼き菓子だ。


サクリ、サクリと何枚も食べ進めるカリソンの様子は、ポーカーフェイス。


喜怒哀楽を隠すに長けた為政者いせいしゃの顔であり、それだけ真剣に審査をしているということなのだろう。


「まあまあだな」


食べ終えたところで、カリソンはそう呟いた。


実際、味については凄い美味しいという訳でもなく、素人感の残る出来栄え。


少なくとも、贅ぜいを凝らし、技巧の限りを尽くして作られたレーテシュ家のスイーツとは比べるまでも無い。


両家の菓子を試食し終え、カリソンは両家の間に立つ。


「それでは陛下に御裁定を願います」


ペイスの言葉に、一同が耳を澄ませる。


誰しも、勝ちは既に決まっている、分かり切っていると思っているが、それでも最後の最後まで勝負は分からない。


賭けのレートは一対五十六という圧倒的レートでレーテシュ伯家有利。鉄板勝負に大金を賭けた者などは、目が血走るほど真剣。


衆目の中、カリソンは声を張り上げる。


「勝者、モルテールン!!」


わあ、と一斉に盛り上がる中。


何があったのかと呆けるのは、レーテシュ伯ブリオシュ。


そして、同じように呆けるリコリスの姿があった。

            





エピローグ　婚約破棄には焼き菓子を


喜色満面の男が居た。


豪華な椅子に腰かけながらも、上機嫌を露あらわにする。


「陛下、如何でしたか。レーテシュ家とモルテールン家の諍いは解決しましたか」


「おう、面白かったぞ。無事決着も付いたし、お前も来れば良かったのだ」


「臣は陛下御不在の中、自分の責務をこなしておりました」


「そうか。ご苦労」


カリソンの目の前には、重臣たるジーベルト侯爵が居る。


国王不在の間、これ幸いと無理難題を陳情しに来たものも多かったのだろう。侯爵の額ひたいから上が、更に輝かしくなっている。いや、額の面積が増えている。


内務尚書は内務に関わる全般の諸事を扱い、国王へ奏上する役職。


貴族は各尚書に二通の同じ文書を奏上する権利がある。一通は各担当の尚書が確認し、問題が無ければ国王に残りの一通を奉じる。問題があれば問題点の指摘と共に差し戻す。


財務に関わる事なら財務尚書。軍務に関わる事なら軍務尚書だ。内務尚書は財務でもよし工部でもよし民部でもよし、とにかく担当範囲が広大。


戦時以外なら仕事が一番忙しい部門と言われ、ストレスの多い職場である。


当然、モルテールン家とレーテシュ家の諍いについても、どうなったかは聞いておきたいところ。


「して、結果は？」


「モルテールンの勝ちとしてきた。あのレーテシュ伯が感情を露わに呆けるところを見れただけでも、行った価値があったというものだ」


「……勝負の決め手は何だったのでしょうか。臣も人づてに噂は集めておりましたが、とてもモルテールン家に勝ち目があるようには思えなかったのです。陛下が公明正大であらせられることは十分承知の上ですが、得心がいきません」


「納得できぬと？」


「はい。不敬は承知しておりますが、臣の迷妄を覚ます御賢断をお教え賜りたく存じ上げます」


ジーベルト侯爵が情報を集めていた限りでは、レーテシュ伯圧倒的有利とのことだった。そもそも基礎体力が違う上に、レーテシュ家は貿易を抑えているのだ。勝てる見込みなどそうそうなかったはず。


何が決め手だったのか。疑問に思うのは当然。


慇懃に頭を下げるジーベルト侯爵。


それをみながら、カリソンは小さくふむと頷いた。


「一言で言うなら、レーテシュ伯は政治家として極めて優秀だった。だから負けたということだろうな」


「はい？」


「モルテールン家は料理人として普通だった。政治家と料理人が料理で競えば、料理人が勝つのが当然だとは思わんか？」


「それは何となく分かりますが……」


言っている言葉の意味は分かるが、もっとかみ砕いて説明が欲しいと侯爵は言う。


「今回の勝負。俺に献上するデザートを作る勝負だった。ここまでは良いか？」


「はい」


「ならば、よりデザートに相応しいもの。デザートとして優れたものを作った方を勝ちとせねばならない。これも分かるな？」


「ええ、分かります」


デザート勝負なのだから、良いデザートを作った方が勝つ。それは当然だろう。


「レーテシュ伯は極めて優秀な為政者だ。政治家として重要なのは、物事を大局的見地から見る高い見識と、正確で冷静な判断。戦場で勝ちを拾うのではなく、勝ってから戦う発想。レーテシュ伯が政治家として優秀だというのは、今回の件でも明らかだった」


「確かに、彼女はそのようにしておりました」


例えば、政治を血の出ない闘いと捉えるなら、政治家は指揮官。レーテシュ伯の立場を軍事的に考えるならば、戦術指揮官ではなく戦略指揮官だ。それも極めて優秀な指揮官。


小さな戦場の戦術的な勝ち負けに拘らず、もっと大きな枠組みで有利な状況を作り、味方の優勢を整えてから戦いに挑む。


兵站と戦略は戦争の基本だが、政治の基本でもある。兵站を十二分に整え、敵よりもより多くの戦力を用意し、敵の戦力を減らし、分断し、その上で戦いに臨む。


戦略的敗北を戦術的勝利で覆すのが極めて困難であるように、今回もレーテシュ伯は圧倒的に有利な状況を用意して、戦いに臨んだ。この点、侯爵としても異を唱えることもない。


「しかし、勝負はデザートとして優れているかどうかだ。俺は立場柄、宮廷のフルコースもよく食すが、あれを毎日食べるのも辛いぞ？　前菜四品、スープ二種、魚料理二品、肉料理が二品、焼きものか野菜がきて、腹もパンパンになってる頃に出されるのがデザートだ」


「はあ」


「そんな状況を想像してみろ。レーテシュ家のデザートなら、山のように積み重なった甘ったるい菓子や、蜂蜜でこれでもかと言うほど甘ったるくなった果物。果ては、タルトが一ホール丸々置かれて食べろと言われるんだ。拷問ごうもんかと思うぞ」


「確かに。私も年ですから、それは辛そうです」


「その点、モルテールン家のデザートは食べやすく、味も穏やかであった」


レーテシュ伯の敗因を上げるとするなら、やはり目線が高すぎたことだろう。


目線が高く、高位貴族として俯瞰して物事を見る癖。そこに、ペイスが付け込んだともいえる。


「味の良し悪しでは無い部分で勝負は決まったのだ。レーテシュ家の菓子は、確かに素晴らしいものだった。非の打ちどころの無い料理で、見栄えも良く、味も至高だ。一つの料理としてみるならば、あれ以上は無いと思えるもの」


「しかし、モルテールン家の方がデザートとして優れていたと？」


「そういうことだ。肉や魚をタップリ食べた後なら、あの甘さを抑えた生姜のクッキーは実に良い。腹も落ち着くし、お茶にも合う。何より、俺への献上品だぞ？　自分の妻の手作りというのも真心を感じるだろう」


「なるほど。ようやく得心がいきました。レーテシュ伯も悔しがって居られたことでしょう」


「おう、珍しいものを見れた」


勝負の後、国王の説明にレーテシュ伯は地団太じだんだを踏んで悔しがった。勝ちを確信した用意が全て裏目に出たことが、ショックだったのもある。


「しかしなあ」


だが、決してモルテールン家も良いことだけだったわけじゃないと言う。


「賭けに負けた連中や、腹いっぱいの後のデザートというのが想像出来ない連中が荒れてな」


「それはそうでしょうな。日頃の食事にも悩む人間に、腹いっぱいの後に何か食べるという発想はし難いものでしょう」


「止む無く、息子の方が騒動を抑えに回った。大会で出したジンジャークッキーを、無料で振る舞ったらしい」


「それは豪儀ごうぎな。折角の儲けを吐き出すような真似をするとは」


「おまけに、レーテシュ家の作った菓子をそのまま再現しやがったぞ。あれで、モルテールン家が技術不足という批判も封じた。流石は【転写】の魔法使いだけある。そっくりそのまま再現したものだから、レーテシュ家は良い踏み台にされた」


「なんと……」


大会後すぐにペイスがレーテシュ家のお菓子を再現し、下手すればそれ以上に美味しいとなれば、レーテシュ家のメンツは丸つぶれである。


技術が無かったのではなく、有ったのにあえて使わなかったのだ、と雄弁に語るそれらの菓子も、勿論無料で振る舞われた。


「作った端から消えていくものだから、その日一日はカセロールの息子が掛かり切りになった。あれだけの男を菓子作りに忙殺させたんだ。モルテールン家も大変だっただろうな」


しみじみと呟くカリソン。


ペイスが菓子作りを自分から嬉々としてやっていることを知らないので、さぞや重労働で大変だったろうと哀れみすらする。


実はペイスをその場から引き剥がそうと、モルテールン家上層部やレーテシュ家が料理人による交代要員を申し出たにもかかわらず、ヤダ、の一言ですげなく断ってクッキー作りをしていたことを、国王は知らない。


「何にせよ、良い気晴らしが出来た」


国王は笑顔で頷く。


それはようございました、と言いつつ、仕事を積みあげ始める侯爵には目を背けながら。


◇◇◇◇◇


大会から数日後のモルテールン家。


喜色満面の男が居た。


「ふんふん〜るるる〜ららら〜」


「今日もまたご機嫌ですね若様」


「久しぶりに思いっきりお菓子作りが出来ましたからね。ストレスが大分発散できました」


鼻歌を歌い、酷くご機嫌な少年に、不機嫌そうな青年がしかめっ面をする。


「おかげで俺は大変だったんですよ？」


「ニコロは当日は休んでたじゃないですか」


「その後っすよ。ジンジャークッキーを売ってくれと押しかける連中の相手が全部俺のところに」


「ジョアンが休暇なんですから、仕方がありません。当日はジョアンに頑張ってもらったので、休むなとも言えませんし」


お菓子対決の決闘の後。


騒動は収まる気配を一向に見せなかった。


元々焼き菓子と言うのは、日持ちさせる為に焼いたのが始まりと言われる。果物などに比べると可食期間が長く、多湿な日本とは違って乾燥しがちな南大陸ならばカビも生えにくい。


となると、行商人たちが見逃すはずも無かった。屋台で稼いだ行商人たちが、空荷で帰りたくないからとクッキーの買い取りまでやっていた。


「そもそも何で大会の後に無料で配ったりしたんです。あれが無ければ、自分も寄越せと言いに来る連中が来ることも無かったのに。当日だけのサービスだと追い返しましたけど、大変だったんですよ？」


「あれは宣伝も兼ねてましたから。丁度都合よく人が集まったんですから、利用しない手はありません。口コミで美味しさを広めてくれるなら、お金を払ってもお釣りが来ます」


マスコミの存在しない世界。一番確実な情報伝達手段は、一次体験者に直接聞くことだ。


戦場のことを聞くなら実際に戦った戦士に聞くのが一番だし、恋愛のノウハウを聞くなら実際に意中の相手を射止めた人間に聞くのが一番。


逆に言えば、体験者を増やせば、情報はそれだけ広く伝わるということだ。


賭けで負けた人間が、せめて少しでも損を取り返せとばかりに食べた菓子だ。大金を賭けていた者ほど、代償行為の精神作用が働く。その味はより美味しく感じたことだろう。


自分が賭けた金並みの価値があるのだと自分を納得させるだろうし、話を吹聴するときには金貨十枚の価値はあった、などと言いふらすことになる。


賭けをする人間は、自分が損をしたという話をしたがらないもの。勝手に誇大宣伝をしてくれる。


「なら、行商人に販売したのは何故です？　当日だけのお祭りにしておけば良かったのに」


「今後も利益になる見込みがあるからですよ」


「ただのクッキーが？」


焼き菓子などは、神王国でも珍しくは無い。それを売ると言ったところで、どれほどの儲けがあるのかと、ニコロは疑問符を頭に浮かべる。


「ただのクッキーではありませんよ。リコリス印のクッキーです」


「はあ。何か意味があるんですか？」


「当たり前です。普通のクッキーではない証拠になるじゃないですか」


「クッキーなんて誰が焼いても大して変わらないでしょう？」


「誰が焼いても大して変わらないからこそ、イメージが大事なのですよ」


そう、ペイスがしたのは現代であれば極普通のブランド戦略。


衆人の目の前で、美少女が手作りしたクッキー。目にも鮮やかでインパクトのあるレーテシュ家のお菓子に勝利し、国王からお墨付きまでもらえたという意義は大きい。


これを捨て置くペイスではない。王室御用達、世界一のクッキー、美少女の愛の結晶、八百レット以上の価値、大逆転勝利の御利益、必勝祈願、モルテールン銘菓、今だけの限定、等々。色々な売り文句と共に、クッキーにリコリスの似顔絵とモルテールン家の紋章を焼き印し、包装も拘ってブランド化に成功した。


モルテールン家の紋章はモルテールン家の人間以外には使えないので、全く同じものは作れない。作ればお菓子警察の少年が文字通り飛んでくる。


仮に将来、真似をして似たようなクッキーを作る家があったとしても、モルテールン家以上の箔が付いたクッキーはあり得ないだろう。


高級クッキーとして、一袋で金貨が儲かるレベルの利益。それでいて作る人間が限られる為に供給が限られ、作る端から売れるのだから品切れが常態化。品薄な状況がまた高級化に拍車をかけるという有様。


後になって全ての絵図面に気付いたレーテシュ伯などは、自分が良いように利用されていたことに、お気に入りのティーカップを割ってしまうほど悔しがった。可哀想なのは投げ散らかされた机上の置物たちと、宥め役に回った旦那である。


更に悔しいことに、ペイスからリコリス印のクッキーが〝御礼〟として贈られたのだからたまらない。ハンカチを食いちぎらんばかりに噛みしめ、次こそ絶対にペイスをぎゃふんと言わせてやるとリベンジを誓ったという。一度や二度で懲りないのは流石と言うべきだろうが、しばらくは大人しくせざるを得ない。


意外なところで評判が上がったのは、レーテシュ家料理人代表のファリエルだ。負けたとはいえ、その技術の高さを評価され、王家からも引き抜きの話があった。


それを断り、何故かモルテールン家に雇われることになったのだから、人生とは分からないものである。


彼曰く、自分は料理の何たるかを見失っていた。もう一度修行しなおす為にも、是非モルテールン家で働きたい、のだそうだ。


丁度お菓子作りの出来る人材を欲していたこともあり、カセロールの同意を経て、ペイスの部下として料理を学び直している。


リコリスを〝師匠〟と呼ぶことだけは何とかして欲しいと、当のリコリスから苦情が上がってきているのを除けば、良い拾いものだったと概おおむね好評。


「ふんふん〜さあ、焼き上がりましたよ!!」


「お、待ってました」


大盤振る舞いを取り返すほどの大儲けを達成したモルテールン家。


ここまで上手く運んだ以上はと、ペイスは小遣い増額を勝ち取った。


それを使い、早速お菓子作りに勤しんでいたわけだが、今日作ったのは勿論ジンジャークッキー。


「ほふほう」


「焼きたてで熱いので気を付けて下さい」


「ほふ、先に言ってくださいよ。火傷するかと思った」


「慌てて食べるからです」


やがて、匂いに釣られてモルテールン家の暇人たちも集まってくる。


「良い香りねペイス」


「姉様、嫁入り修行は良いんですか？」


「母様がリコちゃんに付きっ切りだから、こっちに来たの。母様は頑張り屋さんが好きだから」


「姉様も頑張りましょうよ」


「これを食べてからね……ん〜やっぱり美味しい!!」


遠慮の欠片も無くバクバクとクッキーを貪むさぼる年ごろの少女。


リコリスの問題は片付いたのに、ジョゼの嫁入りはまだまだ先のことになりそうだと、男たちは溜息をつくのだった。

            





    
  
  




    
  
  




お誘いは突然に


晩春。


春の遅い神王国北部でも雪は完全に姿を消して、代わりに新緑が地面を覆うこの時期、北方の守りを預かるアルフレード＝ミル＝エンツェンスベルガー辺境伯の下に一つの知らせがもたらされた。


「グロウの群れ？」


部下からの報告に、辺境伯は執務の手を止めて話を聞く。


「はい。近くの村人から家畜が何者かに襲われるという被害報告があり、確認に出向いた小隊によってモルホルンで観測されました。数はおよそ五羽とのことです」


グロウとは、神王国で見られる猛禽類もうきんるいの一種で鷲わしの仲間。大きさは大きいもので三メートルにもなり、獰猛どうもうな空の覇者として知られる。


主として険しい山に生息し、山に居るネズミや野兎のうさぎ、狐などの小動物を主に獲物としているが、時には猿などの動物も襲う。


人里近くまで降りてきて羊やヤギといった家畜を襲うこともあり、時には人間の子供を攫って食べてしまうこともある恐ろしい鳥だ。


悪さをして親の言うことを聞かない子供は、この鳥によって攫われて食べられてしまうという躾しつけも地域によってはある。


「五羽ということは、子育て中の親子か？」


「その可能性は高いと思われます。いずこからか飛んできたものがモルホルンで巣をつくり、獲物が動き出すこの季節、子育てと合わせて積極的に狩りを行うようになったと推測しております」


「ご苦労」


グロウは冬の間も狩りをするが、繁殖シーズンは秋から冬にかけて。そして丁度晩春の今頃が子育ての一番華やかな頃合い。


猛禽類に限らず、生態系の頂点に近づくほどに、生息可能な数が減る。親子と言えどシビアな縄張り争いがあり、追い出された若い個体は、秋口あたりに自分なりに番つがいとなる相手を見つけて、新しい縄張りで巣を作る。鳥にとっては、秋が恋愛のシーズンなのだ。


その後晩冬から初春あたりに卵を産み、抱卵ほうらんする期間がおよそ一ヶ月ほど。その後、巣立つまでには二ヶ月ぐらい掛かる。


つまり、早ければ初夏には雛も巣立ちを迎えるのだが、それはつまり晩春の時期は雛の食欲はとんでもないことになっているということ。


どんな動物でも、子育て中というのは気性が荒くなり易い。


グロウとて同じで、子育て中ということは食べ盛りの子供の為に、普段は余り手を出さないような獲物まで襲う。


そうなれば、人間が襲われて被害が出ることも危惧せねばならない。


「討伐ですか？」


部下の問いに、アルフレードは頷いた。


グロウという鳥は、他の猛禽類と違って多くの子を作る。


猛禽類の子育てとしては、卵を産む際には何日か置きに分けて産み、後から産まれた弟ないし妹を、先に生まれた兄弟が殺してしまうようなことがあるが、ことグロウに関しては兄弟でも餌を分け合うという変わった生態があるのだ。


つまりは、他の猛禽類と違って放置することによる被害の拡大が懸念されるという事。


群れを成す猛禽類など、人間にとっては迷惑極まりないのだ。


「巣まであるとすれば、追い払う程度では意味が無いし、容易に逃げようとはしないだろう。山を捜索し、巣を駆除する必要がある」


野生動物の対処の場合、追い払うか駆除するかの二択になる。今いる場所が危険であると認識させて縄張りを他所に移動させるのが前者であり、比較的低コストかつ簡便に出来るのが利点。狼おおかみの類にはこれが特に有効で、一度キャンと言わされた狼は、同じような臭いを嫌がって近づかなくなる。


森からはぐれた狼などにはこういった対策がベスト。下手に駆除してしまうと、今度は森で鹿などの動物が増えて食害が起きる。


だが、今回のケースは違う。


守るべき巣がある限り、村人が幾ら追い払っても周辺から逃げ出すことは有りえないだろう。おまけに獲物として狙っているのが人間様の家畜というのだから、害しかない。そう考えた辺境伯の見識は正しい。


「しかし、場所がなあ……」


「よりにもよって、ですか？」


「ああ。何もモルホルンで巣を作らなくても良いだろうと、愚痴りたくなる」


「お察ししますが、モルホルンはグロウの巣作りに最適な環境でもありまして」


「分かってるよ。我々人間の都合で決めた境界線なんて、鳥には関係ないからね」


モルホルンは非常に険しいことで知られる岩山だ。標高は二千メートル級で、通行困難な地形から隣国であるオース公国との境界となっていた。いわゆる自然国境の一つで、ここを越えようと思えば、滑落と落石の危険を覚悟せねばならない。


「恐らく公国でも同様に家畜の被害は出ておりましょう」


「だね」


猛禽類の縄張りは、得てして広大になりがち。


小型の小動物とは違い、広い縄張りが無ければ早々に獲物を狩り尽してしまうからだ。


「向こうに任せてしまうという手もありますが？」


「馬鹿言っちゃいけないよ。たかが鳥の一匹や二匹に、この私、エンツェンスベルガー辺境伯がしり込みしていると思われては沽券こけんにかかわる」


「一匹二匹でなく五羽ですが」


「数じゃなくてだ。我々が何時でも有事に即応出来ると見せつける必要があるって話だよ」


エンツェンスベルガー辺境伯家は神王国の最北に位置し、隣国であるオース公国や仮想敵国と向き合う家柄。舐められてしまえば不要な挑発も受けかねないので、いついかなる時も武威を見せつけておく必要があるのだ。


公国はまだ国力差があるのでさほど神経質になる必要は無いが、公国の向こうにはナヌーテック国やアテオス国のような大国が居る。何時襲ってきてもおかしくない連中であり、実際二十数年前には先代のエンツェンスベルガー辺境伯が彼らと干戈かんかを交えていた。


当代のエンツェンスベルガー辺境伯は弱腰だなどと思われれば、彼らからの圧力は増大しかねない。いついかなる時も、どんな問題も対応できる。そう思わせておく必要があるのだ。


「ならば、通告しておかねばなりませんね」


「外交的配慮ってやつかな。確かに不安にさせちゃいそうだから、通告はしておこうか」


とはいえ、軍事的な圧力ばかりを増大させても、緊張が増すばかり。


殴る手を握りしめつつ、反対側の手で握手を求めるぐらいが丁度良い。公国に対してもそうだ。辺境伯家が軍を動かすならば、多少は配慮しておくのがベスト。


「内容は何と？」


「当方、害鳥被害深刻につき軍を以て対処す。他意無きこと神に誓う」


「堅苦しい内容ですな」


「一応これでも偉い貴族様だし、締めるところは締めておかないとね」


いきなり隣の国の軍が国境沿いで活動し始める。どう見ても敵対行動であり、事前通告が無ければ攻撃や反撃をされても仕方がない。


とはいえ、公国はエンツェンスベルガー辺境領だけと比べても大して変わらない国力しかなく、ガチで神王国と戦争することは出来ない。したくても無理。故に、事前に連絡さえしておけば、不幸な事故も避けられるはずだ。


大国と大国に挟まれた緩衝地帯としての存在意義こそ公国の価値なのだから。


「しかし、あの山岳地帯で探し物となると、相当に手間ですが」


「どれぐらい動員するか……作戦案を幾つか出して、掛かる費用の見込みも含めて試算を出してくれる？」


「分かりました。試算の制限は？」


「制限か……可能な限り安くして欲しいかな。娘のことで物入りだし」


エンツェンスベルガー家では先ごろ、辺境伯の娘が王太子に見初みそめられて婚約する運びとなった。実におめでたい慶事であり、まさに家の総力を挙げて祝わねばならない。ここで貧相な祝いをしてしまえば、辺境伯は王太子と娘との婚約を蔑ろにしていると言われかねないのだから、ケチることなど出来ない。いや、誰かさんと神王国一の親馬鹿の称号を取り合うほどの娘ラブな父親としては、世界一のお祝いをしてやるとさえ思っている。


王太子妃ともなれば、物入りどころの話ではないので、今は削れる予算はとことん削りたいのが領主としての本音。自分の食事代を削ってでも娘の服を買ってやりたいぐらいなのだから。


「可能な限り安く、ですか？」


「費用が安いなら、多少のことは目を瞑つむる」


「多少のことと言われましても、具体的にはどういった」


「そうだな、他家に多少の借りを作っちゃうぐらいなら良しとしよう」


北部は昔から製鉄が盛んであり、特に辺境伯領は神王国でのシェアがほぼ五割に達する。南部が麦と塩の生産の大部分を担い食料庫となっているように、北部は鉄生産の大部分を担って影響力を確保していた。


その手の利権を欲する輩ならば、格安でも手伝ってくれるところは有るはずだ。後で借りを返すのが高くつくかもしれないが、そこは交渉力次第。


利権を盗られるリスクもあるが、上手くすれば安く上がるかもしれない。辺境伯の判断はその程度だった。他家に対する借りとはこういうこと。


しかし、部下は違う。辺境伯家に重臣として取り立てられるだけあって優秀であり、辺境伯が思いもつかないような意見さえ思いつく。


「それなら、一つご提案があるのですが」


「ん？」


「かなり安上がりで頼めそうなところがあるのを思い出しました」


「それってどこのこと？」


そんな都合の良い家がそうそう転がっているわけないだろうと、怪訝そうな顔の上司。


端正な辺境伯の不思議顔をしり目に、部下は自信ありげな顔をして言う。


「モルテールン家です」


「おお!!　カセロール殿のところか」


「はい。あそこならば今回のような狭隘きょうあいな場所でも少数精鋭の戦力を活かせます。以前も助力を請うた実績もあり、対価についても下手なところに頼むより遥かに安上がりでしょう」


「素晴らしいよ、いい考えだ。確かに、カセロール殿なら山で遭難することは無いし、覗き屋ならば偵察にうってつけだ」


元々モルテールン家は、傭兵稼業から成り上がった家。瞬間移動の出来るカセロールと、遠くでも詳細に見渡せるシイツのペアによる戦果は数知れない。


見敵必殺、サーチアンドデストロイを基本戦略とし、一撃離脱のヒットアンドアウェイ戦術を駆使して戦う二人を捕捉するのは、魔法使いでも連れてこない限りまず不可能。


とりわけ、狭隘で遮蔽物しゃへいぶつの豊富な場所での戦闘にはめっぽう強く、カセロールだけでも一個小隊、二人揃えば一個大隊に匹敵するとまで言われた男たちだ。


敵が人間でなく鳥になったとしても、自在に飛び回れるカセロールと、縦横に目が光るシイツならばまさにうってつけ。むしろ、グロウ退治の為にあるような能力を持つ男たちだ。


「それでいこう。早速手紙を書くよ」


「急ぎ届けます。公国へのご連絡もこちらで手配しますので」


「うん、任せた」


一度決めれば辺境伯家は対応が早い。


その日、すぐにもモルテールン家の下に使者が走った。


◇◇◇◇◇


「何？　あの優男のところが軍を動かす？」


「はい。エンツェンスベルガー辺境伯領で害鳥被害が起きたようで、我が国との国境沿いに軍を出したいと」


臣下の報告を聞くのは、オース公国の玉座に座る男。


神経質そうな顔をして、今度もまたトラブルかと身構えていた。


「裏は取ったか？」


「はい。グロウが出没していることと、近隣に被害が出ていることは事実のようです」


「我々の方に被害は？」


「ほとんどありません。飛んでいるのを見かけたという話はあるようですが、巣の位置があちら側にあるのか我が国への被害は見られません」


「ならば、我々としては騒ぐことも無いか」


グロウは珍しくも群れを成す猛禽類。被害が起きてからでは遅いとはいえ、実際に被害が出る見込みが少ないというのなら、わざわざ騒ぐことも無いと公王は考えた。


「はい。しかし、向こうが本当に害鳥退治のみを考えているかは不透明です」


だが、臣下の男は懸念を止めない。


エンツェンスベルガー辺境伯は腐っても大家の長。油断していて足元を掬すくわれるよりは、過剰なぐらい警戒しておくぐらいで丁度良い相手。


「人の腹の内までは読めんからな。だが、あの男も今は内で忙しかろう」


「令嬢の婚約に向けた動きのことですか？」


「そうだ。王太子妃となろうというのだ。準備には金も時間も手間も掛かるだろう。とても揉め事を抱えたがるとは思えん」


公国たりとも一国を治めるのは伊達ではない。外務の質は厳選しており、情報収集については神王国以上とも自慢できるほど。


隣の領地の重大トピックスを拾うぐらいは朝飯前。


「ご賢察かと思います。しかし、だからこそ油断を狙うということもあり得ます」


「そうだな。こちらが油断して良いものでもない。どうする、我々も対抗して軍を動かすか」


「はい、動かさねばいざという時後手に回る可能性がありますので、賛成します。ただ、あまり大規模に動かす必要も無いでしょう。大規模に動かせば、今度は逆にこちらの動きが向こうに警戒されてしまいます」


「確かに、徴兵令を出してまで備えることはしたくないな。アテオスの動きも怪しいからな」


オース公国は都合四つの外国と国境を接する。それだけに毎年のように軍事的に緊張する相手が存在するのだ。備えをしないという選択肢はあり得ないにせよ、脅威度の低そうな今回の件では、あまり軍を派手に動かしたくはないという思惑があった。


「ならば、備えというだけで少数を一番近くの村に置く、というのは」


「そうだな。名目は巡察とするか。巡察使ならば護衛が居てもおかしくなかろう」


巡察使とは、封建的な国家で見られる監督役だ。地方の長が王の意図に沿う統治を行っているかを検分し、王に報告するのが仕事。常に存在する役職では無く、必要に応じて任命される臨時の役職であることが多い。


「よろしいかと。では巡察使の人選については如何されますか？」


「その方に任せよう。あくまでも念のための措置であるから、誰でも大して変わらん。そこらへんで手持無沙汰にしている連中を見繕え」


「承知いたしました」


公王の言葉に、部下は深々と礼をして場を辞す。


大きな方針を決め、注意事項の確認が終われば、後の細かいところは担当者の仕事である。


だが、そんな王と部下のやり取りを、こっそり聞いている者が居た。


隣国のスパイだろうか。いや、そんな上等なものではない。


「むふふ、聞ぃちゃった、聞いちゃったぁ」


軽く鼻歌を歌いながらご機嫌になったのは、公王の娘。


マーシェルフィンリー＝チェルビー＝フォン＝オース。愛称はシェリー。十代の瑞々しい肌に、緩いウェーブのかかった淡い金髪が肩の下まで伸び、瞳はルビーのように透き通っている。


スキップしながら何処かへ向かう少女がご機嫌な理由を、今はまだ誰も知る由も無かった。

            





飛んできました


モルテールン領ザースデン。


忙しいという言葉を二乗したような慌ただしい中に、その知らせは届いた。


知らせを聞いた領主は、ことの是非を重臣シイツの諮り、決定事項を伝えんがために息子を呼びつけた。


「父様、お呼びと伺いましたが」


「来たかペイス。まあ座れ」


ノックと同時にドアを開け、いつも通りの澄まし顔で執務室に入って来た息子を、領主は快く迎える。


「最近の調子はどうだ？」


「特に変わらずです」


「その年で嫁持ちになってもか？」


「ええ、婚約してから一緒に居た期間も長かったですから。今までとさほど変わりなく」


息子の様子を気遣うカセロール。


いつもならばすぐにも本題に入りそうなものを、回りくどく世間話から始めた父親に、息子は怪訝な顔をした。


「そうか。夫婦仲が良いのは当家にとっても利がある。フバーレク家には今後も何かと助けてもらうことがあるかもしれん。大切にしてやりなさい」


「勿論です」


「お前に言うのも今更だがな、他家との関係が良好であることは家を維持するには大切なことだ。全ての貴族と友好的であることは不可能だが、友好的な家は多い方が良い。それは分かるな？」


「ええ。分かります」


モルテールン家はただでさえ恨みや嫉みを買いやすい家である。友好的に接してくれる他家の存在は貴重。


そもそも、どれほど広大な領地を持っていようと、経済活動の全てを自領だけで行うのには限度がある。領地を豊かにしようと思えば、出来る限り協力関係にある他家が多い方が好ましい。無論、ことによっては経済活動のマイナスになる場合もあるので、吟味することは大切だが。


今更そんな常識を言われたところで、ペイスとしては知っていると答えるしかない。


その答えは、カセロールにとっては望ましい答えだったのだろう。頷きながら、更に言う。


「ふむ、ならば任せたぞ」


「はい？」


うんうんと頷きながら、言葉少なげに言い渡す領主。


一体何のことかさっぱりわからないと、息子の顔には不満しかない。


「実はアルフレードのところから連絡がきてな。出来れば早々に助力してほしいとの内容だ。早い話が援軍要請だな」


「エンツェンスベルガー辺境伯から？　北で戦争でも始まりましたか？」


エンツェンスベルガー辺境伯は神王国最北の領地を持つ護国の盾。そこからの救援要請ならば、相当に危ない状況ではないかとペイスは危惧する。


「いや、そんな物騒な話ではない。もしそうならこんな風に悠長に話していたりはしない」


「では何が？」


「うむ、どうやら領内で害鳥だか害獣だかが出たらしい。早期に駆除をしたいそうなのだが、事情があってうちに助力を乞こうとのことだ」


「あのエンツェンスベルガー辺境伯家が、たかが害獣退治に援軍要請？　本気ですか」


「どうやら、場所が非常に険しい山地らしい。切り立った崖や斜面の多い岩山で、大軍を動かすことがかなり難しい地形らしいぞ」


大軍が意味を為さない地形と言うのは存在する。そこでの軍事行動ならば、数よりも質。エンツェンスベルガー軍の質が悪いとは言わないが、一騎当千を地でいくモルテールン家ほどではないだろう。


「なるほど。大軍を動かす利点が少ないと。ならば少数精鋭で行きたいということですね」


「そうだ。そして、広大な山地を何処にいるかも分からん獣を探すとなれば、かなり手間がかかるのだろう。アルフレードのところだけでも対処することは出来るだろうが、費用と手間はかなり嵩む。それならば、うちに依頼した方が安上がり、ということだろうな」


「捜索も込みの依頼ですか……シイツの出番ですね」


モルテールン家では地味な裏方に徹することが多いシイツではあるが、彼とて有名な魔法使いでもある。


特に捜し物には滅法強く、覗き屋という二つ名は特に有名だ。


「昔はよくこの手の依頼を受けたものだ。シイツと組んで飛び回り、あいつが見つけたものを私が飛んで対処する。あいつならばどれだけ離れた場所でも目敏めざとく見つけるし、私ならば間あいだにどれほどの峡谷きょうこく山河さんがが有ろうと飛び越えられるからな」


「改めて聞くと、父様とシイツのセットは反則的ですね」


「一人で両方こなせるお前に言われると複雑な気持ちだ。私もシイツも、お前のおかげで大分影が薄くなったぞ？」


「僕も英雄の息子と呼ばれて影が薄いですから、お互い様ですね。それで、今回も父様とシイツが行かれるんですか？」


魔法使いは誰しも、絶対に他人に知られたくない奥の手を持っているもの。


ペイスの魔法は【転写】だが、他人の魔法まで転写して自分の物に出来てしまう裏技がある。


この裏技を駆使すれば、ペイス一人でカセロールとシイツ二人分の魔法が使えてしまうのは事実。バレると争奪戦で全面戦争になりかねない秘密ではあるが。


「いや、今回は私は参加できない」


「何か他に先約でも？」


「ああ。色々と立て込んでいて、どうしても都合がつかない。そこで、お前の出番となるわけだ。納得したか？」


「不本意ながら」


ペイスは呑み込みも早く、父親とも阿吽あうんの呼吸がある。言いたいことを察し、理解するだけの分別があるのは幸運なことか、それとも不幸なことなのか。






「一応シイツは付けるから安心しろ」


「出来れば、それに加えて若手も出来るだけ欲しいです。この機会、折角ですから若手を鍛える訓練にしましょう。辺境伯のお使いだけでは当家の利は小遣い程度。他にも何か得るものがあっても良いでしょう」


「なるほど、許可する。いっそ全員連れていけ」


「良いんですか？　忙しいのでは？」


「どのみち、私が忙しく、シイツも居ない中でなら、若い連中に重要な仕事は任せられん。ならば連れて行っても構わんと判断した」






カセロールとシイツとペイスが居ない状況。つまりは、モルテールン家の意思決定が出来る上層部が丸々いなくなるということだ。トラブルの起きそうな難しい案件や、微妙な判断が要求されそうな複雑な案件を、経験の浅い人間に任せるのは不安もある。


日常の定常業務ならば新人にも問題は無いだろうが、それならば新人以外に割り振っても十分こなせる。元々新人が来る前には、他の連中でこなしていたのだから。


「ならば、新人を集めてきます」


ペイスが若い新人達を揃えるまで、一鐘分程度の時間が掛かった。皆それぞれに先輩たちの下で仕事をしていたのだが、ペイスが【転移】で飛び回れば手間も減る。


若き次期領主に攫われていく若人わこうどを、市場に売られる子牛を見る目で見送る先輩ばかりだったのは甚だ余談である。


集められた新人たちは、屋敷の正門前でシイツと共に整列した。


従士長を先頭に、若手が六名。彼ら、彼女らの前に立つのは、今回の担当責任者であるペイスだ。


ざっと集まった面々を睥睨へいげいし、演説をぶちかます。


「さて諸君。当家がエンツェンスベルガー辺境伯家より援軍要請を受けました。我々が頼られるのは、我々が今まで培ってきた実績が評価されてのこと。光栄なことであると、父様は快諾なされました。ついては、僕が指揮を執り、このメンバーで援軍に出向きます」


「え？　この人数で？」


「マジか……」


若手の連中は皆騒ぐ。


「静粛に。諸君らは、我がモルテールン家が誇る精鋭です。経験豊富な先輩たちから常日頃鍛えてもらっているその成果を発揮するときが来たのです」


一同を改めて見渡すペイス。


「他家に不甲斐ない姿を見せることは、この僕が許しません。今この瞬間から、自分がモルテールン家の代表の一人という自覚を持ち、家に帰るまで気を抜かないように。それでは出発!!」


ペイスの号令と共に、新人六人とシイツとペイスを合わせた計八人が神王国最北の領地へと転移した。


「ようこそエンツェンスベルガー領へ。おお、これはペイストリー＝モルテールン卿。御久しい。よく来てくれた、歓迎しますよ」


「エンツェンスベルガー辺境伯、御家のご要請を受け、父の命によって総数八名、ご助力に参りました。不肖私が指揮を執りますので、なんなりとお申し付けください」


「丁重な挨拶感謝します。重ねて歓迎するよ。モルテールン家の【瞬間移動】と【遠見】の魔法があれば、今回の作戦は成功したも同然。実に心強いよ」


「恐れ入ります」


「しかし、シイツ殿は予想通りとしても、カセロール、いや、モルテールン男爵は来られないのか」


「はい。しかし、父より魔法を借り受けて参りましたのでご心配なく。僕が【瞬間移動】を使えるというのは当家の切り札ではあるので、出来れば御内密に願います」


「分かった。それなら何の問題も無い」


四十前、まだ三十代のエンツェンスベルガー辺境伯アルフレード。昔から色白の為に若く見られることが多く、社交界の女泣かせで有名な男前である。鼻筋高く瞳は大きく、肌は白く艶やかで、一見すれば二十代でも通りそうなイケメン。


事実、コローナやビオといった女性陣が少し見惚れたぐらいだ。


同時に辺境伯はモテない男の敵でもあるので、ジョアンなどは心の中で盛大にイケメンは滅びろなどと物騒な呪詛を唱えていたりする。


「早速だが、作戦の打ち合わせといこう」


ペイスとシイツを伴い、早速打ち合わせに入る辺境伯。


「まず、連絡を入れた通り、今回の対象は害鳥だ。グロウが五羽ほど確認されている。今回はこのグロウそのものの駆除と併せて、巣の駆除を行って後顧こうこの憂いを完全に絶つのが作戦目標となる」


「そのグロウというのは？」


「そうか、南部では見かけないんだったね。非常に大きな、鷲みたいな鳥でね。極めて凶暴かつ獰猛なやつだ。この時期は繁殖期というか子育ての時期だから、ただでさえ食欲が旺盛な上に子育ての餌まで集める。肉食だから、山に巣を作って蛇や獣を狙うのが常なんだが、どうやら人里で家畜を襲って味を占めたらしいんだ。迂闊に放牧も出来ないと不満が出ている。そして悲しいことに、子供が一人、既にこの鳥の犠牲になった」


「子供が犠牲に？」


流石に人間が襲われたとなると、聞き捨てならない。


ペイス含めて全員が話を真剣に聞く。


「まだ三歳になるかならないかぐらいの男の子だったそうだが、グロウに攫われそうになった。親が気付いて追い払うまでは出来たんだが、掴まれた時に爪でかなり深い傷を負ったらしく、治療の甲斐なく亡くなったそうだ」


グロウは時には猿も襲う。人間だって子供ぐらいのサイズならこの鳥にしてみれば手ごろな餌だ。


勝手に外で遊ばないように大人が言いつけてはいても、三歳ぐらいになると、好奇心旺盛な子ならば、親の目の届かないところで勝手に出歩くことがままある。特に男の子は、ちょっと目を離すとどこかに行ってしまったりする。


そんな、いわば群れからはぐれた子羊のような獲物。食欲旺盛なシーズンのグロウからすれば、どうぞ襲って下さいと言われているようなものだろう。


「早急な対処が要るようですね」


「ああ。だが、知っての通りユノウェル山脈から続く山々の何処に巣を作っているかが不明。正直、当家だけで対処しようと思えば、千人規模を動員しての人海戦術しか手が無い。そこで、御家にご助力いただきたいと依頼したわけだ」


「なるほど。シイツ、いけそうですか？」


辺境伯の説明を聞いていたペイスは、話す内容に納得したらしい。


モルテールン家に依頼した理由の一人に、確認を取った。確認を取られた側の従士長は、ふてぶてしくも自信ありげに答える。


「誰に物を言ってんですかい？　当たり前でさあ。こんな仕事、昔はしょっちゅうでしたぜ？」


元々シイツは傭兵稼業の経験があるし、カセロールにしても他家からの援助の見返りに助力するという、傭兵紛いなことをしてきた。モルテールン家にとって、傭兵の依頼などは珍しくも無いのだ。


まだ家が貧しい折、相当に無茶な仕事でも受けねばならなかったことを思えば、今回の仕事などはむしろ簡単な方だとシイツは確信を持って請け負った。


「ならば早速始めますか？」


「その前に、地図が欲しいですぜ坊。それが有ると無いとじゃ効率が全然違いまさあ」


「なるほど、如何でしょう閣下」


シイツの欲したものを、ペイスが改めて辺境伯へ要求した。しかし、これには辺境伯も渋い顔をする。


「地図、か。今回ばかりは仕方ないかな。ただし、あくまで貸与。持ち出しは厳禁とさせてもらって構わないかな？　今回の件が終わるか……或いは三日間が過ぎれば一旦返してほしい」


「妥当な条件ですね。それで構いません」


広大な一帯の捜索なのだ。地図の一つも無ければ迷ってしまう。


しかし、この世界で地形まで把握できる地図とは最重要の軍事機密になる。費用の関係でモルテールン家に援軍を要請したのはエンツェンスベルガー辺境伯であるし、金が安くつく代わりに、情報漏洩ろうえいのリスクがあるのは端から承知していた。


モルテールン家ならば信頼できると、後日の返還を約して地図を貸与する。


「さて、それでは早速……」


そうしていざ仕事にかかろうとモルテールン家の一同が動き出した時だった。


「閣下!!」


エンツェンスベルガー辺境伯の部下が、血相を変えてやって来た。


「何事だ!!　他家の客人も居られるのだぞ」


「はっ、ですが……」


「閣下、僕らのことは気にせず。どうやらかなり重要な要件のようですし」


ペイスにそう言われては、辺境伯としても部下の話を聞かないわけにもいかない。


「それで？」


「それが……公国から数十人の軍勢が来ております」


「軍勢だと!?」


「先触れが着き、伝言を預かりました」


「聞こう」


「オース公国よりエンツェンスベルガー辺境伯閣下に対し、ご助力するべく駆け付けたと……」


「援軍？　公国がか？　たかが害鳥駆除に？」


「先方はそう言っておりまして」


本来、害鳥や害獣の駆除程度ならば、エンツェンスベルガー辺境伯家の内部だけで片付ける問題だ。百歩譲って山狩りの労力とコストから援軍を求めるにしても、精々神王国の国内問題である。


外国勢力のわざわざの援軍など、聞いたことも無い。


「分かった。私が対応しよう。モルテールン家の皆様にはこの村でお待ちいただくか、いっそこのまま早速動いていただいていても良いが、どうするか」


「閣下……」


「なんだ？」


「何故か、モルテールン家の方々にも会いたいとおっしゃいまして」


「はぁ!?」


じっと聞いていたモルテールン家を含む面々は、一様に素っ頓狂な声をあげるのだった。

            





お転婆姫再び


「久しぶりね、ペイストリー＝モルテールン卿」


「〝お初に〟御目にかかります。モルテールン男爵カセロールが嫡子、ペイストリー＝ミル＝モルテールンと申します。聞けば御身は公国の姫君であらせられるとか。こうしてお声がけ頂けたこと、光栄に存じます」

            





    
  
  




一人の少女の満面の笑みに対し、ひきつったような顔の少年が相対する。


少女の名をマーシェルフィンリー＝チェルビー＝フォン＝オースという。皆にはシェリー姫と呼ばれる、オース公国第一姫であり、王位継承順位は二位という重要人物。


実はこの姫君とペイスには面識がある。


以前シェリー姫が神王国に親善大使として赴いた際に盗賊に攫われたことがあったのだが、それを解決したのが公国騎士団とペイス達モルテールン家私軍の連合だった。


政治的な事情から事件そのものを〝無かったこと〟にした経緯があり、ペイスとシェリー姫は、公式的には初対面になる。ペイスが初めて会ったと挨拶するのはその為だ。


一応はエンツェンスベルガー辺境伯も先の事件の当事者の一人であって事情はよく知っている。何故事件が無かったことにされたのかも含めて、詳細な事情を知る一人。それだけに落ち着いて傍観している。


だが、何処にどんな目が光っているか分からない以上、対応としては半端。あくまで初対面の態を崩さないペイスの対応が正解である。親し気に挨拶するシェリー姫の対応はいささか非常識であるが。


「姫様、〝初対面〟の相手にいきなりそのような挨拶をされるのは失礼ですぞ」


「そうね。でも今さっき挨拶したから初対面じゃないでしょう？」


潔い開き直りに、周りの全てが溜息をつく。


確かに挨拶した以上、今後は初対面でない対応というのも可能だが、それにしたって初対面で挨拶してすぐに打ち解けるというのも不自然である。


ペイスの女難の相はどうやら盛大に健在のようで、これについては慣れともいえる達観の域にあるモルテールン家の面々は最早驚きもしない。


何事も無かったかのような姿勢を即座にとる。ああ、またですか、と言わんばかりの様子。


「それで、事情を説明して頂けますか？」


「うむ、ご説明申し上げる」


姫君に話を聞いてもらちが明かないと、辺境伯家の人間はペイス達と共に公国の騎士から事情を聞くことにした。


代表して答えるのはコンラリーと名乗る風格のある騎士。辺境伯家にも名前の通った、近衛騎士団長だ。剣を取っては公国一の腕と評判の男で、熊と一騎打ちして勝利したという噂まである豪傑である。


「実は先だって、御家、エンツェンスベルガー辺境伯家から害鳥討伐を知らせを受けました。我が国としても、念のため軍を動かす旨はご連絡したと思います」


「ええ、伺っていますよ」


国境間近で軍を動かすのだから、念のための備えをするのは別に悪いことでは無い。想定内の話であり、辺境伯家に対しても公国からその旨の連絡をしている。間違いなくその連絡は受けていると、辺境伯も頷いた。


「それについて公王陛下が話されているのを、姫がお聞きになられていたようです。我々が巡察に出向く際、どうしても自分も付いていくとおっしゃいまして。ただの巡察であり、姫様が足を運ばれるようなことでは無いと説得しようとしたのですが、それなら自分が付いて行っても問題は無いだろうと熱烈に希望されまして。我々としても、例えば防衛任務等であれば危険であると言えたのですが、巡察ではそうもいかず、説得も叶いませんでした」


「……なるほど、色々とご苦労がおありのようだ」


エンツェンスベルガー辺境伯も娘を持つ身。美しく育った愛娘を、目に入れても痛くないほど溺愛しており、娘のお願いを叶えるというのは当然であると頷いた。公国と神王国と国は違えど、親の情愛に違いは無かろうと、うんうんと頷いている。


尚、横でペイスは親馬鹿過ぎると呆れていた。


「陛下の御意向もあり、結局は姫様も同行することになりました。陛下の勅命ですから、我々としては最善を尽くすのみ。姫様をお守りしつつ巡回に向かっておりました。しばらくはそれで良かったのですが、出立よりしばらくの後、更に続報としてモルテールン家が関わられると伝えられました」


「はあ」


今度はペイスがきょとんとする番だ。


まさか公国の人間にまでモルテールン家が警戒されているとは思っても居なかったという意味で。


「我々も独自に調査しまして、エンツェンスベルガー辺境伯家への援軍がペイストリー殿になるのではないか、という推測を得まして。大よそ間違いなかろうと」


「慧眼ですね」


カセロールが、色々と忙しいのは周知の事実。そして、カセロールの魔法をペイスに〝貸せる〟という極秘情報を、公国は手に入れていた。小国としては、情報収集に抜かりがあっては文字通り国が滅びかねないという危機感があり、諜報活動には非常に熱心なのだ。


そんな公国の力を持ってすれば、エンツェンスベルガー辺境伯家への援軍の詳細を市うことも容易い。


多忙を極めるカセロールでは無く、ペイスが援軍を率いて出向くのではないか、と推察することも、比較的容易だろう。


だが、そのことを告げる団長の顔色は冴さえない。自国の恥を語るような、仏頂面のまま。


「それを姫様がお聞きになりまして……」


「折角だし挨拶しに来たの!!　前の時は挨拶も出来なかったし、御礼も言えなかったから。じゃない、言えませんでしたから。おほほほ」


騎士団長の語尾を食う勢いで、シェリー姫が話に割り込んだ。


元気いっぱいの少女の笑顔。言葉遣いを取り繕うとしたようっだが、誰が見ても失敗している。


これで一国の姫だというのだ。周囲の溜息は深く重たい。黙っていれば深窓の令嬢で通るのに、口を開くと途端にボロがでる。大人しくて無口な第一王子と、活発でおしゃべりな第一姫。足して二で割ると丁度良いと言われる兄妹なのだ。


「事情はよく分かりました。当家としても、ご助力いただくことについては特に不満もありません」


辺境伯は、隣国の援軍を受け入れると口にした。


なにより、勝手に来たのだからタダだし、という本音までは辺境伯も流石に言わないが。


「それならば、分担を決めた方がよろしいでしょう」


そう口にしたのは、ペイスだった。


これには思惑がある。


モルテールン家にとってみれば、今回の援軍にかこつけて〝辺境伯領の地図〟を盗む……もとい、極秘裏に【転写】するのも目的のうち。詳細な他領の地形図をゲットできるチャンスなど、そうそう転がっているものではない。


捜索という任務がある以上地図は絶対に必要で、援軍がペイス達だけならば、辺境伯もしぶしぶ地図を開示したはずだ。事実、さっきまではそうしようとしていた。


だが、公国人が傍に付くとなると話は変わる。


幾らなんでも、外国の人間に地図を渡すわけにはいかない。見せるだけでもタブーだ。


一緒に行動するとなれば、地図などは隠し、地理に詳しい辺境伯家の人間がナビゲートするような形になるだろう。


出来れば別行動を理由に、公国人とは別行動したい。地図をせしめる口実が欲しい、というのがモルテールン家の本音である。


また辺境伯としても、公国人に国境沿いの地形を詳細に調べられては困る。いざという時に裏道や通行可能な尾根、水場などを知られていては、思わぬ経路から奇襲されかねないのだから。


だが、追い返すにしては、タダでこき使える精鋭部隊は惜しい。何せ一国を代表する騎士団御一行様。実力のほどを見せてもらう情報収集という意味でも、また精鋭をこき使えるという実利でも、リスクと釣りあいに悩む程度にはメリットがある。


となれば、一番危なそうな場所でありながら、国防上はさほど重要でも無い場所を公国騎士団の担当とするべき。具体的には、被害が既に出ている辺り。


姫の我儘で迷惑を掛けている自覚のある公国としても、色々と事情は察した。別れて別行動をするという点にも否は無い。


そうなると、ペイス達はより広範囲な領域での活動になる。国境沿いから、有事に補給源となる人里近くまで。捜索範囲は広大である。


「分担か。当方としては異存はない」


「ならば、公国の方々は我々と同行頂きたい。モルテールン家の方々は、下手に縛らぬ方が良いでしょう。カセロールは……おっと、モルテールン男爵は、自由にやらせる方が良い結果を出したものです。ペイストリー殿にも、どこか同じ匂いがする」


この場で最終決定権を持つのはエンツェンスベルガー辺境伯。監視の意味も込めて公国騎士団と辺境伯軍は合同で動くとし、モルテールン家は勝手に動いて良しとした。


伊達に大家を切り盛りしているわけではなく、懐の深さも中々であると、ペイスなどは感心する。


「ならば、当家は勝手にやらせていただきますね」


「一応、これをお持ちください」


「これは？」


「地図です。それと赤い色の出る狼煙。万が一に不測の事態があれば、これを使って下さい」


二手に分かれるのは、リスク分散の意味合いもある。何かあった時、単独で一個小隊に匹敵すると言われるモルテールン家と、そのものズバリ精鋭部隊とで、相互に助け合うとなるとリスクも減るだろう。少なくとも、同時にどちらも全滅というのはあり得ない。


「夕暮れには一度お戻りください」


「分かりました。それでは」


カセロールが貸していることになっている転移の魔法が、ペイスによって発動される。行き先は国境付近の村。


一度行ったことがある場所ならば飛べるので、戻ってくることも容易である。


「相変わらず、羨ましい魔法だなあ。どうにかしてモルテールン家をうちの派閥に引き込めないだろうか」


「地縁でいうならば南部閥、血縁で言うならば東部閥、職域ならば軍務閥です。北に領地替えをするか、婚姻を結ぶしか方法はありませんが？」


辺境伯の言葉に対する部下の発言は辛辣だった。暗に無理じゃないかと言っているのだから。


軍務閥という意味でならばモルテールン家とエンツェンスベルガー辺境伯家は同じ派閥だが、この派閥のトップはカドレチェク公爵家。ここは流石に敵に出来ない。


地縁という意味で北に領地替えをしてくれれば言うことなしだが、モルテールン家以外にあのモルテールン地域を治められるとも思えず、領地替えは期待薄。


そして血縁であれば、フバーレク家がペイスの嫁に娘を宛がっている。これを超える血縁を結ぶのは、そうそう容易いことでは無い。いや、離婚でも無い限りは不可能だ。


と、辺境伯はそう考えた。


だが、悲しいかな、モルテールン家の最新情報に疎い者もこの場に居る。


「あら、なら我が国に来てもらうことも出来るかしら」


「姫様!?」


シェリー姫が爆弾発言をかます。


他国の貴族を寝返らせると堂々と宣言するのだから、利敵行為や宣戦布告と取られてもおかしくない。


「モルテールン家なら、父様だって歓迎するでしょう？」


「そうかもしれませんが、今この場でそのような発言をされては困ります」


お転婆すぎるお姫様の自由奔放さに、騎士団長は既に困惑の極みである。


さしものエンツェンスベルガー辺境伯も呆れ気味だ。


「……聞かなかったことにしておきましょう。そもそも今回の援軍の経緯からして予定外ですし」


「感謝致しますエンツェンスベルガー卿……本当に感謝いたします」


「貸し一つでよろしいか？」


「いやいや。それは今回助力しますことでご勘弁を」


流石に、国境を接する他国の貴族に、貸しを作るなどは論外のことと、騎士団長は首を振った。ここら辺は強かなものだ。


心臓に悪い、とヒヤヒヤしながらの行軍。


そんな中、四方に偵察に出していたうちの一騎が駆け戻って来た。


「閣下!!」


「どうしたんだい？」


「この先の村に、グロウが現れました!!」


「来たかっ」


グロウは今の時期は狩猟を頻繁に行う。となれば、獲物の限られる険しい山々を周回するより、獲物が大量に蠢いている放牧地を狙うはず。


辺境伯たちはそう読んでいたが、読みはズバリ当たったようだ。


「すぐにも向かおう。公国の方々もお願いします」


「うむ、姫様はここでお待ちいただいて」


「嫌よ!!」


危険な場所に向かうのに、大事な人間を守るために置いていこうとした騎士団長に、シェリー姫は食ってかかった。


「私も行くわ」


「しかし……」


「いいから。ほら、出発よ!!」


流石に姫には逆らえず、しぶしぶ連れていくことになった。全軍あげての行進となると、かなりの大所帯。


何故か出発進行とばかりに張り切る姫君を先頭に、一団は動き出す。護衛の騎士たちは大層慌てた。


時間にして二鐘分ほどかけ、件の目撃例のある場所までやって来た一団。


「やられましたな」


「こりゃ酷い」


村からさほど離れていない放牧用の草地の一部が、朱に染まっていた。地面や草に飛び散るようにして付着する血痕に、何があったかを想像するのは容易い。


首だけが半分取れたようなもの、腹の中が飛び散っているもの、原型が既に無いもの。多くが子ヤギと思われるが、その被害は目を覆うばかり。


「一羽二羽の仕業ではないな」


「五羽と報告にありましたが？」


「五羽？　いや、これはそれ以上だと思う」


「それに、食い方が汚いし、食い残しも多すぎる。何か変だ」


「確かに。これほどの数の家畜を襲ったのに、不自然な点がある」


仮に五羽程度なら、襲うにしても一匹二匹で十分なはず。一羽がそれぞれ一頭襲ったしても五頭だ。明らかにそれ以上の被害がある現状は不自然。


それに、食欲を満たすために襲ったのなら、〝食い残し〟が散乱しているところもおかしい。


まるで〝食べてる途中で姿を隠した〟ような不自然さ。違和感。


惨状から冷静に分析していたトップたち。


だからだろう、異変にはすぐに気付いた。


「拙い!!　総員、戦闘態勢を取れ」


「全軍、迎撃用意です!!」


公国の騎士団長も、そして辺境伯も、気付いた途端に声を上げていた。


「何だってあんなのが」


空には、こちらに向かってくる鳥の群れがあった。


異常に巨大な一羽を先頭にして。

            





行進曲の響く峰


戦いが始まった。


血生臭く、そして不利な戦いだった。


「クソッ!!　何て狡猾な奴等だ」


グロウの群れは、騎士たちを襲う。


最初は、飛翔する勢いそのままに急降下してきた。


幾ら猛禽類が相手とはいえ、鍛え上げられた兵に直線的な動きは通用しない。中には、飛んでくる矢を剣で落とせるほどの凄腕も抱えるのが、一国のトップたる公国騎士団であり、大国の重鎮を支える辺境伯軍である。


堅く鋭いくちばしと、強靭で鋭利な爪をもって襲って来たグロウ達を、斬り払うようにして追い返した。


だが、思っていたほどの被害を与えることが出来ず、しかも不思議なことが起きた。


鳥の群れの長と思しき巨大なグロウが、ひと声鳴くだけで動きが変わったのだ。


ヒットアンドアウェイを徹底し始め、避けに徹する。おまけに地面から石を掴んでは高く飛び、高高度からの投石までし始めた。


連携も良く、人でも中に入っているのではないかと思えるほどに狡猾な動き。


「特殊個体だ!!」


気付いたのは、辺境伯軍の精鋭の一人。王都で勉学を積んだ秀才と名高い男。


博識な彼は、それがかつて学んだ特殊個体と呼ばれるものであると気付く。


「んだよそれは！」


同僚が、姫を護衛しつつ叫ぶ。


「奴は、魔法を使える。どんな魔法かは分からないが、多分意思疎通をする魔法だ」


人間の場合、魔法使いと呼ばれる個体は二万人に一人ほど。


鳥獣の場合はその割合は極めて低くなる。しかし、全くのゼロという訳でもない。生存競争の激しい自然の中で淘汰されるものが圧倒的に多いし、魔法が使えても生態系ピラミッドの下部であれば捕食者や天敵にも襲われる。これを生き延びることは多少の魔法だけでは至難。だが、極々まれに魔法を使いこなして生存競争を勝ち抜くものが居る。


そういった個体の場合、総じて狡猾で、慎重で、敵には容赦しない性格であることが多い。そうでなければ生存競争で負けるからだ。


「んだよ畜生!!」


誰かが叫んだが、それは皆も同じように思っていたところ。


長期戦になる。


公国騎士団長も、辺境伯も、指揮官は揃ってそう考えた。


幾ら特殊な個体とはいえ、生き物である以上スタミナに限界はあるだろう。守りを固めれば、まず負けは無い。だが、容易く勝てる相手でも無い。何せ相手は空を飛ぶ。攻撃手段が無いのだ。それに、討伐対象である以上逃げるわけにもいかない。


「固まれ。手ごわいぞ」


「全員密集隊形を取るんだ」


敵が空から漸ぜんを追って攻勢を強める中、練達たる騎士団と、精鋭たる辺境伯軍は図らずも同じ行動を取る。


姫様やその御付きは非戦闘員。守るべき者が幾人か居る中で、彼女らを守り抜く体勢へと兵を動かした。


本来であれば、これこそ最適解だっただろう。鳥獣の攻撃から身を守るに、最前とも思える行動。経験に裏打ちされた、迷いなき行動。


だが、その経験豊富さが災いすることがある。


ピイと特殊個体の大きなグロウが鳴いた途端、鳥たちの動きがまた明らかに変わったのだ。


「拙い!!」


鳥の動きに、いやその狙いに真っ先に気付いたのは公国騎士団の団長だった。


他の人間が見ている目の前で動いた団長だったが、その体は何羽ものグロウの爪で切り裂かれ、血しぶきが上がる。


「団長がやられた!!」


鳥の狙いは、守られるべき対象だった。恐らく、手の出せない高高度からの攻撃で、弱点を探っていたのだろう。この一団の急所とも呼べるイレギュラー因子。すなわち、シェリー姫を的確に狙って来た。


矢のような速さで動く鳥に対し、身を挺ていして庇かばった団長は、騎士の鑑ともいうべき。


だが、そのせいで統率が乱れた。


「くそっ!!」


だが、それでも諦めないのが騎士の中の騎士。すぐにも副団長が統率を回復し、密集隊形を更なる密度に上げた。


「駄目だ、こっちもやられた!!」


「クソッ、一羽仕留めたが目の上を切られた」


人間よりも遥かに巨大な猛禽類の群れ。統率だって襲われれば、そして守るべきものを背中に抱えては、対抗策は限られる。


「姫様危ない!!」


「きゃあ!!」


そしてまた一人、耳をもぎ取るようにして食いちぎられた騎士が出た。姫を庇ったためだ。真横で強風が通り過ぎ、生ぬるい鮮血が頬に掛かったシェリー姫は、既に涙目である。


「諦めるな。きっとチャンスは来る」


誰の言葉だったのか。


特殊個体というイレギュラーに劣勢を強いられながらも、皆の心に絶望は無かった。


何故なら、彼らは知っているからだ。戦場では最も頼りになる連中が、敵に回すと最も手強い集団が、必ず来てくれることを。


そして、誰かの言葉通り、耐え忍んだ中に救世主が現れた。


「構え、撃てぇ!!」


幼い声と同時に、狙いすましたかのように鳥の群れの中に矢が飛んだ。


それと同時に、少年が姿を見せる。


「助けに来ました」


シイツの【遠見】もあって危機に気付いたペイス達が、文字通り飛んできたのだ。


どれだけ離れていようと必ず助けに来る。それこそモルテールン家が信頼される、そして辺境伯アルフレードが背中を預ける理由。


モルテールン家の名誉は、戦友と共にある。


「助かる。姫様を頼む」


「承知」


ペイス達が来れば、姫を安全な場所に匿うなどは造作も無い。鳥の警戒など何ほどのことも無く、ひとっとびに安全な城まで【転移】出来るのだから。


そして、男たちの戦いは専守から攻勢に移った。背中を戦友に預けて戦えるとなれば、精鋭たちはその真価を発揮する。


「一匹残らず駆逐しろ!!」


「絶対に逃がすなっ」


モルテールン家の若手が怪我人を治療する傍らで、目が血走るような勢いで弓矢を打ちまくる騎士団員たち。弓はモルテールン家の予備。矢はモルテールン家の奢りである。






やがて、鳥たちは、特殊個体もろとも地に落ちた。


「やったぞ!!」


勝鬨かちどきが上がる。


散々手こずらせてくれた相手に対して、残らず退治できたことへの感慨は大きい。


「モルテールン卿、危ないところを助かった」


「いえいえ。お役に立てなのなら、来たかいがありました。巣の方も、僕らが見つけて潰してきたので、これで解決ですね」


「本当に世話になりました。御礼はまた改めて贈らせていただきます」


「そんなのは気持ちで構いませんよ。ああそうだ、どうせならあのグロウの死体も家で引き取りますよ？　その分謝礼金は値引きしますし」


そして、戦後処理。


何故か鳥の身柄を引き取ろうとするモルテールン家には、辺境伯も、そして公国騎士団も怪訝そうな顔をした。


「鳥の剥製でも作られるのですか？」


「ええ、そんなところで」


猛禽類の剥製ならば、飾りとしては上物の部類。何かの催しの余興にでも披露すれば、盛り上がる事請け合いである。


軍家としてなら、それなりに使い道もあるだろうと、快く辺境伯はグロウの死骸をモルテールン家に譲る。


彼はペイスが他人の魔法を【転写】出来ることを知らないので、人間以外の魔法を【転写】出来るか実験しようとしているモルテールン家の意図には気付けなかった。


「さて、それでは引き上げますか」


「そうですね」


一同は、凱歌がいかと共に意気揚々と帰還する。


◇◇◇◇◇


「ということがあったの」


「そうか。コンラリーには苦労を掛けるな。怪我も大したことが無くてよかった」


「父様、いえ公王陛下。そこは娘に労いの言葉を掛けるべきだと思いますわ。騎士団長よりも先に」


「はあ、お前という奴は……」


溜息をつくオース公王。


娘のお転婆は今更であるが、まさか他国に押しかけて騒動を起こしてきていたとは、頭が痛くなる話である。


「しかし、モルテールン家か。首狩りや覗き屋だけならいざしらず、次世代まで魔法を使えるとなると脅威だな。為人ひととなりはどうであった？」


「以前も思いましたが、やはり優秀ですな。軍事的才覚は申し分なく、政治的な知見にも不足は無いように思えました。あの年で冷静さと大胆さを兼ね備えているのですから、敵に回すと厄介でしょう」


「ふむ、優秀だな」


ペイスのことは、見る人が見ればすぐに分かる。


というよりも、有能さを隠すこともなかろうという方針なので、カセロールが喧伝しているぐらいのものだ。


ただ、神王国の貴族という点に問題がある。


出来れば、そんな優秀な人間は味方にしておきたいところだ。内通とまではいかずとも、親公国派の立場に立ってくれるのなら安心なのだがと、公王も悩みは尽きない。


「それで父様、ちょっと思いついたことがあるのだけど」


「何だ？　また厄介な話か？」


「違うわよ」


ずいと父たる公王に身を寄せる姫。


先ほどから話をしていて、どうしても父親に頷いて欲しい要望があるのだ。


「私も年ごろじゃない。色々と縁談の話も来てるんでしょ？」


「ああ、まあな」


「それ、全部断って」


「何!?」


いきなりの娘の発言に、驚く王。


一国の姫の縁談となると、国家の政策だ。娘の我儘で決めていいことではないと、公王は娘を諭そうとした。


それを遮り、シェリー姫は滔々とうとうと自説を語る。


「それでね、どうせなら、あのペイストリー＝モルテールン卿を私の婿にするってのはどうかしら」


「ほう？」


シャリ―姫の考えはシンプル。


ペイスと一緒に居ると、面白そう、というものだ。


好奇心旺盛で、活動的な姫の琴線に触れる何かが、モルテールン家の息子にはあったのだろう。


「いい考えでしょう？」


あのモルテールン家を公国シンパにするに、姫との結婚というのは最大級のカード。


素晴らしいアイデアでしょう、と姫は自信ありげ。


「無理だな」


「なんで!!」


だが、父親は即座に却下する。


「魔法使いだし優秀だし、年周りも近いじゃない。政治的理由が何かあるの？」


「隣国の貴族を貰おうというのだから、多少の政治的配慮は必要だろう。が、それが理由ではない」


「じゃあ、実は血筋が悪いとか？」


「由緒正しい血筋だな。両親のどちらも、代々の貴族だ。少なくとも母親の方は相当昔の代まで遡れる」


「それなら問題ないじゃない!!」


年が二十も三十も上の、どこの誰かも分からない相手と結婚させられるぐらいなら、モルテールン家の息子と結婚する。


そう言い張るシェリー姫は、肝心なことを知らない。経験不足故に、そのことに思い至らないのだ。


年の若さ。幼さとも言えるその容姿から、極一般的な物差しでペイスを測ってしまったのだ。常識でペイスを測ろうとする行為が、どれほど無駄なことかを姫は知らない。


だからこそ、父親が現実を突きつける。


「ペイストリー＝モルテールン卿だがな」


「ええ」


「既に結婚しているぞ」


そう、ペイスは既に妻帯者。


齢十歳にも満たずに嫁さん持ちのリア充が居る。婚姻政策など、端からムリだと言う悲しい現実。


「ええぇぇ!!」


恋人居ない歴がイコール年齢の姫は、何でいい男は皆他人の物なのだと、心の底から嘆くのだった。

            





    
  
  




夏の始まり


初夏。


青上月も過ぎ、青下月にもなると新緑の季節となる。


今年は南方の諸家が幾つか東部に領地替えしたこともあってごたついていたのが、ようやく落ち着き始めた。


騒がしさが落ち着くと早速動き始めるのが政治というものであり、特に陞爵した家は外交関係に大きな変化があったことから、精力的に動く。一つ動けば、関連して三つ四つは物事が動く。婚姻政策にしても、陞爵した家は格が上がっただけに今までの婚約や見込みは破棄される。或いは新しく結ばれる。そうなると、今まで見込んでいた家はそれに対応しなければならない。一つの動きは、いくつもの家に連鎖していく。


影響の波及は、ドミノ式というよりもネズミ算に近い。一事が万事この調子だ。婚姻・通商・軍事・催事等々、ありとあらゆる事に変化があった。


こうなってくると、大人しくしておきたいところであっても、止む無く巻き込まれて動かざるを得ない。


それは、モルテールン家でも同じこと。


「新茶の試飲会？」


つい先ほど届けられた一通の招待状。送り主は良く見知った人物。


「そうだ。レーテシュ家からの招待状だ。どうする？」


「行かないわけにもいきませんが、僕が行くとまた面倒なことになるでしょうね」


「やはりそう思うか。私もそう思った。さてどうするか。私が行くのも変な話だな。若者の催しに私が出向くと笑われてしまう」


「ここは、姉様にお任せしてはどうでしょう」


先ごろ決闘騒動があったばかりではあるが、南部閥を取りまとめるレーテシュ伯家としては、モルテールン家を疎外するわけにもいかず。


一応は、両家とも友好関係にあるというのが建前なので、腹の中はどうあれ催しごとには招待しないわけにはいかないし、参加しないわけにもいかない。


問題は人選で、レーテシュ家がペイスを取り込みたがっているのは最早周知の事実であり、そんな中にペイスがノコノコと出向けば何処に落とし穴が掘られているか分かったものではない。妊娠騒動の時に知らずとタダ働きさせられていたように、油断は出来ない相手だ。


もっとも、お互いにお互いのことをそう思っているかもしれないが、対等というのはそういうことだ。お互いが裏で罵り合うぐらいでなければ、貴族家の友好関係なんてのは成り立たない。


さてその場合、出来ることなら対外的にも問題ない形で穏便に済ませたいわけだが、ペイスでは都合が悪いとなるとジョゼが出向くのが良いという結論になる。


見た目だけは美少女の参加者が増えるのだ。若い男連中が喜ぶことだろう。


「私もそれが良いと思っていた。だがなあ……」


「何か心配事が？」


「恐らく、ボンビーノ子爵も呼ばれているはずなのだ。ジョゼと会わせて良いものかどうか」


ボンビーノ子爵家は南部閥ＮＯ．２。海上交易ではレーテシュ家に次ぐ権益を持ち、陸上交易にも巨大な利権を有する大家。


そこの当主がペイスと同い年のウランタであり、彼がジョゼにご執心なのもまた明らかな事実。


モルテールン家にとっても、レーテシュ家に対抗しうる保険として、仲良くしておきたい家ではあるのだが、まだまだ娘を差し出すほどには信用しきれない。


ジョゼだけで相手をさせるのは、少し荷が重いかもしれず。カセロールも悩みどころだ。


「護衛を付けるという名目で、誰かを後ろに立たせて補佐させて、睨みを利かせますか？」


「誰が居る？」


「……コアンなんてどうです？」


「コアンか。なるほど、悪くないな」


コアントロー＝ドロバは、モルテールン家でも古株。従士長のシイツに次ぐ重臣。傭兵引退後にモルテールン家に仕えるようになった生粋の武闘派であり、現在は領内の治安維持を担う。


そんじょそこらの坊ちゃんならば、ひと睨みで竦すくみ上がるような貫禄がある。


「しかし、仕事は大丈夫なのか？」


「コロちゃんが上手くやっているようですよ」


「その呼び名はどうなんだ？　本人が嫌がるだろう」


「村の子供たちに広まっちゃいましたから。もう本人は諦めてるみたいですよ。もとより他領から来た彼女は、生真面目な性格もあるので馴染みにくいかもしれないと危惧していたところです。仕事が仕事ですし、親しみやすさをアピールするのにも良い手だからと、納得させました」


最近はコアンにも部下が一人増えた。コローナ＝ミル＝ハースキヴィ。彼女もまた腕に覚えのある武人で、超が付くほど真面目な性格も含めて治安維持にはうってつけの人材と言われている。最初の内は女だからと舐められていたが、喧嘩の仲裁に入った折、大の男二人を同時に相手をしながら軽く蹴散らしたことがあった。おまけにコアンと違って手加減が下手で気が短い。だからだろうが、今では怒らせるような真似をする人間はほとんど居ない。スケベなジョアンぐらいなものだ。


おかげでコアントローの負担は大分軽減され、最近はそれ相応のゆとりも出来てきた。


ここらで一つ、護衛任務を任せるのも悪くない選択肢である。


「よし、コアンに決めるか」


「それじゃあ、姉様とコアンを呼んで来ます」


「そうだな。話をしておいた方がよかろう」


今の時間ならばジョゼは絵画鑑賞のレッスンを受けている時間。鑑賞マナーのレクチャーに始まり、有名な画家の見分け方であったり、それぞれのタッチの特徴。或いは、色使いと共にインテリアとしての意味なども学ぶ。


絵からは三歩ほど離れて見るなどは常識的なマナーで、近づいてマジマジと見るようなのはお下品。絵には必ず署名があるので、それで作者を知る事。額縁を手に取るときには手袋をすること。日の当たる所に飾っては絵が痛むこと、等々。習うことはいっぱいある。


上流階級のお嬢様として、芸術にも基礎教養が必要だ、という嫁入り修行の一環。飾ってある絵をみて、何がどう素晴らしいのかを言えなければ、貴族令嬢として恥をかくわけだ。特に、芸術家のパトロンをしている家などにお邪魔するときには、この手の教養は必須。


現代日本であっても、モナリザの微笑みを見てピカソの絵だ、などと言えば無学の馬鹿と笑われるだろう。そんなことも知らないのか、と。ダビンチすら知らない人間が、高等学問を知るとは思われ難い。


馬鹿と思われれば、いざ重要な時に何か意見を言っても〝どうせ馬鹿の言う事だ〟と軽んじられる。算数も知らない人間が政治を語っていれば笑われるように、絵画の基礎すら知らない人間が軍事を語れば笑われる。それが貴族社会。


最低限の知識というのは学ばなければ身に付かないし、そういった教養を身に付けるからこその上流階級。男爵家令嬢として育ったアニエスは、自分の学んできたことが今のモルテールン家に相応しいということで張り切って教育している。自分と同じ男爵令嬢として、相応しい淑女にするとジョゼを鍛えていた。


もっとも、退屈過ぎて死にそうというのがジョゼの言葉であり、ペイスが呼びに行けば喜んでレッスンを放り投げて執務室に来るはずである。


「父様、お呼びと聞きましたが入っても宜しいですか」


「うむ」


案の定、ペイスが呼びに行くや、母親が呆れて溜息をつくぐらいの果断即決で執務室に駆けだした。流石は神出鬼没しんしゅつきぼつ、疾風迅雷しっぷうじんらいのカセロールの娘。迷いが一切なかった。


呼びに来たペイスを置き去りにして先に行くのだから、御淑やかさなんて言葉からは対極に有る。


部屋に入ってきた彼女は思わず見惚れるぐらいの素敵な笑顔であったが、それが嫁入り修行から逃げる口実が出来たからだということは、父親もよく知っている。


「ジョゼ、今ペイスがコアンを呼びに行っているところだ。少し待っていなさい」


「は〜い」


「返事を伸ばすな。言葉遣いは御淑やかに」


「はいはい」


言っても聞かない我儘娘に、はあ、と溜息をつくカセロール。


どうして我が家の子は、どの子も大人しさから縁遠いのかと、自嘲じちょうしたからだ。年々アニエスに似て来るジョゼに、血の繋がりを感じざるを得ない。


そのうち、モルテールン家を飛び出して駆け落ちするかもしれん、と思いあたり、慌てて想像を振り払った。


「父様、コアンを連れてきました!!」


「ペイス、ノックと同時にドアを開けるなと、何度言えば分かる」


「ノックをするだけマシと思って下さい。早速話をしましょう」


「はぁ」


親の苦労を欠片も気にすることなく、ペイスは説明を始めた。


「新茶の試飲会の案内が、レーテシュ伯から来ました」


「……なるほど。ペイスが行きづらいから、私が行くのね。コアンが一緒に行くの？」


「姉様は相変わらず話が早くて助かります。ボンビーノ子爵がジョゼ姉様に近づきすぎる懸念があるので、それを防ぐ意味もあってコアンを補佐にします。名目は護衛ですが」


「ウランタが？　あの子の家もうちに目を付けてるのか。レーテシュ家と両挟みね。そこら辺が気になるのかしら」


ジョゼは聡い子ではあるが、こと自分の色恋沙汰には疎いようだ。


ボンビーノ子爵家がジョゼに近づくのを、レーテシュ家に対抗する政治的思惑からだと考えた。


間違っては居ないのだが、父親と弟が懸念していることとは、少し的が外れている。


「まあそう思っていても構いません。コアン、そういう事情ですから、姉様に近づく男に警戒するように。手でも握ろうものなら抜剣を許可します。二度と姉様に近づけないぐらいに脅しつけてやれば……」


「こらこらペイス。勝手にそんな許可を出すな。コアン、出来る限り穏便に、ジョゼを補佐して欲しい。もし問題が起きそうなら、私が事前に早引けする用事を言いつけていたという言い訳で、ジョゼを会場から連れ出して構わない。ジョゼが用事を思い出したと言うよりも、お前が諫める形をとった方が角が立たん」


「承知しました」


「うむ。では改めて、ジョゼの肌に触れる輩が居たら、抜剣を許可する」


息子を諫いさめたときの父親らしさは何だったのか。


「父様……」


「ペイスが勝手に許可を出すのがいかんのだ。私が出すなら何の問題も無い」


親馬鹿なカセロールはともかく、コアンはジョゼの性格も良く知っているので、サポートは任せて欲しいと請け負った。


「準備をして、当日に備えてくれ。では下がっていい」


「早速、着ていく衣装を決めなくちゃ」


以前であれば、準男爵令嬢としての参加だった。今回は男爵令嬢としての参加だ。


服装もある程度変わるし、見窄みすぼらしい恰好はモルテールン家の沽券こけんに関わるとジョゼは張り切っている。


かなり強かな少女なので、これ幸いと母親の目を衣装選びに逸らせ、お勉強から逃げる手に使うつもりなのだろう。


ジョゼとコアンが出ていった後。


執務室にはまた新たな来客があった。


「カセロール様、ガラガンっす。ご相談があるんすけど、入っても良いっすか？」


「構わん」


「失礼します。って若様も居るじゃないっすか。丁度良かった」


ガラガンがペイスを見るなりそういった。


「丁度良い？」


何かにつけて面倒を起こすペイスをみてそういうのだから、十中八九厄介ごとであろう。


「まあ座れ」


「あ、立ったままで良いっす」


「そうか。それで、相談とは何だ」


「森のことです」


ニセアカシアを基本とするモルテールンの森。


水を溜めている貯水池の近くに作ったことで順調に生育が進み、今では色々と雑多な植生が生まれてきているとも報告を受けていた。そろそろ土壌も出来てきているので、広葉樹も植えようかとの話も出ている。


その森でのこととなれば、森林管理を担当するガラガンの役目なのは確かだ。


「暑くなってきて、花もぼちぼち咲き始めたんで、若様が希望されていたハチミツ作りを始めたんすよ」


「ほう、それは良い」


「ところが、やってみると結構問題が多くて」


「そうだろうな」


物事、最初から最後まで計画通りに順調に進むなどという、都合の良い話は中々ない。特に、今までやったことも無いことを手探りでやろうというのだ。問題が起きて当然と言える。


「前に、ハチクイを駆除したじゃないっすか」


「ええ。覚えてます」


「どうも、ハチクイが前より増えてるみたいで、手に負えないんす。蜂の巣箱の周りが荒らされてるみたいで、群れの二割ほどをやられた巣箱もあるらしいっす。ご老体の話を聞いて、俺も確認しましたが間違いないっすね」


「そうですか。それは確かに問題です」


蜂蜜作りに際し、養蜂の経験のある人間を伝手を使って呼んだ。既に隠居して家業を孫の世代に任せているほどの老人だが、孫はカドレチェク家の従士に雇われている。


ひ孫が生まれるのに祝いをしてやりたいとかで、二年こっきりの契約で養蜂技術をモルテールン家の人間に教えているのだ。


必要な道具やそのメンテナンスの仕方、女王蜂の扱い方、群れの扱い方、蜂の増やし方、越冬のさせ方等々。ガラガンも一生懸命に技術を学んでいる途中。


「蜂の対処ならご老体に聞けば良いんすけど、外敵となると人手が要るんで、ご相談ってわけです」


「話は分かりました。父様、この件は僕に任せてもらって構いませんか？」


「ふむ、別に問題ない」


「なら、二十人程を動員します。どこの人間を使いますか？」


「新村ル・ミロッテでよかろう。今年の労務奉仕を終えてない家が幾つかあったはずだ。グラスが使いたがっていたから調整しておけよ。ニコロにも話は通しておけ」


「分かりました。それでは早速」


「うむ」


勤勉な息子と言うのは頼もしいものである。


自らが率先して領内の問題を解決しようというペイスに、カセロールが眦まなじりを下げた。


そして、執務室を出たペイスの顔。


横に居たガラガンが、一瞬怯ひるんだ。


「むふふ、蜂蜜ですか。また一つ、お菓子の材料が揃いますね。むふふふふ」


独り言を言いながらニヤけるペイスの顔は、それはそれは気持ち悪いものだった。

            





襲撃者


「総員、整列っ!!」


ペイストリーの掛け声に、一斉に姿勢を正した集団。


数にして二十六人。彼ら彼女らは蜂蜜を守るために組織された一団だ。


ペイスが総責任者、ガラガンとモンテモッチが森林管理役の従士として脇に控える。彼らに向き合うようにして並ぶのが、新村から集められた各家の代表者二十名。


そして、未成年が三人の計二十六名だ。


二十名の内訳は、老若男女様々。一つの家から二名を出すとして、十の家に割り当てが振り分けられた。夫婦で出ている者もあれば、父と子で出ている者も居る。


神王国においては、領民は領主に対して一定日数無償奉仕する義務がある。モルテールン家では無償奉仕と言いつつも炊き出し等があり、全くのタダ働きとはならないのだが、面倒くさい義務である点に変わりはない。税の一部とされているので、正当な理由なく拒否した場合には罰則もある。


用水路を始めとする公共施設の掃除や補修、害獣駆除、新規開墾、冠婚葬祭の準備など、領民の生活にも関わることに動員されるのが一般的な常識だが、他所の領主になると自分の私的なことに奉仕させることもあった。王都などに詰めている貴族の領地を預かる代官・代理人が、これを名目に私的な田畑の作業をさせて、私腹を肥やすケースもある。


それに比べるとモルテールン家は比較的領民に対して優しい政治を行っているのだが、面倒くさいものは面倒くさい。


二十人が皆、やる気も無さそうにしている。金にもならない労働にやる気を出せと言う方が無茶だろう。


大人たちのやる気のない態度に比べると、三人の未成年はやる気に満ち満ちていた。


ルミとマルクの悪ガキ二人。そして、来年の年明けには成人するアーラッチ。この三人だ。


何故この三人がやる気になっているのか。いや、そもそも何故首を突っ込んでいるのか。


ルミとマルクは、ペイスが指揮を執ると聞いて、きっと面白いことになるに違いないと参加した。炊き出しに美味いものが出るかもしれないという期待もある。


家の手伝いをしたくないからという部分もあるが、大部分の理由はペイスに起因する。自分たちはペイスの部下だという意識があるので、ペイスが領内でやることには出来る限り首を突っ込みたがる。


そしてアルは、ジョゼが領外に仕事として出かけると聞いたことで不安に駆られ、少しでも得点を稼いでおきたいからと志願した。


従士になって手柄を立てて、ジョゼとの薔薇色の生活を夢見る男。大活躍して、周囲に認められて、あわよくば好きな女の子にも惚れてもらいたい。十代も前半の男などと言うものは、この手の妄想に近い夢を持つものだ。年齢で言うなら丁度中学生ぐらい。年ごろの男子の八割位は、この手の流行り病に罹かかる。


若年性妄想疾患しっかん。通称中二病ちゅうにびょう。思春期のおたふく風邪。普通は大人になれば黒歴史の傷跡を残しながら治癒するが、たまに一生治らなくなる奴も居る。


早い話、女の子に良い恰好をしたい。極々普通の参加理由だろう。


「既にガラガンから説明があったと思いますが、僕から改めて今回の作業を説明します」


ペイスは、集まった面々を見渡しながら、話をする。一番やる気のあるのがこの男であるのは言うまでもない。


「まず、目的としては、森の中に巣食うハチクイという鳥の根絶を目指します。森の一部に網を張り、ここに追い立てることで捕まえられる。まずは網の準備。その後は追い立て。一度だけでは空に逃げるものもあると思うので、追い立てるのは何度か行ってみます。はぐれたものが少数なら、直接打ち落としても構いません」


ペイスがやろうとしているのは、カスミ網猟のようなもの。領民には話すことも無いが、彼の次期領主は東部での戦争の折に敵の魔法使いから鳥を操る魔法を盗んでいる。数羽ほどを捕まえられたなら、後は仲間を呼ぶように操るだけで一網打尽に出来ると踏んでいた。


多少は群れからはぐれるものもあるかもしれないが、はぐれた鳥を捕るのには、投石の得意なルミとマルクが活躍するだろう。


「我が家は領民の生活向上と領内の繁栄を目的に新規産業を模索している最中にあり、その一つがハチミツ作りです。これが成れば我が家の繁栄も勿論ながら、ここに居る皆の生活もより豊かになる。美味しいものをもっと食べられるようになるでしょうし、素敵な服だって手に入るようになる」


夢を語るペイス。モルテールン家の施策は、領民の幸福と繁栄の為である、という民心の鼓舞だ。


「しかし!!　我々の苦労を横取りし、ハチミツ作りを邪魔しようとする敵が居る。それがハチクイです。彼奴きゃつ等は意地汚くもハチを襲い、食い散らかし、荒らしまわる。我々に対し宣戦布告も無しに攻撃を仕掛けてきたのです」






ペイスの語る内容は既にアジテーターの類に近い。扇動するような熱い語りに、集まった皆もいつの間にかペイスの話に引き込まれていた。


話だけなら、何と極悪非道な敵だろうかと思う。悪しざまに罵るペイスの言葉に、大人たちまで頷く有様だが、敵と言うのはただの鳥である。


「一匹残らず、敵を殲滅せんめつします!!　貴方達はこれより戦士となる。憎きハチクイを打ち滅ぼし、我々の繁栄を我々の手で掴むのです!!　我らが同胞よ、準備はいいか!!」


「「おお!!」」


ペイスの振り上げた拳に、集まった一同が同じように拳を上げて応えた。


やる気の無さそうだった連中も、自分たちの為だと聞かされたことでやる気が出たらしい。


「ガラガン班とモンテモッチ班に十名づつ分かれ、作業を開始します。では、始め!!」


一斉に動き出した村人たち。


残ったのは未成年組の三人とペイス。


「ペイスよう。俺たちは何すりゃいいんだ？」


「とりあえず、網が準備できるまでは待機ですね」


「それだけか？」


「二班に分かれてますから、必要に応じて伝令に走ってもらうこともある。その時は頼みますよ？」


「おう、任せろ」


マルクも従士の子。体を鍛えるのは仕事でもあるので、走ることを含め体を動かすのは得意だ。というよりも、頭を使うのが苦手だ。


ペイスの言葉に、大きく頷く。


網を立てるといっても、素人の集まり。作業効率はイコールで指揮官の質だ。


ガラガンは村人たちを指揮統率した経験が多少なりともあったが、モンテモッチ、通称モンティは人に指示を出して動かすなどこれが初めて。元村人の平民であり、以前であれば指示を受ける側だったのだ。顔なじみも居る中、自分達よりも年上の連中を使って仕事をこなす。これがなかなか難しい。


ガラガン班が三つほどの網を立て終わった頃。ようやく最初の一つがモンティの班で立て終わった。


「ガラガン、モンティを手伝って下さい」


「了解っす」


後輩をサポートするのも先輩の役目と、ガラガンがモンティの班を手伝いだす。こうなると作業は早い。


あっという間に、網は立て終わる。ペイスの元に皆が再度集められた。


「それでは、まず一度ハチクイを追い込んでみます。森入口の管理小屋を起点に、ガラガン班は南回り、モンティ班は北回りでゆっくり追い立ててください。焦らず、自分たちの後ろにハチクイが逃げないように慎重に追い立てていくように」


「了解っす」


「わ、分かりました」


「モンティ、緊張するなとは言いませんが、率いる貴方がそうもガチガチになってると、それが下にも伝染します。もっと笑顔で、朗らかにいきましょう」


ペイスに言われて、無理やり笑顔を作ろうとしたモンテモッチ。口角を無理に上げたものだから、歯がむき出しになってしまい、目が笑ってないだけに笑顔と言うより、気持ち悪い動物顔になっていた。犬が牙をむき出しにするような顔なので、何もして無い時よりも怖い。


周りの人間は苦笑いだ。


「僕が間違ってました。普通で良いので、慎重に頼みます」


「はい、お任せください!!」


右手と右足が同時に出るぐらいに緊張しているモンティと、彼が率いる班。これは期待薄だと早々に対策を打つペイス。


「アル。モンティの班から少し離れて後ろに付いて下さい。よほどトンチンカンなことをしそうになったら、サポートするように」


「分かりました」


アーラッチは子供たちの中でも、成人を間近に控える年長者。目を見張るほどに得意なことは無いが、その分苦手なことは少なく、割と要領の良いところがあるので、サポート向きの人材と評価されていた。


「さて、二人は投石の準備を」


「お、俺らの出番か」


ルミとマルクも出番とあって、張り切りだした。


投石紐を取り出し、良さそうな石を拾って重さを慎重に測る。ひゅんひゅんと空気を切る音と共に紐を回して感触を確かめ、物の試しとばかりに一つ投げて調子を調べた。


「うっし、絶好調」


マルクは、今日は調子が良かった。


狙った木の枝に、ジャストミートさせて快音を響かせる。


「あ〜馬鹿。木に当ててどうすんだよ。鳥が逃げちまうだろうが」


「げ、不味かったか？」


「……まあ、まだ始まったばかりですから大丈夫。これからは勝手な行動は慎んでください」


バサバサと羽音を立てて逃げた鳥たちの中に、どう見てもハチクイと思われる綺麗な鳥が混じっていた。


マルクが不用意に脅かした為に、森の外に何羽か飛んで行ったのだから、明らかな失態である。


「とりあえず、一匹二匹捕まえることですね。それが出来れば、今のマルクの不用意な行動も取り返せます」


「捕まえた鳥に何かあんのか？」


「馬鹿マルク。囮おとりにするに決まってるだろうが。前もそうだったろう。な、ペイス」


ルミが自慢気にペイスを見やる。


「前も俺たちが捕まえた奴で誘い込んだんだろ？　今回もその手でいくなら、壊滅ってほどでもないじゃん。前のやり方で取りきれなかったから今日こうしてるんだろ？」


「マルクも良いところに目を付けますね。その点は僕に考えがあるので大丈夫です。まずは何匹か捕まえることを考えてください」


以前にハチクイの駆除を試みた際。囮を使ってより多くのハチクイを誘い出す作戦が使われた。


マルクとルミが知るようにその作戦も一定の効果はあったのだが、それでも全体数からすれば微々たる数であり、同じように何羽か捕まえたところで、囮作戦は限界がある。


このマルクの指摘は正しい。ペイスが鳥を操れるようになっていることを知らないだけで。


「じわじわと、鳥が上に逃げない程度に、ちょっとづつ押し込んでいきましょう」


「じれってえな」


すり足のようにそろりと一歩進む。鳥もそれに気づき、軽く奥へ飛び上がって距離を取ろうとする。余り勢いよく近づけば遥か遠くに飛んで行ってしまうので、本当に少しづつだ。


じりっと近づき、鳥がバサリと少し距離を開ける。その繰り返し。小一時間ほど時間を掛けた頃だろうか。


「お？」


「笛ってことは、上手くいったか？」


甲高い音が子供たちの耳にも届く。


事前に従士二人に渡してあった連絡用の笛。作戦成功の知らせだ。


ピーピーと鳴るのを数度繰り返したところで、ペイス達も遠慮が無くなる。


「若様〜無事に四羽捕まえたっす」


小手調べとしては上々の仕上がり。ガラガンが、誇らしげに戦果を見せに戻って来た。


網から外して持ってきたのだろうが、足に糸を括って逃げないようにしたまま、手に持って運んだらしい。


「食うところは少なそうだな」


「ルミは食い意地汚えからな」


「んだとこら!!」


「ホントのことだろうが」


マルクとルミの喧嘩を抑えつつ、ペイスは早速ハチクイに触れる。それが魔法の発動条件になっているのだ。チーチーと鳴いていた鳥が、一瞬で大人しくなる。


「あれ？　若様何かしたっすか？」


「鳥に命令を転写したのです」


しれっと嘘をつくペイス。


「もう大丈夫ですからその鳥を空に放ってください」


「はい？　折角捕まえたのに」


「この鳥が囮になって、大量のハチクイを呼んでくれますよ」


「んなもんすかねえ」


次期領主の非常識な命令はいつものことなので、ガラガンも気にせずに従う。多分魔法を使ったのだろうと推測しつつ。ペイスが魔法使いであることは周知の事実であり、魔法使いと言うのは大なり小なり常人では不可能なことを行うもなので、領民もそれを見守っていた。


糸を外し、捕まえた四羽をバサッと飛ばす。


「ぐっ!!」


その瞬間、ペイスが苦しそうな声を上げた。


「ペイス!!」


「大丈夫か」


「大丈夫。ちょっと目まいがしただけです」


使い慣れていない他人の魔法だからだろう。一気に四羽分の視界。それも、上下を激しく動く視界であったために、一瞬気持ち悪くなってぐらついたのだ。乗り物酔いのようなものである。


「これは……相当に堪えますね」


リアルタイムに四つの航空偵察。中々に経験することではない。


四苦八苦しながらも、慣れ始めた頃。一つの視界が異変を捕らえる。


「ん？　拙いです!!　ガラガン、すぐに北へ走って下さい!!」


「な、なんすかいきなり」


「良いから急いで」


急に走り出したペイスに、ガラガンが後ろからくっついていく。よく分からずに、ルミとマルクも一緒に走る。


「一体、なんすか？　モンティの方に何かあったんすか？」


「……ハチクイより厄介なのが出ました」


「ハチクイより厄介？」


一体何なのかと、ガラガンは走りながらも首を捻る。


「ハチミツに寄ってきたのかもしれません……クマが出ました」


「熊ぁ!?」


「しかもモンティ達が襲われてます。間に合えばいいのですが……」


鳥の視界に映ったものは、今にも食われそうになる部下の姿だった。

            





熊


熊。






食肉目クマ科の総称であり、南大陸にも広く生息する大型の哺乳類。


大きいものでは体長三メートルほど。体重は最大で一トンほどの巨躯でありながら、動きは俊敏であり、山岳地帯や森林地帯に分布する。


食性は主に植物性向であり果物などを好むが、雑食であり魚や肉も食べる。


元来臆病な性質ではあるが、人間にとって恐ろしいのは、一度人間の肉を食べた熊は、以後は人間を餌とみなして襲ってくることにあった。


片手でも大の大人を軽く吹き飛ばす腕力と丈夫な爪が一番の武器であり、ある日森の中でばったり出会えば、それすなわち死神の代行者である。


ただし、それは大人の熊の場合。


「可愛いな」


「ペイスが焦らせるから無駄に走っちまったじゃねえか」


今、集まった面々の目の前には、犬ほどの大きさの毛むくじゃらが居た。


これも一応はクマと呼ばれる生き物であるが、恐らく生後半年にも満たないだろう。


「まあ、襲われてるのが勘違いで良かったです。鳥の目だとどうも自分の目と違って大きさが分かり辛かったので」


「ある意味襲われてるけどな。モンティの顔が毛だらけになってる」


拙つたない動きで、一生懸命に体を動かす様子。


もしかしたらば狩りの練習なのかもしれないが、これは脅威にはなりそうにない。


「しかも、やけにモンティになついてるし」


「何であんなになついてるんだ？　野生の動物なんてそう人になつくもんじゃねえだろ」


「知らねえよ。あいつが森に行くからってんで一人だけモコモコした靴履いてるからじゃねえか？　ほら、足にじゃれついてるし」

            





    
  
  




「ってかモンティは何でこんな季節にあれ履いてんだ？　あれ冬用だろ？」


「どうせ緊張して間違えたんだろ」


山岳地帯に狩りに出向く場合、足を分厚い革靴でもって覆わなければ尖った岩場で怪我をする。少なくとも素足は論外。


冬の間は毛皮で作った靴なども重宝されるが、少なくとも夏とも言える時期に履くものではない。恐らく中身は蒸れて相当な臭さになっているはずである。


「それか、ハチミツをつまみ食いしてたかだな。モンティを餌と思ってんじゃねえ？」


「お、さすがルミはつまみ食いには詳しいな」


「喧嘩売ってんのかテメエ!!」


ルミとマルクの漫才はともかく、モンティは真面目な性格なので、勿論蜂蜜をつまみ食いするようなことはしていない。ペイスが熱心に注視している新事業でそんなことを出来るのは、相当に胆が座ってなくては無理だ。


お菓子警察の捜査はこれでもかと言うほどに執拗しつようで執念深い。


小熊の様子から親の熊が居ることを懸念し、一応は周囲を見回って警戒した一同。


結果、少なくとも近くには他に熊が居ないと分かって安心したものの、ならば何故こんなところに小熊が居るのかという疑問が出て来る。


「恐らく、旧リプタウアー領から来たんでしょうね」


「そうなのか？」


「熊の毛皮を売って領地替えの費用の一部を用立てたと聞いてますし。この子は親を亡くして彷徨さまよううちにここに来たのでしょう。森の中にはベリーの類も育ててますから」


「これが山を越えたってならすげえ話だな」


「もしかしたら親子で来ていたのが、親だけ何がしかの不幸があったのかもしれませんが……なににせよ、旧お隣さんから来たのは間違いないと思います」


リプタウアー家の当主は準男爵位に陞爵して、今は東部の辺境に居る。南部辺境から東部辺境への領地替えではあったが、爵位も上がるし、元より豊かな土地を与えられたのだから喜ばしいことだった。


しかし、領地替えをする場合には家臣となる者は連れていくが、領民は置いたままになる。


後を濁さずという潔さから、領民の嘆願があった害獣駆除を行ってから出て行ったという引継ぎがあった。カセロールがその手の報告を聞いていたのだ。


ペイスはそのことを知っているだけに、この小熊がその打ち漏らしかもしれないと考えた。或いは、子供まで殺すにしのびなく、遠くに逃がすつもりで領境の山に放したか。


準男爵の性格からすれば、後者のような気もするとペイスは皆に語る。


「じゃあこの熊どうすんだ？」


「……父様に相談しますか」


ペイスもお菓子が絡まなければ常識人なので、むやみやたらと愛らしい小熊を殺すことは無い。


しかし、人に慣れたような熊だ。逃がして後々の脅威とするのも拙かろうとは思ったので、父親と相談することになる。


「最悪、レイング伯爵領の方に逃がしますかね」


「厄介ごとを他国に押し付けるって酷い奴だな」


「この熊の顔を見てください。ヴォルトゥザラ王国の熊っぽい顔してるじゃないですか。故郷に帰してあげないと」


「熊の顔なんて分かんねえよ。ってか外国っぽい熊の顔って何だよ。聞いたことねえよ」


次期領主の冗談に、周りの半分は笑う。


熊の顔で出身地の見分けが付くなんて話は聞いたことが無いわけだが、冗談だと思って笑ったのが半分。もしかしたらペイスならあり得るかもしれないと思ったのが半分だ。


日頃の行いが悪いと、何かにつけて疑われるものらしい。


「モンティ、この子を連れて屋敷に戻り、父様に報告してください」


「はい」


村人を生まれて初めて指揮したことでガチガチに緊張して、無駄に疲労していたモンティを気遣い、簡単な役目の方に回した。


ほっとしたような顔で熊を抱えて走り出す青年を見送り、一同は改めてペイスの言葉を待つ。


「んで、ハチクイ狩りはどうすんだ？」


「無論続けます。モンティの班は……アル、班長をやってみますか？」


「え？　俺ですか!?」


未成年への指示に、周りの大人たちも騒ざわめく。


「アルならモンティと年も変わりませんし、能力的にも不足は無いでしょう。将来の勉強だと思って、班を取り仕切ってみてください」


「は、はい!!」


アーラッチは元気よく答えた。


彼がこの場に居るのは、無論ペイスの前で役に立つところをアピールすることで好印象の得点を稼ぎ、カセロールやジョゼに対する好印象に繋げることにある。


そのアピールチャンスをくれるというのだから、喜んで頷いた。


もっとも、それを見ているガラガンは、そばかす顔を歪める。


「また若様が無茶な割り振りを……未成年こき使うってどうなんすか」


ペイスが無茶振りをするのは毎度のことであり、被害担当の一人であるガラガンは、同類が一人増えそうだと軽く胸に手を当てて神に幸運を祈った。


「さて、続けます。二班はそれぞれの網について、ハチクイがかかるのに対処してください。数が集まれば食い出もあることでしょうし、捕まえたものは自由に処分して構いません」


「おおぉ!!」


「行動開始!!」


身が大してついていない小さい鳥とはいえ、モルテールン領では肉はまだまだ高級品。鶏やヤギは領主家が飼っているのだが、他の家は家畜を飼えるほどに水や食料資源に余剰があるわけではない。


村人が肉を口にするというのは冠婚葬祭の振舞いか、或いは狩猟による成果。狩猟は腕の差で露骨に違いが出るので、食べられない人間は本当に一切口に出来ない。


しかし今回は網猟。腕の良し悪しも関係なく、おまけに領主家子息が鳥を集める手立てを講じるというのだ。ペイスの優秀さと奇天烈きてれつ具合は村人も良く知るだけに、自分たちも肉が食えるに違いないと期待も膨らむ。ルミなども、すでに美味しく焼けた鳥の丸焼きを想像してよだれを垂らしかけてる。


「それでは続けましょうか。捕まえることが出来たハチクイを使って、群れごとおびき寄せますよ」


モルテールン家が実力主義を標榜するのは、領主家のトップ二人が共に優れた為政者かつ魔法使いというのも理由。


時折暴走することを除いて、ペイスのことを村人は心から信頼しているので、網の傍でじっと待っている。


そこに、煌びやかな集団が現れた。


「きた。来た来た来たよ。いっぱい飛んできた!!　うっし、全員網を見張るっす。網から逃げ出すようなら、石でも何でも投げつけて逃がさないようにするっすよ」


「捕まえたらどうするよ」


「絞める。森の中でやると血をまき散らすことになるっすから、森を出てやる予定らしいっすよ」


「生け捕りとか難しいこと言うよ。ペイストリー様には何か考えが？」


カスミ網猟を知らない人間は、立てただけの網で鳥が捕れるとは思っていない。いや、引っかかることで捕れることは捕れるだろうが、すぐにも逃げ出してしまうだろうと考える。


しかし、以前にも網猟の経験を持つ従士は、ニヤッと笑う。


鳥。特に樹木にとまる鳥は、網にぶつかった時に反射的に網を足で掴む性質がある。細い枝などにぶつかった際、急な失速で墜落する危険を避ける為の反射という説もあるが、羽を広げて滑空する鳥以外は、大抵この反射的な行動性質を持つ。


そして、鳥と言うのは飛び立つときには足で蹴った反動が必要な為、緩く張った網のようなものに捕まっていた場合には、飛び立とうとしても反動が得られない為に飛び立つことが出来ないままになる。


つまり、置いておくだけで鳥が捕まえられるわけで、無差別に捕鳥してしまうことから日本国内などでは規制の対象にもなっている猟法。モルテールン領ではモルテールン家が法律なので、規制なども無い為やりたい放題出来るわけだ。


「まあ、若様のやることに間違いはないっすよ。ほら、見るっす」


まるでレミングの集団自殺のように、次から次へと網に飛び込んでくるハチクイ。数にして百羽はある。


よくぞこれだけ居たものだとガラガンは思った。ハチクイが養蜂のハチに目を付けた時点で即座に駆除を試みたのは正解だったと自画自賛。


十羽二十羽でも蜂の巣の二割がやられたのだ。これだけの大量のハチクイが一斉に襲ってきていたら、とても養蜂など出来るはずも無かっただろう。一網打尽とはまさにこのことだが、それを可能にしたという一点でもモルテールン家は頼りになる領主家である。


俺はすげえ家に仕えたとばかりに鼻を膨らませたガラガンだが、興奮しているのは周りも同じである。


「うへへ、こりゃ今日は鳥がタップリ食えるぞ」


「気が早いっすね。うわ、逃げたのが居るっす!!」


「畜生が、くそっ、当たらねえ」


網の容量キャパシティを越えてしまったのだろう。網の方に飛び込みはするものの、既に捕まったものの犠牲の上に立って逃走に成功するハチクイが出だした。


慌てて石を投げる村人も何人か居たのだが、いかんせん相手は小さい鳥。石が当たることなく逃げる。


あまり派手に石を投げると村人同士に当たる為、ここら辺はしっかりとガラガンが統率しなければならないところだ。


「逃げたのは仕方ないっす。あまり考えなしに石を投げると、下手すると人に当たるんで、それぐらいで良いっすよ」


「了解っってうおぉ」


逃げ出した数羽のうち、二羽に石が命中した。


「うっし、今日は絶好調だぜ。見たかルミ。俺の腕前」


「けっ。俺だって当てたし威張るんじゃねえよ」


ガラの悪い子供が二人。人に当たる危険なんて軽く無視する、遠慮のない悪ガキペア。むしろこれ幸いと大人にわざと石を当てかねない。当たったところで開き直るぐらいはしかねない二人組。


投石紐の威力と、それをおもちゃにして育った長年の研鑽の賜物と言うべき腕前で、逃げる鳥に次々と石を投げる。外れるものもあるが、当たる確率は大人が手で投げるよりも高い。


そんな二人の目の前で、不思議な光景が生まれる。


ハチクイをハチクイが襲いだしたのだ。


「あれ？　何で仲間割れしてんだ？」


「僕の魔法です。サポートするので、どんどんやっちゃってください」


魔法によるペイスの補助もある。


襲来していたハチクイは、ほぼ全て捕獲されることになった。


「よし、全員で鳥を集めますよ。集めたのは袋に入れてください。森の中に血を撒くのもあれなんで、森の外で始末します」


村人たちは、鳥の羽を折りながら、麻袋に鳥を詰めていく。


数が数だけに時間も掛かるだろうと、ペイスが様子を眺めていた時だった。


「ペイス様ぁ、お〜い」


森の外からペイスを呼ぶ声がして、少年は管理棟の方に戻る。


そこには、小熊の報告に行ったはずのモンテモッチが居た。


「モンティ、どうしました？　報告は終わりましたか？」


「その件で、カセロール様からの伝言を預かってきました」


「父様から？」


「はい」


モンティは、少し居心地悪そうに言う。


その様子にペイスも不審を抱くわけだが、とにかく伝言を聞かないと判断も出来ない。


「すぐに、お屋敷にお戻りいただきたい、ということでしたが」


「仕事を放り出して？　妙な指示ですね……モンティは何か他に知ってますか？」


「え!?」


世が世なら中学生ぐらいの年のモンティ。練達のペイス相手に隠し事などはそうそう出来るものでもないので、即座に動揺してしまう。


ジト目でモンティを見るペイス。


「父様が僕を呼び戻す理由は何ですか？」


「それが……ジョゼフィーネ様が」


言いづらそうなモンティではあるが、キリキリ白状しろと言わんばかりのペイスの剣幕に押されて、知っていることをぶちまける。


「丁度お戻りになられたところでバッタリと会いまして。あの子熊をどうしても飼いたいとおっしゃったもので……その相談だそうです」


「なんですって!?」


今日はつくづく予想外のことが起きる日だと、ペイスも呆れるしかなかった。

            





ジョゼの新茶会


「ようこそおいで下さいましたジョゼフィーネ＝モルテールン卿。本日のお越しをレーテシュ家一同、心より歓迎いたしますわ」


「ご招待いただきましたこと、我が父に代わりまして篤くお礼申し上げます」


お互いに女性礼をとって顔に笑顔を張り付ける二人。


知性的な雰囲気ともいうべきレーテシュ伯と、活発な美少女と言うべきジョゼの二人だ。


レーテシュ家主催の毎年恒例新茶試飲会に招待されていた、モルテールン家を代表してやってきたジョゼに対して、レーテシュ伯が最大級の歓迎を見せる。国家の重鎮たる伯爵直々の出迎えだ。


周りで見ていた若い子弟は、噂に名高いモルテールン家の令嬢に興味津々。ましてや、国内五指に入る有力者の大歓迎を受ける家ともなれば、社交に不慣れな若者でも注目して当然である。


「今日はペイストリー＝モルテールン卿は御一緒ではないのかしら」


「弟は領内の諸事に追われておりますので。私に何かご不満がございましたか？」


「いえ、お美しいお嬢様に来ていただけて会も華やぐと喜んでおりますよ。ただ少しお話をしたいと思っておりましたの。ほら、先日もお料理で親睦を深めたばかりですし。おほほほほ」


お菓子対決で負けたことを親睦を深めたと言い換えるのはさすがだが、それにかこつけて何とかペイスを自分たちの身内に取り込もうと動いているわけで、モルテールン家としては警戒するべき発言である。


ジョゼも伊達だてに貴族令嬢として教育を受けているわけではないので、笑顔のまま応対していた。


「その節はお世話になりました。折角の機会ですから、あの時のお菓子をいかがでしょう。手土産代わりに持参いたしました」


「お気遣い頂いて嬉しいですわ」


レーテシュ伯の頬がピクリと動く。


リコリス印のクッキーと言えば、他ならぬ自分の大恥と共に国王も認めた菓子として、にわかに話題となっているお菓子だ。モルテールン家の手土産としてはどこに持って行っても喜ばれる。


もっとも、ただ一つだけ喜ばない家があるとすればレーテシュ家であろう。何せ赤っ恥をかいた元凶なのだから。


分かっていて素知らぬ顔で土産を渡すジョゼも、弟に負けず劣らず面つらの皮が厚い。


「ほほほほ」


「うふふふ」


お互いの笑顔が実にしらじらしい。


「こうして立ち話も何ですから、こちらへどうぞ。テーブルにお茶を用意してますの。是非にも忌憚きたんのない率直なご意見を伺いたいわ」


ジョゼが案内されたテーブルには四名ほどが既に居た。


ボンビーノ子爵家ウランタとその補佐役。カールセン子爵家長男グラマンディ。オーリヨン伯爵の子でセルジャンの弟にあたるモルジャン。


補佐役を除けば皆若々しさが溢れるような、ニキビに悩むような年ごろであり、レーテシュ家にとってはどの家も重要な意味を持つ。無視できない家の者ばかり。


南部閥ＮＯ．２のボンビーノ家は当主直々の来訪。年が年だけに周囲に馴染んでいるが、お茶会にわざわざ当主が出向くという時点でレーテシュ家としても粗末に扱うわけにはいかない。


もっとも、ボンビーノ家としては当主がまだ若すぎるだけに、新茶試飲会に相応しいような若年の身内が居ないという事情があるのだが。


カールセン家は外務の家柄。海上査察の任を代々担ってきた家で、中央の重鎮の一人だ。俗に南部の操舵舵とも呼ばれる家だが、海上交易に権益を持つレーテシュ家やボンビーノ家からすれば王家の意向を代弁するカールセン家とは何かと利益が相反する。いわば重視する政敵の一つ。


レーテシュ家の豊かさの半分ぐらいは海上交易によってもたらされているので、そこに王家が監視役を付けるのは当然。付けられた方が鬱陶しがるのもまた当然である。


企業に対する税務査察官のようなものと思っておけば間違いない。企業経営者と税務査察官が仲が良いなど癒着を疑ってくれと言わんばかりの話である。同じように、カールセン家とレーテシュ家は、お互いに一定の協力を維持しつつも、緊張感のある関係の維持が宿命づけられた間柄。


そしてオーリヨン家と言えば、レーテシュ家の婿さんの実家だ。


レーテシュ家にとっては自分たちの次に大事にするべき身内であり、彼らの意向によっては南部の政治がベクトルを変えることもある。


現在のオーリヨン家当主は穏健派の中立的立ち位置なので南部に対して過度に介入することは無いが、他所からすれば貴重な伝手。厳重に蓋をされた南部閥という鍋からはみ出たお玉のようなもので、使い方次第では大きくかき混ぜることが出来るという意味で、南部にも影響力が強い。


さて、この顔ぶれ。


並べれば良く分かるが、他のテーブルと比べると一目瞭然のことがある。


それは、今回の新茶試飲会で最重要な賓客ひんきゃくを纏めたテーブルであるという事。


ジョゼが案内されるのは露骨な意図があるのだろうが、それだけにテーブルの面々は新たな顔に興味津々。


特に、ジョゼとも何度となく顔を合わせたことのある人間にとっては尚の事。


「ジョ、ジョゼ、お久しぶりです」


「ウランタ＝ボンビーノ卿におかれてはご健勝のご様子。ご無沙汰を致しております」


相当な勇気を振り絞って名前を呼んだにもかかわらず、ウランタに対するジョゼの対応は他人行儀だ。


もっとも、これが本来正しい対応だ。社交の場であるだけに、親しき仲にも礼儀ありといったところ。


まずは形通りの挨拶から入るべきなのである。


ウランタの後ろに立っていたケラウスは右手で顔を覆う。あちゃーという内心の表れだ。


社交の場で目下から目上に声を掛けるのがマナー違反であるから、立場が上の人間から声を掛ける点は間違っていない。焦っていきなり距離を詰めようとしたのが問題なのだ。


「くっくっく、いや、失礼。ジョゼフィーネ嬢ですな。グラマンディと言います。カールセン家の者です。お会いできてうれしく思います」


「こちらこそグラマンディ＝カールセン卿にお会いできて光栄に存じ上げます」


「若者の親睦を深める為のお茶会です。どうぞグランとお呼びください」


「ありがとうございますグラン。私のこともジョゼとお呼びください」


「じゃあ、ジョゼ。よろしく。いっそハニーと呼んでも構わないかな？」


「ジョゼとお呼び下さい」


「あらら、残念。まあ今日は楽しくやりましょう」


ウランタの様子に色々と察するものがあったらしく、笑いをかみ殺しながらの挨拶になったグラマンディ。社交に慣れているのか、オールバックにした茶髪の好青年がジョゼにこなれた笑顔を向ける。


親し気に会話をキャッチボールする様子に、ウランタは自分の失敗を悟って萎しおれた。


「私にも挨拶させて頂きたい」


「はい」


「モルジャン＝クース＝ミル＝オーリヨンです。噂に聞く麗しきご尊顔を拝し望外の喜びとするところです」


「過分にご評価下さり光栄です。ジョゼフィーネ＝ミル＝モルテールンと申します。お初にお目にかかります。失礼ですが、オーリヨン家とおっしゃるとセルジャン＝レーテシュ卿のお身内でしょうか」


「兄です。愚兄には勿体ない義姉ではありますが、その縁から直接お声掛け頂いたのでこうして顔を出しました」


レーテシュ家の婿によく似た風貌。そのまま数年年下にしただけのような青年が、ジョゼとあいさつを交わす。


兄が武骨な軍人然としているように、弟もまた厳格な軍人という雰囲気がある。お父様なら気に入りそうね、などとジョゼは判じた。


お互いの挨拶も終わったところで、テーブルの上で本来の趣旨が始まる。建前の確認ともいう。ずばり新茶の品評だ。


「最近話題のモルテールン家の方と知遇を得たのは良い機会。ジョゼも一杯如何かな？　今年の出来は近年まれにみる上出来と、話していたところだよ」


「頂きます」


給仕から注いでもらったのは、今年の新茶。グラマンディの言うように、今年の出来は上々らしい。その為、事前に情報を得られた中堅どころ以上は、いつもよりも一段格上の面々が集まっている。


お茶の供給は限られているわけで、上物を手に入れる権利もまた限られる。出来るだけ良いお茶を沢山仕入れられれば、転売で儲けることも出来るし、欲しがる人間に対して外交的なカードにもなる。良いお茶を手に入れたという名目で人を呼ぶことにも使えるし、お茶会の目玉にもなるだろう。


貴族の優雅な生活に美味しいお茶は必要で、需要がある以上、限られた供給者の発言力は強いのだ。買い手有利の安物とはわけが違う。


今年のお茶を欲しがって、いつも以上に力を入れて獲得に乗り出している家は多い。


「美味しいですね」


「でしょう。今年は天候に恵まれたんだよ」


「何でグランが自慢するんだ」


いかにも自分の手柄でございますと言わんばかりの自慢顔だった男に、脇からツッコミが入った。


「良いじゃん別に。ジョゼに勧めたのは俺だよ？」


「お茶はレーテシュ家のものだ。義姉や兄が誇るなら分かるが、お前が誇ってどうする」


やいのやいの言い合う二人。


その様子を見ていたジョゼは、少し気になることを聞いてみた。


「お二人は仲がよろしいのですね？」


紅一点の素朴な疑問に、グラマンディとモルジャンはお互いに顔を見合わせる。


「寄宿士官学校の同期なんだよ俺達」


「ああ。腐れ縁だな」


「寄宿士官学校？」


知らない言葉に、ジョゼは首を傾げる。


「貴族の子弟を集めて士官教育をする学校だよ」


同じ釜の飯を食べた学友というのなら、仲が良いのも当然。何となくお互いに遠慮のない関係の根元が分かった気がした。


そんなジョゼの様子を見ながら、会話に参加したそうにしている少年も一人。気遣いの出来るいい女を自負するジョゼとしては、話したがっている相手にも会話を向ける。


「ボンビーノ卿は寄宿士官学校には行きませんの？」


「ジョゼ……私のことはウランタと呼んで欲しいです。あと、他人行儀な話し方も止めて欲しい……です」


「あらそう？　で、どうなのかしら。行かないの？」


ジョゼの辞書では遠慮という文字が行方不明中である。


「あそこは、軍で身を立てる者が行くところです。私は既に爵位と領地を継いでいますから、卒業同等とみなされます」


「ふ〜ん」


神王国は都市国家を起こりとするだけに、元々爵位とは軍の階級に端を発する。当時の百人長の階級が今の男爵位相当。


征服地を統治するのは軍の仕事であったことから階級が権力と結びつき特権階級化していったのだ。


それだけに、爵位がある人間は軍の指揮官であるとみなされる。


寄宿士官学校は、爵位の無い、或いは未だ爵位を継いでいない子弟が軍を率いる為に作られた。


軍隊は男の世界とみなすのがこの世界の常識。どのみち自分には関係なさそうな話らしいと、ジョゼは早々に話題をぺいっと投げ捨てた。


曰く、どうでもいい。


「それよりも、うちからクッキーを持ってきたの。ウランタも食べる？」


「頂きます。これはもしかしてジョゼの手作りですか？」


ウランタの期待の籠った目線に、ジョゼはスッと視線を逸らした。


聞かれたくない質問のトップテンの一つだろう。


裁縫、行儀作法、料理、エトセトラ……とにかく細かい作業をチマチマやるのが苦手なジョゼとしては、小さなクッキーをせっせと作るような真似は、うがーと叫びだしたくなるぐらいストレスがたまる作業なのだ。


ジョゼの手作りなわけが無い。


しかし、それをそのまま正直に言うのも、なんとなく何かに負けた気がする。


「父様も、自分の子供の手作りに喜んでいたわ。自信作だからどうぞ」


なので、あえて主語をぼかした。


分かる人間にはこれで意味が分かる。銀髪の子供が嬉々としてお菓子を作っていたと。


誰にとっての自信作かを言わないあたりに狡猾さが垣間見える。


「それでは自分も一つ」


「どうぞ。モルジャンも遠慮せずに一つどう？」


「頂こう」


ペイス謹製きんせいリコリス印のモルテールン銘菓は、おおむね好評だった。


新茶を知るペイスが、下手な菓子を用意するわけも無いのだ。


「モルテールン家のように、こうして他家に振る舞う銘菓があるというのは羨ましいな」


「全くだ」


「ジョゼの手作りなら何だって美味しいです」


一人だけ論点が違うようではあったが、他家に自慢できるものがあるというのは羨ましい話である。


他家に自慢できるということは、それだけ会話のネタに困らないということだ。会話は人間関係の潤滑油じゅんかつゆであるが、初対面の相手や、さほど親しく付き合って来なかった相手に対して会話をする場合、如何に迅速に共通の話題を見つけられるかが肝である。


外務の人間ならばその手の情報は財産でもあり、モルテールン家のように明らかに他家より秀でた部分がある場合、初対面でも会話のとっかかりに使えるという意味で羨ましい話だ。


誰とでも会話をスムーズに出来るということなのだから。


「モルジャン、お前のところも何かこういうのは無いのか？」


「うちは軍家だ。食い物ではなく名剣の類なら自慢できる家宝が幾つかあるぞ」


「それは食えないな。お茶会の添え物にもならん。面白くも無い奴だ。空気を読めよ」


「うるさい」


口ではお互いにぶっきらぼうな言い合いながら、本当に仲が良さそうである。


「そういうグラマンディ殿は何かお家の御自慢をされないのですか？」


社交についても勉強中のウランタも、会話の流れに乗る。


ここでお家の自慢話を聞いておけば、後日に当主と会った時に利用できるのだ。誰だってお家の良い部分を会話に出されると気分が良くなるもの。新茶試飲会は情報収集や社交の練習の場だ。ウランタも精いっぱい自分の仕事をこなしている。


「うちか……なんだろう。なんかあったっけ？」


「俺に聞くな。お前のところの自慢なんて猫ぐらいだろう」


「ああ、うちのニャンちゃんね」


「ニャンちゃん？」


「珍しいオッドアイの白猫を飼っているのですよボンビーノ卿。父も大層可愛がっているのですが、人懐っこいところがあって人気者。我が家に来られる方にはわざわざ会いたがる方も居るほどでして」


「へえ、あたしも見てみたいな」


かわいい猫を飼っていると聞いて、ジョゼが反応した。


モルテールン家にはペットと呼べるものは無い。あえて言えば飼育しているヤギや鶏の赤ん坊ぐらいだろうが、いずれ食べられる運命にあるものを愛玩あいがんすると、色々と後で精神的に迫りくるものがあるだろう。


「動物って意味じゃ、モルジャンのところも珍しいのが居るな」


「ああ、うちのジョンのことだな」


「ジョン？」


「こいつのうちで飼ってる馬。何が珍しいって、その毛並み。葦毛や栗毛の馬は珍しくないが、こいつのところの馬は金毛。黄金の輝きってんで、王家にも所望されたのに断ったという逸話まである。おまけに人一倍……いや、馬一倍の健脚。伯爵閣下は妻よりも馬の方が大事だという噂まであったほどだな」


「へえ」


金色の毛並みの馬というのにも、ジョゼが興味を示す。


軍家のモルテールン家としては、ヤギや鶏を飼い始める前から軍馬を飼っていたわけで、ジョゼにとっては一番身近な動物だからだ。


今飼っている十頭の軍馬も、牝馬を飼って増やしている最中。金色の体毛というのは有りそうで無い、珍しい毛並み。


猫に馬。どちらも少女の興味を強く引いた点に、傍観していられなかった男も居た。


「わ、我が家にもペットが居ます!!」


「え？　ウランタのところも何か飼ってるの？」


「この間、網にかかったイルカの赤ん坊を保護しました。きゅうきゅうと鳴くのは可愛いです」


「イルカ？」


「海で泳ぐ動物です」


「ふ〜ん、それも見てみたいかも」


「是非!!　何でしたら今度見に来てください」


「考えておくわ。みんな、いろんな動物を飼ってるのね」


和やかなお茶会は、何故かお互いの家のペット自慢の様相を呈してきた。


それをじっと聞き役に回っていたジョゼだったが、お茶会はそのまま何事も無く終わる。


お茶会が終わってモルテールン家に帰ってきた時だった。


事件は起きた。


「あら。モンティ、それ何を持ってるの？」


「ああ、ハチクイ討伐の際に捕まえた熊です。カセロール様にお見せして対応を決めるように、ペイストリー様に言付かったものでして」


熊とジョゼの目が合った。


もぞもぞと動く子熊の動きに、ジョゼはお茶会での会話を思い出す。ずっと聞き役に回らざるを得なかった話題のこと。


「これだわ!!」


「は？」


ジョゼは急に目を輝かせた。


「この子、あたしが飼う!!」


「ええ!?」


「モンティ、早速お父様に相談しなきゃ。行くわよ!!」


「ちょ、え？　ええ？　ちょっとまっ……うええ!?」


「遅いわよ、早くなさい」


モルテールン家の問題児。


筆頭格はペイストリーである。


だがしかし、それは他の子供たちが大人しいということを意味するわけでは無かった。

            





姉


「ねえ父様、飼っても良いでしょう？」


「駄目だ」


「ちゃんとお世話もするし、躾もするからぁ」


「不許可だ。人を恐れない熊など、危険極まりない。猛獣もうじゅうを飼うなど論外のことだ」


娘の可愛い（？）おねだり。


カセロールとしては許可してやりたいという欲求も多少は有るのだが、それでもペイスから人に慣れた猛獣が成長した時に起こす害をレクチャーされているので、首を縦に振ることは無い。


親馬鹿でも領主なのだ。うるうるとした目の娘におろおろとした態度になっていても、守るべき一線は守る意思が感じられる。


この手でいつもおねだりを通してきたジョゼは、今回ばかりはいつもと様子が違うと察した。


「う〜……ペイスからも何とか言ってよ」


「僕も父様と同意見です。我が家は熊を育てるメリットがありません。育った猛獣が、まかり間違って領民や我が家の人間を襲う可能性を考えるなら、デメリットしかない」


「メリットなら有るわよ!!　こんなに可愛いのに」


「愛玩動物を飼いたいなら、他に幾らでも候補は有るでしょう。この間生まれたばかりの子ヤギなんてどうです？」


「そんなありきたりな動物じゃ、自慢できないじゃない!!」


「自慢する為に危険をしょい込むのは、姉様とも思えない短慮愚考ですよ」


口で言い負かせるほどペイスはぬるくないので、ジョゼと言えども劣勢である。


「折角名前まで考えたのに」


「捨てる熊に名前を付けてどうするんですか」


今、渦中の熊は屋敷の裏手に繋がれている。


領境から他領に放流するか、いっそ絞めて毛皮にしてしまう予定。


それに強硬な待ったを掛けているのがジョゼだ。


どうしても飼いたいと、粘りに粘っている。


そしてジョゼもモルテールン家の子。朱に交われば赤くなり、モルテールンに交われば腹が黒くなる。


身内の弱点などは、遠慮なく利用するのも道理。


「じゃあ、代わりにペイスをペットにしても良いの？　毎日一緒に寝て、体も洗ってあげるわ。御着替えもさせてあげる」


「……父様、飼っても良いのではないでしょうか」


「こらこら。洒落しゃれにならんことをするな」


姉の非常識な手に、屈しそうになるペイスだったが、カセロールは苦笑いでそれを受け流す。


熊を生贄いけにえに自分の身を守ろうとする程度には要領が良い息子である。


「冗談はさておいて父様、飼うのはやはり問題が多いと思います」


「私もそう思う。この家の主として、熊を飼うのは却下する。これは最終決定だ」


家長の決めたことに、家人は従わなければならない。反するならば、家を追い出されることを甘受すべき。


これが神王国の常識である。


カセロールがこうと決めたからには、幾らわがまま娘でも覆すことは出来ない。不満たらたらで、全身で不機嫌オーラを醸し出す程度の抵抗しかできない。


しかし、忘れてはならないのはカセロールの性質である。人に大笑いされるほどの親馬鹿の親父なのだ。可愛い末娘の悲しそうな顔などは、心にクルものがある。


「……うちでは無理だが、飼ってくれる家を探すぐらいは出来るかもしれんな」


「え!?」


父親の妥協に、娘は一縷いちるの希望を見出す。


「我が家には無用の長物だが、飼う利点を見出す家もあるだろう。例えば武威ぶいを示す必要がある家ならば、猛獣を飼いならすというのは分かりやすい威だ」


モルテールン家で言うならば、カセロールの英雄像のようなもの。あの家は凄いというのを、客観的にアピールできる宣伝効果が、時には必要になる。


例えば企業が技術力をアピールするとき、ノーベル賞受賞者の科学者でも居れば、その会社の研究開発の凄さが素人でも分かりやすい。それが無いなら、二足歩行ロボットか完全自動運転車でも作ればアピールにはなる。うちの会社はこんな凄いことをしてるんです、という分かりやすいアピール。カセロールが威と言うのは、凄い、と他人から思って貰える力のこと。


この手の無形のイメージというのは、企業ならば採用活動や営業活動で有利になるように、貴族家としてはありとあらゆる面で有利に働く。


軍事力ならノーベル賞受賞者より英雄が分かりやすく、ロボットよりは飼いならした猛獣だ。猛獣を飼いならして傍に侍らせる。何とも凄く強そうなイメージではないか。


先の通りモルテールン家にはカセロールが居るから不要だが、英雄の居ない家には分かりやすいアピールを必要とする場合もあるだろう。


「父様、それはそうかもしれませんが、熊が大きくなった時に危険でしょう。他所に押し付ける形になります」


「我々がやろうとしていたように、大きくなったところで野に放すだろう。そうだな、国境沿いの壁に使うというのはどうだ。境の森にでも放逐すれば、熊の居る森ということである意味不可侵の非武装領域を作れる」


「……ハースキヴィ家ですね」


「ペイスは察しが良いな」


今現在、他家に対する威圧としての武威を至急に欲しているのは、領地替えしたばかりで他国貴族と接するようになった、陞爵したばかりで舐められやすい家。


それも、当主が若ければ尚更。


「ビビ姉様のところ？　領地替えがあったのよね？」


「そうだ。国境を守る領地に変わったのだ。今でこそ手ひどく叩いた影響でサイリ王国も大人しいが、いずれ領地を取り返そうと蠢動しゅんどうするに決まっている。ハースキヴィ家としても、使える手札は多い方が良かろう。猛獣というのは人を襲うから危険なわけだが、敵に対してなら使い様もある。餌代程度なら援助も構わない」


「姉様のところで飼うなら、私も偶にはくーちゃんに会いに行っても良いのよね!!」


「くーちゃん？」


「あの子の名前。可愛いでしょ？」


「姉様のネーミングセンスが良く分かる名前ですね」


結局、カセロールの思い付き的な妥協の産物で、モルテールン家では飼わないものの、親戚の家に預けるという案が可決した。ジョゼも会いに行けるという点で双方の妥協が成立。


そして今回の交渉担当は、何故かペイスである。


「頼んだぞ」


「……分かりました」


無茶振りはモルテールン家の家風である。






早速次の日。


ジョゼの期待を背負い、一度フバーレク領を経由して、新ハースキヴィ領を訪れるペイス。


お供に居るのは、新人の若手二人。ハースキヴィ家出身のコローナと、手の空いていたバッチレー。


どちらも良い家柄出身なので、まだまだ礼儀作法の勉強が不十分な幾人かに比べると、まだ安心して連れ出せるというもの。ジョームやビオのように村の平民階級の出身者は、能力的な部分はともかく、礼儀作法や貴族的常識に疎い。貴族にもため口でしゃべりかねない怖さがあった。


その点、貴族家出身のコローナや、従士家出身のバッチレーは少なくとも粗相をしない程度の貴族的常識を持ち合わせている。


そんな御供を従えて入った新ハースキヴィ領は、緑豊かな土地だった。


大きな森が幾つも点在するような領地で、旧ルトルート領の時代は殆ど手付かずの未開地だった場所なのだそうだ。


元々森沿いに領地があり、森林警護は得意だろうという理由からハースキヴィ家に任された土地。


「いい景色ですね」


バッチの言葉に、ペイスも頷く。


「土地が豊かであるのは羨ましいです。この分だと降水量も問題ないでしょうし、農業には向いているようです。うちとは大違い」


「当家も農業生産は上向いているではないですか」


「水を全て貯水池で賄うのも限界がある。いずれ頭打ちにはなるでしょう。東部側を重点農業地域、本土を工業地域として分業体制を作るのが良いかもしれないと考えてます」


「へえ」


バッチはどちらかといえば内務に適性があったようで、農政担当兼家畜番のスラヴォミールの下について仕事を学び始めたところ。


興味の方向性も農政に偏っているのは、経験がそこに偏っているせいだろう。


ペイスも将来の若手を育てる為に、これからの施政方針を語って聞かせる。


旧リプタウアー領。これは現在ではモルテールン領に編入されていて、家中では東部地域と呼称している。山脈を越えれば環境も変わるもので、ここは旧モルテールン領に比べると降雨量にも恵まれているし、川も流れているので農業は比較的行いやすい。


そこで、この地域全体を一つの街。行政区域とみなして大規模な直営農場を開墾してモルテールン家の食料庫とし、旧モルテールン領の本土は製糖、酒造、製菓を始めとする商工業主体の街作りを行うようにしてはどうかとの意見が出ているのだ。主にペイスから。


領地内分業の試み。上手くいくかどうかは現在影響を調査中である。


「攻めにくそうな土地ですね。守りやすいとも言えますが」


「領の境に砦を築きたいと考えているそうですが、維持を考えると大変だと家中でも揉めているらしいです。今までと違って外敵にも対処する分、軍事負担は相当に増えたようですね。守りやすい土地でもなければ、早々に破たんしかねない」


「はあ」


「軍事力を支えるのは経済力です。コロちゃんは、軍事的な視点だけでなく、経済的な目線も持つよう学んでください。コアンはその点したたかですよ？」


コローナは軍家出身の軍人だけに、見る目線が軍事にひどく偏っている。上司であるコアントローはシイツと同じように元傭兵で、割と思考も融通が利いて柔軟な所があるのだが、コローナにそれを求めるのも難しい。金が無くて侘しい思いをした経験などは無い方が良いのだが、それはそれで経済的な視点を持つという意味では貴重な経験でもあるのだ。シイツやコアンにはそれがある。しかし、だからといってわざと貧乏になれとも言えない。


目の保養になりそうな新緑も、彼女の目から見れば火計を仕掛け難い土地で、隠れられると攻めづらい土地、として映る。


こういう堅苦しい考え方を柔らかくして欲しいとモルテールン家に預けられたのだから、これからまだまだ要勉強である。


新ハースキヴィ領の領都、アンドルトン。


旧ハースキヴィ領からの移住者を集めた村で、人口はざっと六十人程。半数以上がハースキヴィ家の親族や身内なので、ペイス達が村に入った途端、ペイスやコローナの顔に見覚えのある連中が騒ぎだす。


「コローナ久しぶり」


「よく来た!!　表情が堅いぞ、もっと笑顔だ」


数メートル置きぐらいで、親し気に声を掛けられる。何せ婚約者をぶちのめした悪名も含めて、コローナはハースキヴィ家の有名人。


むしろペイスがおまけ扱いという、ある意味珍しい光景が見られた。


空気扱いのバッチは、その様子に新鮮な気持ちを抱いて、思ったことを素直に口にする。


「コロちゃん大人気だ。すごいね」


「やかましいぞバッチ。コロちゃんと呼ぶな」


あからさまに嫌そうな顔をしたコローナを、ペイスが笑った。


「今更ですね。コロちゃんの愛称は当家では既に市民権を得た。なにせ父様公認ですよ？」


「ペイストリー様、せめて、せめてハースキヴィ家の中だけはその呼び名を収めて頂けないでしょうか」


「コロちゃんがもっと気楽な態度を取れるなら、構いませんよ？」


「はっ、可能な限り善処いたします」


「……無理っぽいですね」


やがてその騒動が伝わったのか、村の中ほどにあるお屋敷から見慣れた顔が出迎えに出てきた。


「ペイストリー殿、よく来てくれた。歓迎しよう。わざわざ訪ねてきてくれて嬉しいよ」


「義兄上もお変わりなく。急な来訪になり、ご迷惑をお掛けします」


両手を大きく広げ、屋敷の前の玄関口でペイスを迎えるのは、ハースキヴィ家当主ハンス。


その後ろには護衛なのか、何度かペイスも見たことがある従士らしき人物が数名立っていた。


幾ら親族とはいえ、他家の人間が来るなら護衛の一つもしておかねば万が一があるということ。正しい対応だ。


モルテールン家の場合は護衛される人間が一番強いという理不尽だったので、あまりその手の風習が根付いていないのだが。しかも二代続けて。


「何の、モルテールン家の人間ならばいつだって大歓迎だよ。コローナも元気そうだね」


「はい、お久しぶりです」


血の繋がった関係で、コローナとハンスは雰囲気が似ている。


背が平均より高いというのもそうだし、身内でも一定の距離感で接するところも良く似ていた。


なによりの共通点を挙げるならば、二人とも全く同じ位置に同じような剣ダコが出来ていることだろう。何をか言わんや。


「こんなところで立ち話も失礼だろうから、中へどうぞ」


「じゃあ、お邪魔します」


ペイス達が屋敷に入ると、まだ真新しい匂いがした。


聞けば完成して間が無いらしく、モルテールン家は新築して二番目のお客なのだそうだ。


「一番目は何方どなただったんですか？」


「それは今は言えないな。だが、ペイストリー殿も知っている人だ」


「ほう」


ハースキヴィ家もいっぱしの貴族。訪れる客というのが内密に話をしたいというケースも多々あるので、客について秘密にする場合は聞き出すのにもテクニックが要る。例えば表面上は敵対する派閥の人間が来ていた、なんて情報が得られれば、外交的には相当な成果。ハンスの口も堅いはずだ。


自分達よりも前にハースキヴィ家の新築にお邪魔した人間が誰なのか。ペイスとしては気になったが、それを聞きだす前に応接室に通される。


「まあ座ってゆっくりしてくれ。引っ越しのせいであまり良いお茶は出せないが」


「お気遣いは無用です義兄上。今日は提案があって来たのですから」


「ふむ、モルテールン家の提案ね。正直、聞かずに済むならそれが一番の平和なのだが」


「まあそうおっしゃらず。損はさせませんから」


モルテールン家は初代カセロールから含めても何かと騒がしくトラブルの多い家。それを〝身をもって〟理解している恐妻家きょうさいかのハンスとしては、わざわざ騒動に首を突っ込むより、領地替えの鎮撫に力を注ぎたいところ。


「それで、今日の用件は何だろう」


「単刀直入に言います。義兄上、ハースキヴィ家で用心棒を雇いませんか？」


「用心棒？」


「ええ。給料も要らず、衣食住の保障だけで雇えます。普通の人間よりも遥かに強く、大抵の人間なら腰を抜かして逃げ出すほどの用心棒です」


ペイスの提案に、不思議そうな顔をしたハースキヴィ準男爵。


それもそうだろう。金も掛けずに雇える凄腕の用心棒の話など、胡散臭うさんくさいことこの上ない。


「それはどういう……」


詳しい話を聞こうと、ハンスが話し始めた時だった。


急に慌ただしく部屋の扉がノックされる。


何事かと訝しむ男達。


ドアを開けたところで立っていたのは二人の女性。


「ビビ姉様、それに……シビ姉様？」


ペイスの姉が二人、そこに居た。

            





姉＆姉


「お前、どうしたんだ？　姉妹で相談事があるんじゃなかったのか？」


「そうだったのだけれど、ペイスが来てると聞いて顔を見に来たの。私たちも同席していいかしら？」


「私は構わないのだが……」


貴族としてはおかしな話だが、何故かハースキヴィ準男爵は妻を追い出そうとはしなかった。


ハンスが妻の同席を断らないのには訳がある。


ハースキヴィ家は弱小騎士爵家だった頃は人手不足が深刻だった。いや、今でもそうだ。


元より代々軍人家系であり、武人としての腕っぷしに自信のある人間ならば何人か家中にも居たのだが、内政や外交に知見のある人材というのが皆無。


当主からしてそんなものを一切学ばずに育った人間だったので、代を重ねるにつれ訳も分からずに困窮こんきゅうの度合いを深めるお家の事情があった。


それを救ったのは、賢女の誉れ高いモルテールン家の娘だったのだ。


ハースキヴィ家と同格の軍寄り騎士爵家の娘としては異例ながら、内務男爵家同等の教育を母から受け、必要とあれば娘の為に骨惜しみも金惜しみもしない父親の元に育ち、本人の地力もあった。それがヴィルヴェ達モルテールン姉妹だ。貴賤男女を問わない能力主義を掲げる家であったことから、少なからず政務の実地経験もあったし、父親の豊富な人脈もある程度受け継いでいた。


それが嫁になる。ハースキヴィ家にとっては干天かんてんの慈雨じうであったことは言うまでもない。


困窮する貴族の中には、金を目当てに娘を差し出すような家もある。羽振りの良い商人の側室に娘を差し出して援助を受けるだとか、高位貴族の愛人や傍仕えとして奉仕させる見返りに支援を受けるだとか。そういう話は珍しくも無い。


だが、モルテールン家の当主はカセロール。愛する娘をそんな目に遭あわせてたまるか、という強硬な意思の元、まともな嫁ぎ先を探していたのだ。


その思惑と、優秀な補佐を心から欲し、モルテールン家の武名を貴ぶハースキヴィ家の事情が上手くかみ合ったことで、ヴィルヴェはハースキヴィ家に嫁ぐことになった。数年前の出来事だ。


斯様な事情から、ハースキヴィ家では嫁さんが家中の取り纏めをしていた。モルテールン家では従士長シイツが担ってきたような職責。文字通りの女房役。


領地が多少なりともまともに運営できるようになり、近年では陞爵まで果たした功績が誰にあるかというなら、モルテールン家から嫁いだ女性にあるのは明らか。


故にハンスは妻に頭が上がらない。


他家から人が訪ねて来るなど、ハースキヴィ家のような弱小貴族ならばかなり稀なことなのだが、そういう場合には妻ヴィルヴェが応対を補佐している。お家の事情。


そうは言っても、他家の正式な使節がやってきたというのに、乱入者を許すのはあまり外聞がよろしくない。幾ら親しい間柄とはいえ、妻だけならばまだしもその妹までセットになっている。


ハンスとしては、どうしたものかと相談することにした。何故か目の前の少年に。


「ペイストリー殿、お話の途中ではあったのだが、妻の同席を許してもらえるかな？　それで、もしよければ義妹も……」


「はぁ」


ペイスは溜息をついた。


「構いませんよ。姉様たちを拒むようなことはありません。別に聞かれて困る話をしに来たわけでもないので」


「さすがペイス、話が分かるわ」


「久しぶりねペイスちゃん……あら、ちょっと背が伸びた？　髪は相変わらずサラサラね〜」


「シビ姉さま、苦しい……」

            





    
  
  




同席を許可されると早速、元モルテールン家の女性には癖が出た。アニエスから受け継いだ抱き着き癖である。モルテールン家出身の女性には標準装備されているオプション品。


シルヴィエーラなどは、昔の感覚で弟を抱きしめると、頭の位置が前と比べると大分違うことに気付く。大きくなったと実感するのが抱き着いた感触だというのだから、ペイスがこの悪癖だけはやめて欲しいと切に願うのも道理である。


シルヴィエーラもヴィルヴェも、おっとりとした雰囲気自体は母であるアニエスとよく似ている。ペイスも含め、三人共誰が見てもああ姉弟だなあ、と納得する程度にはどこかしらが似ている。


姉二人のうち、鼻筋が若干父親似なのがビビの方だが、モルテールン家の姉弟が並べば一番母に似たのはペイスだ。


「三人共仲が良いんだな」


弟を交互におもちゃにする姉妹という、応接室の中とは思えない状況に困惑するハンス。モルテールン家の非常識を、ハースキヴィ家の彼に求めては酷というものだ。


しかし彼とて貴族家当主。深呼吸一つで平常心を取り戻す。


「そろそろ普通に話をしたいんだが？」


「ごめんなさいあなた。久しぶりだったものだからつい」


「姉弟の仲が良いことは、当家としても心強いことだから構いはしないが、時と場所を弁わきまえては欲しい。それで、ペイストリー殿。ご用向きの件、どこまで話をしただろうか」


何故かペイスの両脇に姉二人が陣取るという不思議な光景がある、しかし、最早諦観の域に居るのかペイスは気にせずに話をし出す。


「用心棒を雇わないか、という話でした」


「そうだった。しかし、改めて考えれば、どうも虫が良すぎる話に思える」


「そうでしょうね。しかし、よく考えて頂きたい。今のハースキヴィ家には足りない物が多すぎる」


「ほう」


ハンスとて、自分の家が弱小であることは人に言われずとも分かっている。しかし、それはどうしようもないことでは無いかとも思っている。


人から言われると、あまり気分のいいものではない。


それをあえて口にするのだから、ペイスが何を考えているのか。男には分からなかった。


「まず、単純に手が足りない。騎士爵家から準男爵家に陞爵したなら、必要とされる人材は倍以上。当家でさえも多くの伝手を使って集めたわけです。あの父様の人脈を使ってです。失礼ながら、ハースキヴィ家に頼れる人脈がおありですか？　当家以外に、という意味ですが」


「それを言われると辛いな……今までは何処に行っても木っ端のしがない騎士爵家だったからな。とりあえず目ぼしい部下の子弟を雇い入れてはいるが、足りていないのが現状だ」


モルテールン家のようにあちこち飛び回れるのならば人脈も作れるが、そうでない家が人脈を作ると言っても限度がある。交通手段がほとんどないわけで、いわば引きこもり状態で友達を作れというようなもの。それが出来るのは、わざわざ友達になりたがる人間の方から訪ねて来る場合であり、家柄、血筋、財産、能力など、何か魅力がある場合に限る。でなければ無視される。


ハースキヴィ家は断然無視される側だったので、碌な人脈が無い。最も強い繋がりなのがモルテールン家という時点で御察しだろう。かつてのモルテールン家はカセロールの魔法以外に見るべきものが皆無の貧乏貴族だったのだから。


普通ならば、高位貴族の開く社交会に参加して人脈を広げるものだが、ハースキヴィ家は当主が重要な防衛戦力であった事情から、そう頻繁に領外に出向くことも出来なかった。最底辺貴族が社交会を開くことも無いので、自家で開催もしない。開く金もないし、開いたところで来てくれる人間も居ないのだ。


故に人脈など、血縁か派閥を頼るぐらいのもの。


だが、領地替えで地縁派閥は切れた。南部閥からは物理的に離された。東部閥にはまだ縁もゆかりも無い。故にここはアテにならない。


一応は軍家に属すハースキヴィ家としては軍務閥から人材の紹介を受けられるだろうが、下っ端の家にはそれ相応の人間しか送られないのが通例。優秀な人材を優先的に引っこ抜けたモルテールン家が異常な手腕なのだ。


酷いところになると、アル中で碌に軍務も出来ない人間を紹介されたり、病弱で家から出られないような人間を紹介されたりする。名前と家柄ぐらいしか派閥の上も情報を持っていないからだ。


実際は王都などでは就職希望者はいっぱいいるのだが、情報の偏差が酷い社会の為にこういうことが起きる。


就職したい人間は人の集まる王都や大都市に行って活動するが、実際に人手が不足しているのはど田舎の僻地か弱小貴族というわけだ。


例えるなら、大企業には新卒も沢山応募するが、地方の中小企業は優秀な人間を採用するのに苦労するようなものだろうか。就職する側も就職活動となれば都会の大企業から応募していくし、目ぼしい企業や情報提供の多い企業を受ける。地方の農家の求人などは、有る事すら知らないだろう。情報も無ければ得体の知れない会社でしかない。


ましてや神王国にはインターネットも求人サイトもハローワークも学生用就職斡旋窓口も無い。個人的な伝手を使ってマッチングするか、でなければ都会の限られた求人を奪い合うという状況になる。


この世界、ハローワークの代わりは派閥領袖や大貴族というわけだ。


「それに、他国の脅威もあります。今でこそサイリ王国は大人しいですが、数年以内には領地奪還を謀ること疑いようもありません。そうなった時、一番恨みを買っているのはフバーレク家か、でなければモルテールン家でしょう。遺憾ながら、モルテールン家と繋がるハースキヴィ家は、真っ先に狙われるでしょうね」


「ふむ」


「軍事力と外交力の強化は急務のはず。それとも、ビビ姉様を離縁して当家と縁を切りますか？」


「まさか!!　そんなことは考えたことも無い」


確かにモルテールン家はサイリ王国の諸貴族からは不倶戴天ふぐたいてんの敵として憎まれている。目の敵にされているモルテールン家と縁があれば、不要な恨みも買いやすい。坊主憎けりゃ袈裟けさまで憎いというのは道理。


しかし、だからといってモルテールン家と縁切りするとは考えない。味方にすればこれ以上ないほど心強いのもモルテールン家なのだ。


ありえない、とハンスは反射的に否定する。


そしてペイスも、横に座っているのが誰なのか忘れていたらしい。


「痛い、姉様いひゃいです。頬をつねひゃないで……」


交渉の過程と分かってはいても、勝手に離婚云々を言われるのは不愉快だと、姉は弟に抗議する。親指と人差し指を使って、ぷにぷにの頬っぺたに対して。


ピッと引っ張るようにして離されたせいで、少し赤くなった頬を片手でさすりながら、ペイスは話を続ける。


「いてて、しかし、実際問題としてビビ姉様が居る限り狙われる可能性は高いです。まして新任の成り上がりとなれば舐められて当然」


「そうだな。残念ながら私には義父カセロールやペイストリー殿のような魔法も無い。舐められることで生まれる小競り合いは覚悟しているが……出来ればそんなもの無い方が良い」


サイリ王国と国境を接する貴族は、ハースキヴィ家以外にもある。他の家は例えば大戦の功績であったり、確かな後ろ盾であったりという〝舐められない要素〟を持っている。ハースキヴィ家はモルテールン家の縁故というのがそれだが、対サイリ王国という意味ではそれが裏目に出るとペイスは言う。


舐められるというのは、より攻められやすくなるということだ。


例えば肉食獣が獲物を襲う時、大きくて強そうな象やカバを襲うのは稀。大抵は子供の鹿であるとか、群れからはぐれた仔馬を狙う。弱そうだし簡単に食えそうだからだ。


或いは、筋肉ムキムキで身長が二メートルぐらいある男と、身長百五十センチぐらいのガリガリの男。絶対にどちらかと喧嘩しろと言われれば、大抵は弱そうな後者を選ぶ。


舐められるとは、この〝弱そうに見える〟ということだ。実際に武術をしていて物凄く強かろうが、それを知らない相手からすれば、ガリガリに見える時点で弱いと決めつけられる。


弱肉強食の世界、弱そうに見えるとそのまま噛みつく猛獣がうようよ居るのだ。


何度となく敵を返り討ちにすればそれが箔はくとなって舐められなくなるだろうが、新任となればそんな箔付けは存在しない。


「でしょう。そこでお勧めするわけです。ご紹介する用心棒を雇えば、まず舐められることは無くなります。そこは父様も認める太鼓判ですよ」


「ほう、そんな人材が……」


「これを逃せば次はいつこんなチャンスがあるか分かりません」


「なるほど。うむ、前向きに検討したい。その人物の詳しい話を聞きたいが……」


「出来ません」


むにむにと頬っぺたを弄られながらも、はっきりと口にしたペイスの言葉。ハンスはきょとんとする。


「なんと？」


「少しばかり特殊な事情もあり、事前に話すと忌避されがちな点もあって詳しく話せないのです。雇うと決断して頂けたのなら、詳しく話をします。重ねて言いますが、武力においては人外の強さであることは保証しますし、最低限の衣食住を保障するだけで良い点も確約いたします。他家に対する箔付けにも使えるという意味で、ハースキヴィ家には利点も多いというのも間違いない。欠点を挙げるならこの国の言葉が通じにくいということですかね」


「むむむ……」


商品を見ずに買い物をしろという決断。


こういう交渉が、ハンスは苦手なのだ。根っからの武人で、搦からめ手の腹の探り合いはとにかく不得手。


そこで、妻の出番となるわけだ。


「ペイス、あなた何か都合の悪いこと隠してない？」


「ひょんなこひょは……シビ姉様、いい加減僕で遊ぶのは止めてください」


「ズバリ聞くけど、それって人間？」


「……雇用を決めて頂けるならお答えします」


やはりペイスの姉だけあって、弟のやり口に慣れている。ほぼ正解に近いところまで推察していた。


どうも聞いている限りだと、本当にそんな人材がいるのか疑わしい話のオンパレード。しかし、人でないと考えれば、別段不思議は無いではないか、と。


じっと見つめ合う姉と弟。とその後ろで弟の髪を三つ編みにする女性。


やがて、ビビは一つの結論に達する。


「良いんじゃないかしら。あなた、お受けしたら？」


「良いのか？」


「本気でうちの利益になると考えているっぽいから。その点は嘘じゃなさそう」


「何故わかる」


「ペイスの目を見れば分かるわよ」


正しくは、じっと見てやましさから顔を背けようとするかどうかで判断する。


母アニエス直伝の、ペイス＆カセロール向け嘘発見法だ。身内に甘いモルテールン家の人間は、他所の人間になら幾らでも鉄仮面を被れるが、身内に付ける仮面は綻ほころびも多い。


ちなみに、何故かハンスにも使える。


「ふむ、ならば雇用を決める。詳しいことを聞かせてもらえるか？」


「では。用心棒の名前は、ジョゼ姉さまが名付けました。くーちゃんと言うそうです。性別はメス。年齢は生後数か月。ビビ姉様が察した様に人間ではなく、熊です」


「熊ぁ!?」


「猛獣を飼いならして威を高め、手に負えなくなれば国境沿いの森。出来ればサイリ王国側に放流すれば、それが防人さきもりになると、父様は考えたそうです。モルテールン家には不要な威でも、今のハースキヴィ家には必要だろうと。そして、森の猛獣についての扱いならば、ハースキヴィ家は熟達のノウハウがあるだろうからという話でした」


「……な……るほど。なるほど、義父の言い分ももっともだ。さすが英雄だ」


ペイスの言わんとすることを理解したハンスは、熊の育て方について記憶を辿る。


ハースキヴィ家ならば、確かに熊を育てることも可能だろうし、メリットもあるだろう。


「うむ、問題ないな」


「ならば、後日熊をお届けに上がります。早ければ明日にでも。よろしいですか？」


「ああ、構わない。義父によろしく言っておいて欲しい。感謝していたと」


「ええ、伝えます」


世の中持ちつ持たれつ。モルテールン家では厄介な熊も、ハースキヴィ家には有りがたい。


ある面では男勝りなお転婆娘も、嫁になれば行動的と評価されるようなものだろうか、とペイスは考えた。その頃には三つ編みの束が五つぐらいになっていたが。


「ペイス、話は終わった？」


「ええ、無事」


「じゃあついでに少し相談していいかしら」


「……髪型を元に戻してからにしてくださるならば」


酷く不思議なオブジェと化していたペイスの頭が、何とか普通の髪型に戻る。


シルヴィエーラの話とは何なのかと、ビビもハンスもその場に居残っているが、気にせずに話をするようだった。


「さて改めて、さっきもビビ姉様に相談していたのだけれど、ペイスにも相談したくてね」


「何でしょう。シビ姉様の相談というなら、凄く嫌な予感がするんですけど」


「大したことじゃないわよ」


「ほう？」


ペイスとシビの会話の様子を見ながら、ハンスはお茶を口に含んだ。


「〝妹の結婚相手〟を決めちゃおうと思うの」


そしてものの見事に咳き込むのだった。

            





姉＆姉＆姉＆姉


結婚をする。


人生の中で、これほど重大な決意もそうそうない。一生を共に過ごす伴侶。出来れば、素敵な相手と結婚したいと願うのは誰でも同じだろう。


しかし、神王国において貴族の結婚とは家と家の繋がりである。


結婚する当人の意思を尊重するケースは稀で、良くて親の決めた複数の選択肢から選べるという程度。


こうなる理由は幾つかの要因による。


例えば、他貴族との出会いが極めて限られる点。


領地貴族などは特に顕著だが、他の貴族子弟と出会って恋愛する機会自体がそもそもない。領地の貴族とは領主家を指すわけで、他家の貴族子弟と出会うには客としてやってくるか、或いは自分から他所に出向かねばならない。


しかし、他領に行くのに近場でも馬車で何日もかかるのだから、出向く機会なんて滅多に無い。故に、舞踏会などで会った相手なども、また同じように別の舞踏会で会えるとは限らないのだ。よほど頻繁に舞踏会に出ているような相手でもない限り。


そして、いつ行っても顔を合わせるほど頻繁に舞踏会に出て異性を漁っている人間が、碌な人間でないのは言うまでもない。


まともな人間とは、顔を合わせる機会が少ない。一度や二度あっただけで恋愛できるなら、世の中は一目惚れだらけになることだろう。碌にデートも出来ない世界で、恋愛などは難しい。


ならば領内の領民と恋愛するかというと、それも難しい。身分差が金銭感覚の差になるからだ。


この世界、金持ちとはほぼイコールで貴族。例外に大商会の商人なども居るが、数は本当に少ない。同じ意味で、貧乏人はイコールで平民だ。


極端な貧乏人と、極端な富豪が恋愛し、結婚できるかといえば、かなり難しい。金銭感覚や常識が相当に乖離かいりしているからだ。


現代に置き換えるとすれば、ティッシュを捨てるのが勿体ないと使用済みを乾かしてもう一度使おうとしたり、道端で食べられそうな草が生えてたら摘んで食べようとしたり、子犬を見たら美味そうと言い出したりする相手と結婚したら、ケチ臭さすぎて円満な結婚生活よりもストレス生活になるだろう。百年の恋も冷める。


或いは、風呂のボディーソープを一回使うだけで毎回捨てたり、イチゴを食べる時に先っちょだけ齧かじって大半を捨てたり、家を毎年建て替えたり、学校に子供を通わせるのに学校の方を持ってきたりすればどうだろう。


やはり、金持ち過ぎればそれに合わせるのにも気苦労が絶えない。旦那が婿入りでもしていれば、半年で禿げるに違いない。


勿論、程度の差はあり、モルテールン領のように上下の貧富差が少ないところもあれば、平民が奴隷のように貧しい暮らしをする領地もある。


だが、総じて平民と貴族の恋愛は、仮に発生しても長続きはしない。貴族の生活と平民の生活は、ある意味では外国の暮らしよりも異文化であり、どちらがどちらに合わせるにしても、無理が出る。


それを経験則として分かっているからこそ、大人たちは皆子供には同じ階級同士で結婚させようとする。余計な苦労をさせたくないと願う。


他にも、出産に関わる事情もある。


神王国では医者や産婆というのは特権階級だ。特殊な知識と経験を持っている専門家。彼ら彼女らの技術伝承や知識伝達は、弟子をとっての口伝や実地経験が全てになる。何せ、識字率も極めて低く、本は全て手書きで一冊に家が建つほどの値段が付くのだから、現代のように気軽に本を読んで学ぶことも、職人が本を書き記すことも無いのだ。知識を欲すれば、先人に頭を垂れて教えてもらうしかない。


つまりは、出産を専門にする職人の絶対数が少ない。


結婚をする以上は子供を産み育てるのは大事なことだが、それを安心して行おうと思うなら、数少ない産婆や医師を雇えるだけの権力と金が必要。順番待ちの人間を差し置いて割り込める権力か、或いは金貨の山で殴りつけられる財力か。


どちらにせよ、貴族でない人間が持つのは難しいわけで、心安らかに出産に専念しようと思えば、貴族女性は貴族男性に嫁ぐのがベスト、ということになる。


現代でもアメリカは金持ちが優先して高度医療を受けられるわけだが、この世界も良く似ている。国民皆保険など無いわけで、医療を受けるにも金と権力が必要な世知辛い社会。結婚相手に要求する甲斐性もとんでもないものになりがちで、平民が貴族女性にそれを用意するのは難しいだろう。


他にも多々要因はあれ、違った階級に〝娘を嫁がせる〟のは極めて問題が多いと言わざるを得ない。


さて、現代でも、出会いが乏しい上に結婚への問題点の多い人間が、変な虫に騙される心配も無い結婚を真剣に考える時。お見合いという手段を取るケースは多い。


価値観のすり合わせや諸条件を事前にフィルタリングしておけるからだ。


この世界でもそれは変わらない。


金持ちで稼ぎがあって地位があって性格が良くて誠実で心身壮健で適齢期で賢い上に見た目が恋愛対象になる人間を、家に引きこもりながら捕まえられるなら別だが。大抵は、妥協の範囲内の相手を親がコネを使って探すもの。


つまり、色々と社会の事情や文化的な要素を孕むものの、神王国では貴族子女の結婚とは、最終的には親同士が決めるものである。


「だから、ペイスにもあの万年新婚夫婦の説得をして欲しいの」


「ジョゼ姉さまのお見合いを、ですか」


「そう。でないとうちの負担が凄いのよ」


シルヴィエーラの旦那はかなり顔の広い人物。結婚当時は長男という立場だったが、今は家を継いでいる。


それだけに、モルテールン家とつながりを持ちたいという人間から、あの手この手でちょっかいを掛けられているらしく、夫婦そろって辟易しているそうだ。


「シビ姉様も大変ですね」


「しかも、しかもよ？　実家モルテールンが男爵に陞爵してからは伯爵位持ってるような人までうちに押しかけて来るようになったの。正直、うちの旦那も限界なのよ。この間も胃痛で医者に診てもらったぐらい」


「だから、ジョゼ姉さまのお見合いをセッティングするという、うるさい犬を宥なだめる餌が欲しい、ということですか」


「モルテールン家の厄介ごとのツケがうちに回って来てるんだから、実家も何か協力して欲しいってお願いなのよ」


モルテールン家は魔法使いを三人抱え、農業生産力は年々増加し、軍事面でも毎年倍増する勢いで増員を重ね、年に一回ペースで昇進する、いま最も勢いのある家。


お近づきになりたいという人間はゴロゴロ居るわけで、特に最近の陞爵以降はそれが顕著になってきたという。


他家に嫁いだモルテールン姉妹も他人事ではなく、何とか実家へ便宜を図って欲しいと押しかける人間は多い。


ハースキヴィ家の場合は、その手の不埒者を〝物理的〟に排除する脳筋家系なのでまだマシとはいえ、それでも少なくない影響があった。


故にビビとしても心情的に同情したくなる話であり、それとなく同感だと言わんばかりに理解を示す。


ペイスとしても、シビが困っていることの原因の一割ぐらいは自分のせいかも、と思うだけに見捨ててはおけない。


「ふむ、ならば父様に直接会って話をしますか？」


「う〜ん、そうしたいけど、余り家を空けるのも拙いし。ここからなら一月ひとつきぐらい掛かるじゃない」


「いえいえ。父様の魔法は、血縁の魔法使いには貸せるというのが判明したのです。さほど往復に時間は掛からないですよ」


シレっと言ったペイスの言葉に、その場の全員が驚いた。


特にハースキヴィ家の二人などは、重要情報に戸惑いを隠せない。モルテールン家の利便性が二段階ぐらい上昇するネタであり、上手く使えば相当な利益となる情報。


どう反応していいか狼狽する面々の中で一番最初に再起動したのは、やはりペイスの姉達であった。


「つまり、ペイスも父様の【転移】が使えるってこと？」


「はい。今回の件で借りてきてますから、姉様を運ぶぐらいなら簡単なことです」


「素敵よペイス!!」


「だから!!　何かにつけて抱き着くのは止めてください!!」


シビがハースキヴィ家を訪れていた理由は、実家のことで周りがとても煩くなった対策を姉に相談しに来たというもの。半分以上は愚痴の言い合いだったが。


偶然ペイスが来たということで、これ幸いと相談したのが、自分たちの妹のお見合いセッティング。これが叶うなら、自分たちの家に押しかけてきている連中を、紹介という形で全て元凶モルテールンに押し付けることが出来る。


そのチャンスとして、父親カセロールを説得する場を用意してくれるというのだ。口添えもしてくれるという。出来た弟が居て嬉しいと、姉〝達〟はペイスを改めて抱き人形にした。


だが、ペイスの受難はこれで終わらない。


「……そうだわ、いっそソイレとリリアナも一緒に連れていきましょう」


「そうね、あの子達も同じことで困ってるでしょうからね」


「ペイスがお父様と同じ魔法が使えるなんて、どうしてもっと早く教えてくれなかったのよ」


「知ってたら、もっとうちも色々と実家に協力出来たのよ？」


姉の二人が勢いづけば、弟一人で敵うわけが無い。


いつの間にか、モルテールン家から嫁いだペイスの姉四人が、揃って実家に里帰りするという話になる。


話が予想外の方向に転がったことで、モルテールン家次期領主の背中には冷や汗が流れていた。


「あの？　姉様？」


「ペイス、今更二人も三人も四人も同じよね。運べないなんて言わないでしょ？」


「そうよね、実家に帰省したら母様や父様も喜んでくれるわ。あ、ビビ姉様のところは孫の顔も見せてあげると良いんじゃない？」


「良いアイデアだわシビ。そうね、そうしましょう」


「えと……僕の意思は？」


「何？　駄目なの？」


姉二人の強い視線。


少年は即座に全面降伏をする。


「いえ、まさか。姉様方が当家と強く結び付いていることを示すのに、否はありません」


貴族の結婚は殆どが政略結婚。


実家との結びつきをアピール出来るからこそ、嫁ぎ先は実家を慮おもんばかって妻を大事にするし、大事にされる妻であってこそ実家としても利用価値があるのだ。


持ちつ持たれつ。


実家と仲良しアピールをしたいというなら、ペイスには止めることは出来なかった。貴族的な責任を背負うものとして、明確に利があるのに嫌とは言えない。


「決まりね。じゃあ早速準備をしてくるわ。その間にペイスは皆を一旦ここに連れて来るといいわよ。お父様に連絡するとか、やることはあるでしょう？」


「……そうですね」


即断即決、迅速行動はモルテールン家の家風である。嫁いで別家の人間になったはずのビビからも、モルテールン家の家風の残り香が薫る。


ペイスが姉たちに抱き着かれたままモルテールン領に帰って来るまで、さほどの時間は要らなかった。


こういう時は便利な魔法を持っていることを心から恨めしく思うペイスである。


ヴィルヴェ、シルヴィエーラ、ソイレ、リリアナの四人。これに、今は嫁入り修行中のジョゼフィーネを加えた五人が、モルテールン姉妹ということになる。


長女として頼れる姉さんのヴィルヴェ。行動力溢れる次女のシルヴィエーラ。大人しいながらも毒舌なソイレ。おっとりとしている割に鋭いところのあるリリアナ。男勝りなところのあるジョゼフィーネ。誰にしたところで、一癖も二癖もある。


どうして自分の姉達はこうもアクが強いのかと溜息をつくペイス。


一番アクの強い姉弟が誰であるかを、彼だけは気付かない。


領地に着くやいなや、女性陣のテンションは急上昇を見せる。


「うわあ、凄いじゃない」


「うん、何だかとても大きな村になってる」


「遠くの山の景色とかは懐かしい。変わってないわ〜」


「ビビ姉、見て見て、あの大岩のところが何か畑になってる!!」


「ホントだ。え？　お店まであるって凄い都会っぽくなってる。ペイス、あれ何よ!?」


「きゃああ!!　凄い、水路よ、水路。水が流れてる!!　リリ、見てよほら」


女三人寄れば姦しいとはよく言われるが、それにもまして四人＋αだ。姦しいどころか騒音公害ではないかとペイスが溜息をつくほどに騒がしい。皆が揃って慣れ親しんだ故郷への里帰りだけに、懐かしさを話題にしてはきゃーきゃー騒ぎ、目新しさを見つけてはやいのやいの盛り上がる。


〝あの〟ペイスが一番無口で大人しく見える集団なのだ。目立って当然。


女性比率が極めて高い集団がモルテールン家の屋敷に着くころには、村中に事情が伝わっていた。それに、事前に連絡だけは入れておいたため、モルテールン家の玄関口には、モルテールン家の一同が勢ぞろいしている。


カセロールとアニエスのモルテールン夫妻、一番下の〝妹〟ジョゼ。ペイスの嫁リコリス、従士一同、下働きの下男下女も懐かしい顔を見に勢ぞろい。


出迎えの代表は、勿論モルテールン夫妻。


「おかえりなさい、みんな元気だった？」


「母様、久しぶり〜!!」


やはり伝統の抱き着きハグで娘たちの帰省を歓迎する母親。


一人一人の名前を呼びながら娘たちを抱きしめていき、何人かの孫も同じ被害、もとい歓迎にあう。

            





    
  
  




とりあえず難しい話は明日にするということになり、実家に里帰りした女性陣はジョゼの案内で客間に通される。


今日の晩餐は、貴族たるモルテールン家としての正式な晩餐会ばんさんかい。嫁いだ娘たちの帰省を歓迎するということで、デザートについてはペイスが腕を振るうことになっていた。


従士達の中で、晩餐のおこぼれがある警護役の争奪戦がかなり激しく行われたのは余談である。ちなみに勝者はシイツとコアントローだ。


夕飯までにはまだ時間があると、カセロールはシイツとペイスを執務室に呼んだ。


中に入ると、シイツは開口一番愚痴をこぼす。


「やっぱり、坊が他所に出向くと碌なことにならねえ。いっぺん教会で悪魔祓ばらいでもしてもらった方が良いんじゃねえですかい？」


「僕のせいではありません。偶然シビ姉様がハースキヴィ家に居たのが発端ですし、元々の原因は父様が陞爵したことでしょう。僕は熊の去就きょしゅうを決めてきただけです」


「原因云々はどうでも良いし、ペイスが厄介事と友人なのは今更だ。それよりも問題は、私の娘たちの請願についてだ」


カセロールは複雑な気分だった。


娘たちが久しぶりに帰って来てくれたのはとても嬉しい。しかし、持ち込まれた問題には頭が痛くなる。


「モルテールン家と縁を持ちたい家からすれば、ジョゼ姉様は唯一フリーな身の上。僕が片付き、最後の一人となれば、もうチャンスは逃せないと焦るところもあるのでしょう。なりふり構わないとなれば、ビビ姉様達のところにも人が押し寄せるのは必然。姉様達にも姉様達なりの人付き合いが有るでしょうから、全てを門前払いにするのが難しい、という理屈は分かります」


「うむ」


「せめて会うだけでも会って欲しいと言われた時、断るのも理由が難しくないですか？」


「そうだな」


まさか、お前の息子は顔が悪いとか、頭が悪いとか言って断るわけにもいかない。本音はそうでも、言えるわけが無い。


今までは誤魔化しつつお茶を濁してなんとかしてきたらしいのだが、男爵への陞爵以降は断り切れなくなってきていたという。


「しかし、会うだけ会わせてみるにしても、その基準をどうするかだ。下手な基準を設ければ、ジョゼの見合いだけで行列が出来るぞ？」


「ジョゼ姉様もモテ期ですね」


「冗談を言っている場合か。ジョゼの負担もあるだろうし、第一そればかりに構っているほど当家は暇ではない」


「しかし、会見を一律断るわけにもいかない。受け入れる線引きが難しい、と」


「そうなる」


「いっそジョゼ姉さまの結婚を決めますか？」


「馬鹿な。今更になって寄ってきた連中など信用ならん。まだ二年はうちに置いておくつもりだ」


「でたね、大将の親馬鹿が」


「何とでも言え。娘の幸せは何としてでも守る」


娘たちの縁故でジョゼを含める会見をさせる。いわゆるお見合いをさせるのは構わないだろう。問題は、どういう基準で会見可否を決めるかだ。


例えば、爵位を伯爵以上と線引きするなら。男爵如きが何様のつもりだ、と反感を買うだろう。


年齢で線引きをするにしても、適齢期というだけでは数が減るはずも無い。精々が未成年や年寄りを省ける程度。


モルテールン家との親疎を基準にするとすれば、曖昧な基準になってしまう。


何を基準にしようと、他家の不満を煽るのは間違いない。その不満がモルテールン家に向くならばまだましだが、嫁いだ娘たちの婚家に向かうと、婚家がモルテールン家に悪い感情を抱きかねない。それで婚家からモルテールン家が疎まれれば、嫁いだ娘たちが冷遇されるかもしれない。


娘を心から愛するカセロールとしては、そんなことは断じて許容できないのだ。


会見に関わる過剰な負担は避けたい。だが、負担を減らす線引きは難しい。


どうしたものかとモルテールン男爵は悩む。どこぞの伯爵家では相手が居なくて悩んでいたことを思えば、贅沢な悩みである。


「ならば、僕に一つのアイデアがあります。一切の基準を設けず、それでいて当家の負担が極めて短い期間かつ少なく済む手です」


「ほう？」


困った時にはペイスの知恵。


そんな都合の良い方法があるのかと、カセロールもシイツも興味を持つ。


何故かじっとシイツを見ながらのペイスの説明。


内容を聞いたカセロールは喜び、シイツは頭を抱えた。


即座にカセロールによって採用となり、晩餐の時に発表することとなった。


◇◇◇◇◇


晩餐会は、賑やかに行われた。


急に決まったことからコースの中身については今回ペイスはノータッチ。関わっていない。


神王国の極標準的なメニューではあるが、特筆すべきは元レーテシュ家お抱えの料理人がその腕を振るったことだろう。


前菜、スープ、肉料理、サラダ。どれも文字通り一級品。高位貴族の持て成しにもそのまま使えると料理人が豪語するほどのものであり、貧しいモルテールン家しか知らない姉妹たちは、口々に賞賛と苦情をセットにする。苦情の内容は皆同じで、自分が嫁いでから美味しいものを食べるようになったのはずるい、というものだ。


食事もあらかた終わり、ペイスがデザートとして振る舞ったクレープを、姉妹五人が一人の例外も無くお代わりして平らげたところで、カセロールがペイスを呼んだ。


「姉様方、デザートは如何でした？」


「最高だったわよペイス。明日はお土産に持って帰らせてね」


「あ、ビビ姉ずるい。あたしもよろしくペイス」


がやがやと騒がしくなりそうなところで、カセロールがゴホンと咳払いをして鎮めた。


それを受け、ペイスが今回の訪問の目的について話をしだす。


「姉様方には、モルテールン家のこと、とりわけジョゼ姉さまのことでご迷惑をお掛けしていると伺っています。今回の帰省もそれについてのご相談だったとか」


「そうね」


「父様と僕もその件で検討しまして、姉様達の提案について、一部修正のうえで認めようという結論に達しました」


「修正？」


「はい。何十人もの相手をひっきりなしにこなすのは、当家としても難しい。ジョゼ姉さまも大変でしょう。かといって、数人程度では状況は大して変わらない。そこで、一度で全てを解決しようと考えたのです」


「え？　そんなこと出来るの？」


ペイスの非常識はいつものことと、姉達も続きを促す。


じっと姉達の顔を見まわす弟。


最後のジョゼまで見終えると、彼は素敵な笑顔で高らかに声をあげた。


「モルテールン家の独身の家人を全て参加させる、大お見合いパーティーの開催を、ここに宣言します」

            





見合いの成功？


「死ぬ!!　俺は今日死ぬんだ!!」


初夏も終わりに近づき、夏の盛りが目前に迫るとある日。


ただでさえ暑いというのに、それをより一層加速させるような、暑苦しく騒ぐ男が居た。


「仕事をし過ぎて死ぬなんて嫌だ。戦場で死ぬ方がまだマシだ」


「我慢してくださいダグラッド。今日が終われば三日ぐらいお休みをあげますから」


「こんなイベントの運営なんて、ニコロにやらせりゃ良いじゃないですか。あいつの方が得意でしょう」


「そのニコロも主役の一人なんですから、無理に決まってるでしょう。独身の従士は皆お見合い会場の控室に居ますよ」


モルテールン家主催の、お見合いパーティー。


舞踏会や夜会といった名目を取り繕った会ではなく、目的も手段もぶっちゃけた婚活イベントという、ある意味モルテールン家らしい企画。回りくどいのが嫌いなカセロールの性格そのもののように、男女の出会いや親睦を深めるという手順を丸々すっ飛ばして結婚相手を探せという、身も蓋も無いイベントである。


この非貴族的な、ある意味で斬新な企画。モルテールン家の家人で独身の人間は全員参加させると決めていたこともあって、モルテールン家とお近づきになりたい人間は目の色を変えた。


モルテールン家から嫁いだ姉妹に対して接触していた人間も、このパーティーへの参加を促されるや我先にと申し込みをしたとか。プレッシャーから解放されて泣いて喜んだ旦那も居たとか居ないとか。


姉妹たちの紹介状を持って馳せ参じた若者たちによる特需に今、ザースデンは湧いている。


モルテールン領に来るときには、遅れると問題なので魔法で運んでもらえるが、帰るときは急ぐ必要も無いからと放置されるからだ。カセロールの魔法便は帰りのみ有料。大抵は、自分の家で帰りの馬車などを手配したり、乗り合わせるわけだが、どうしたってモルテールン領での滞在期間が発生する。


デココのナータ商会が経営する宿屋は、全室が埋まってウハウハ状態。儲かって儲かって仕方がない状況だとか。それでも足りずに、各村の村長宅へ泊る者や、モルテールン家の部屋を借りる者も居る。


大量の貴族が集まるのだから、落ちる金もまた大量だ。まさに特需と言うほかない。


「参加者の身分はどうやって見分けるんです？　何度も自己紹介するんですかね？」


「名前を書いた木札を、名札として見えるところに着けることにしています。各家の紋章を【転写】してますからどこの家人かは分かりますし、貴族号の有無や縁故もフルネームが書いてあるので分かるでしょう。所属派閥や領地の有無で色分けもしておきましたし、当人の嫁入りや婿入りが可能かどうか分かるよう、該当者には赤のラインが入ってます。あと、離婚歴があるなら緑のラインが入ってます。その旨は参加者全員に伝えてあるので、何人かと会話する頃には名札の見分け方にも慣れるはずです。他にも名札の決め事はありますが、重要なのは名前と立場です」


「ジョゼお嬢様は赤のライン入りで？」


「不本意ながら、入ってます。父様がまだ嫁にやりたくないからラインを入れたくないとごねましたが、それでは意味が無いと説得したのです……姉様達が」


今回のイベントの一番の目玉は、勿論ジョゼである。


モルテールン家直系の子女で唯一結婚しておらず、婚約者も居ない。彼女の覚え目出度きを得て、あわよくばという期待を持った貴族家は、そうそうたる顔ぶれ。


軍務閥からカドレチェク公爵派の重鎮コーリーフ伯爵家以下十七家二十名。外務閥からは筆頭格のミロー伯爵家以下八家十一名。南部閥からは領袖レーテシュ伯爵家の縁戚筋だけでも五家七名で、役務閥を除いた純粋な南部閥でも十一家を数える。東部閥、西部閥、北部閥もそれぞれ数家は人を送り込んで来たし、内務閥や軍務閥といった色のついた家も多く含まれる。男性だけでも百人は軽く超える参加者の数。


この全てがジョゼただ一人を狙っているというのだから、モテ期どころの話ではない。全部をいちいちまともにお見合いしていたらと考えると、ぞっとする数でもある。流石のペイスもこの数には驚き、モルテールン家の注目度合いを甘く見ていたとカセロール共々気を引き締める結果となった。


それぞれの家の重役格の陪臣まで含めれば更に倍は数えるし、女性も同等程度参加する。女性陣にしてみればジョゼは婚約者にならないが、ジョゼ狙いの優良株のおこぼれには期待できる。ほとんど全ての派閥の上澄みが集まるのだから、出そろう顔を値踏みするだけでも良い。


ジョゼ本人とも顔を合わせておけば友人になれるかもしれない。参加するのには大いに利があると、親に送り込まれているのだ。


「若様も不満そうですね。シスコンってやつですか？」


「メンバーの名簿を作ったのは僕です。参加者は全員把握しましたが、どいつもこいつも姉様には相応しくない。家柄に胡坐あぐらをかいている人間ばかり。いっそ全員叩きのめしてやろうかと、父様と本気で相談しましたよ。シイツとグラスに大反対されましたが。国の全ての派閥を敵に回して戦争でもする気か、と止められました」


「……従士長が止めてくれてホント良かった」


「マシなのは、ほんの五〜六人だけでしたね。姉様に見る目があれば、その数人から選ぶかもしれません……選ばなくても構いませんが」


当初、お見合い会の参加者は下級貴族も多かった。


しかし、話を聞きつけた上級貴族が参加をこぞって表明するにあたり、遠慮した家がかなり出た。


これも戦いといえば戦いであり、戦う前から勝ち目無しと見切った家が多かったという意味では、見合い参加を取りやめた家の方が案外まともな人材が居そうである。


実力重視のモルテールン家としては御家柄を振り回す輩は唾棄だきすべきで、下位貴族や陪臣家でも実力があるならどんとこいなのだが、そういう家に限って立ち回りが狡猾で、遠慮を知る。


外に嫁いだモルテールン姉妹の姻戚も参加しているが、こちらはモルテールン家側の立場。流石にモルテールン家側の貴族がジョゼだけというのも不公平が過ぎると、十人程が参加している。一応はモルテールン家の親戚になるわけで、モルテールン家と縁を持つという意味では妥協の範囲内と見る者は多い。カセロールの娘の婚家の弟妹。つまりはペイスの義理の兄弟姉妹などは、落としどころとしては上々だろう。


人脈の乏しい弱小貴族ばかりなので、ここぞとばかりに高位貴族の縁者を落とすと気合を入れているのは余談である。


「さて、それでは参加者を入れますか」


パーティー会場には、お茶とお菓子が用意されている。


リコリス印のモルテールンクッキーであるとか、新しく作ったシュトレンであるとか、シュークリームであるとか。ペイスが今まで他家に披露し、今後のモルテールン特産としてブランド化するものをここぞとばかりに用意していた。勿論、作ったのは嬉々として働いたペイスである。


お茶についても、モルテールン家はレーテシュ家から良葉の購入権という利権を確保しており、ここぞとばかりに最高級品を用意。王家の伝手というモルテールン家ならではのコネで王宮勤めの侍女や侍従をパートタイムで雇い入れており、給仕も最高級のものを用意した。


モルテールン家の実力をアピールする場として、国威発揚こくいはつよう。いや、領威発揚に使い倒す気マンマンである。


会場に参加者がぞろぞろと入れば、早速とばかりに動き始める者も居た。


「思ったほど、姉様に集中するわけでは無かったですね」


「がっつくと逆効果と分かってるんでしょう。或いはお互いに牽制けんせいし合ってるのか」


今日は、ペイスが会場警備の総責任者で、ダグラッドが実務責任者。その為二人して会場をじっくり観察していた。ジョゼの肌に触れる不届き者が居たら叩き出せとの指示もあるので、警戒は怠れない。


ちなみにカセロールは、参加者の付き添いとして集まった既婚者達の相手をしている。参加者の両親であったり、後見人であったりという人々。これ幸いとモルテールン領にやってきた既婚の面々を別会場に集め、カセロールとアニエスが応対しているのだ。


こちらはこちらで普通のお茶会として社交の場になっているのだが、既婚者が会場に居ては紛らわしいし、保護者同伴で良い顔をする人間も居ないということで、本会場は独身者のみに限定されているのだ。例外は警備の人間だけである。


モルテールン家の屋敷の一番広いロビーと中庭を会場にし、グラサージュやコアントローといった既婚の腕利きが警備の実務を担当中。独身の人間は全員が着飾って婚活中。グラスやコアンに、後で揶揄われるネタを提供中だ。


「ってか、一番がっついてるのはボンビーノ子爵ですね。すごい真剣にアピールしてますよ？」


「一応、まともな人間の一人ですね。お家の利害損得では無く姉様個人に対して思い入れがあるようですし、ここでジョゼ姉様の気持ちを掴めれば他よりも一歩も二歩も抜きんでるのですが……」


「駄目ですね。他の人間に割り込まれた。あまりしつこくすると逆効果だと教えてあげますか？」


「さりげなくで構いません。焦る必要は無いとそれとなく伝えてください」


ペイスの指示で、ダグラッドがボンビーノ子爵ウランタにアドバイスをしに行く。日頃外務を担当するものとして、恩と顔を売りつける絶好の機会というわけだ。有料でジョゼの好きそうなことや、会話のネタの提供もやっている。


「行ってきました。しかし当の子爵が別の人間に捕まったみたいですけど」


「ボンビーノ子爵も今伸びている家ですからね。うちとの繋がりが主目的としても、捨て置くには惜しい優良物件という訳ですよ。うちに集まる高位貴族のおこぼれを狙っているのでしょうね」


お見合い会である以上、女性も多く参加している。その中でも、割と年少な十代前半ぐらいの娘が数人、ウランタを囲む。年が近いこともあり、ここでお近づきになれれば美味しいと考えているのだろう。ボンビーノ家とモルテールン家は同派閥で親しい関係と目されているわけで、ここでウランタを落とせれば、少々遠回りながらもモルテールン家と伝手を持てる点で目的が叶うというわけだ。


「今のところ一番人気は……やっぱりシイツですね」


「ははは。凄いですね。親子ぐらい年の差がありそうな女の子に囲まれてる」


「女性の扱いには手慣れているはずですが、どうも戸惑っているようですね」


「飲み屋や色町の女とは勝手が違うってことでしょう。下手に相手の機嫌を損ねると、モルテールン家に迷惑が掛かるという立場もありますし……って何です、それ」


「貴重なシーンですから、羊皮紙に【転写】しておこうと」


「それを使って予算が取れたら、俺にも一枚噛まさせてください」


「まるで写真を脅しの道具に使うような言い方はよして欲しいですね。これは我らが戦友の貴重な思い出。人生の記念すべき一ページ。純粋な善意による記録です」


「んな話、誰が信じるんですか」


モルテールン家従士長のシイツは、今回のお見合いの目玉商品。ジョゼと並んで人気の一品だ。


噂に名高いカセロールの懐刀。モルテールン家の右腕。いや、両腕ともされる信頼度の高さは有名だし、二十年来のカセロールとの友誼も良く知られている。モルテールンにその人ありと謳われた、重鎮中の重鎮。


次期領主たるペイスに対して真正面から説教の出来る人間であり、モルテールン家に影響力を持つという意味では、これ以上ない人材。


当人は、過去に傭兵稼業をしていたこともあって自由を貴び、いつ死ぬかも分からない危険を背負ってきた過去もあって結婚という束縛を避けてきた。


それが今回はついにお見合いをするという。目敏めざとい人間は、シイツの好みに合いそうな女性をここぞとばかりに押し込んできた。情報源が色町の女性たちなのは公然の秘密。


彼女たちも、魔法使いであり蓄えもある男というのは好条件とみて、アピールに余念がない。中には露骨に色仕掛けをしている娘も居て、シイツは嬉しいような苦しいような、酷く複雑な状況に置かれていた。


右往左往するシイツなどというレアショット。ペイスは後々〝多目的に〟利用する気で、羊皮紙に情景を写し取っている。


全体的に見れば、ちらほらと良い雰囲気になっている男女も出始めた頃合い。


朝から始めた会で昼食を気にしだすような時間に、会場の一角が急に騒がしくなった。


「ダグラッド、行きますよ」


ペイスが野次馬に割って入ったところ、そこに居たのはモルテールン家従士のコローナと若い男性。男はクアイオン騎士爵の息子ブーハットというのが名札から見て取れた。


男性は右目の周りに綺麗な丸いあざを作っており、どうやらそれをプレゼントして差し上げたのがコローナらしいというのが、騒動の原因のようだ。


「二人は詳しい話を向こうの部屋で聞きます。ダグラッド、後は任せますよ」


「了解です」


二人の身柄を一旦別室でペイスが預かり、お見合い会自体は普通にダグラッドが引きつぐ。むしろこういう時の対応の為にペイスが居たともいえる。


「それで、何があったんです？」


「この女がいきなり殴ってきたのです」


「この男が無礼を働いたので躾けたまでです、ペイストリー様」


ペイスが事情を聴取すると、何とも呆れた内容だった。


どうやら二人は以前からお互いを知っていたらしく、コローナがハースキヴィ家の者として参加していた催しで、面識を持っていたとのこと。


彼女がモルテールン家の従士となった事情は、婚約破棄と合わせて面白おかしく流布るふされているので、周りはどこか遠慮気味に接していたという。しかしブーハットはそこをあえて踏み込んだ。


一応顔見知りと言うことで挨拶でもしておこうと考え、コローナに声を掛けたまでは極普通の対応だ。


ところが、その後の対応が拙かった。


従士とはいえ、今回のお見合いに参加する以上は独身の令嬢としての立場。一張羅のドレスを着こみ、壁の花になっていたコローナに、ブーハットは「馬子にも衣裳」的な言葉でもって衣装と彼女を評したそうだ。本人曰く、褒めたつもりだったと。


「そりゃ怒って当然だと思いますが……」


「しかし、いきなり殴る事ないじゃないか」


「その点は確かにその通り。しかし、貴族たるもの騎士として武芸を嗜たしなんでいて当然で、急に襲われたから何も出来ずに殴られました、では恥になるでしょう。彼女が本当に敵なら、今頃首が飛んでますよ？」


「むむむ……」


「コローナも、幾ら失礼なことを言われたからと言って、いきなり殴るのはいけません。当家は平和と安定を愛するのです。殴るときには、これから殴りますよと断ってから殴るように。それなら、騎士たるもの避けられない方が悪いです」

            





    
  
  




「なるほど。ならば今からもう一発」


「ちょ、ま、待て、謝る。謝るから勘弁してくれ」


ペイスも含め当事者だけということもあり、ブーハットは土下座の如く見栄を捨てて謝罪した。


これでようやくコローナも溜飲りゅういんを下げ、ペイスはブーハットに貸し一つと念押しの上で放免する。


「では、コローナは会場に戻って」


「このまま警備に回ってはいけませんか？　どうにも会場は居心地が悪いのですが。皆が私を遠巻きにするので、気分がよろしくありません。先ほどのことも、苛立っていたせいだと思うのですが」


「自分から積極的に話しかけてごらんなさい。別に男だけに声を掛ける必要もありません。同年代の友達を作っておけば、何かとお互いに励ますことも出来る。勿論、良さそうな男を落としても構いませんが。そうなったらハースキヴィ家の義兄様は泣いて喜ぶでしょうね」


口より先に手の出るコローナに、まともな恋愛は難しそうだ、とはペイスは言わなかった。


蓼たで食う虫も好き好きであるし、もしかしたら彼女にも運命の出会いがあるかもしれない。行動あるのみと発破はっぱを掛けた。


そんなこんながあり、夕方になって一通りのお見合いパーティーが無事に終わる。


何と二十四組のカップリングが成立したというので、モルテールン家としても大いに面目めんぼくを施ほどこし、上々の成果と誰もが安堵していた。


うち四組はモルテールン家の家人。ビオレータ、モンテモッチ、ガラガンがそれぞれ相手を決めている。


「しかし、これだけはどういう経緯だったか分からないんですが？」


唯一、ペイスがトラブル対応で別室に居た時に成立した組み合わせに、モルテールン家の注目が集まっている。


カセロールはその場に居なかったし、ペイスも場を離れていた。誰もが事情を知りたいと思うカップル。


その片方には、従士長シイツの名前があった。

            





シイツの葛藤


「相手の女性はターニャスティ＝オンサルダン＝バッツィエン。貴族号こそ無いものの、バッツィエン子爵家に連なるいいとこのお嬢さん。子爵の側室の娘だそうで、親子仲はほどほど。溺愛するでもなく、疎んじるわけでもなく。モルテールン家の従士に、嫁に来ても良いという立場で、当人の器量もなかなかでした。目つきが細目で睨むような雰囲気がありますが、それがコンプレックスということで社交の場では壁の花になることが多かったとか」


「良く調べましたねダグラッド」


お見合い会が終り、報告をまとめているペイスとダグラッド。


一点を除けば特に問題も大きなものは無く、事前に想定されていた以上のトラブルも起きなかった。


そう、シイツのお相手による問題の、ただ一点を除けば。


「いやなに、おしゃべりと噂話が好きな女性が何人か居ましたから、容易い仕事でした」


「では、シイツのお相手は問題ないと？」


シイツはモルテールン家の重臣。部下の筆頭。重鎮中の重鎮にして、従士長という重責を担うモルテールン家の要石。あとついでに、ペイスのおもり役。


下手に悪い女性に捕まって身代を持ち崩せば、モルテールン家そのものにも影響が出かねない。それだけに、お相手の身上を調べるのは至極当然の行動だ。


「一点問題があるとすれば年齢でしょうか」


「適齢期を越えているとかでしょうか？　シイツの年ならそれこそお似合いだと思いますが」


シイツは既にアラフォーのおっさん。カセロールも既に齢四十を越えたが、シイツも大体同い年ぐらいだ。はっきりしないのは、生まれの正確な日時が分からないからであり、傭兵稼業の時には年月の感覚も結構あやふやになっていたからだ。


ただ、少なくともカセロールとは同世代なのは間違いない。


お相手の女性でも、年が同い年ぐらいとなると最早世間ではアニエスのように孫が居て、御婆ちゃん呼ばわりされてもおかしくない人間になり、お家の繁栄という意味では困る。


それだけに、適齢期か、或いは少し超えたぐらいで良い相手がいるならばというのが、家中の総意だった。


「逆です。下過ぎるんです。お相手の年齢が何と十三歳。リコリス様やジョゼフィーネ様より年下ですよ？　若い嫁さんもらうのが男の夢といっても、限度ってものがあるだろうと。犯罪でしょうよ、犯罪」


「……当家は結婚に年齢制限などありません。一般的な聖別に満たない年で結婚したのが身近に居るので」


「お、ここにも犯罪者が居た」


「喧嘩を売ってるのなら高値で買いますよ？」


モルテールン領においては、モルテールン家が法律である。


そこの次期領主が子供と呼べる年で結婚しているので、モルテールン領においては結婚可能年齢に下限は存在していない。子供と結婚しても、問題は無いのだ。


しかし、推奨もされていない。


一般的な常識で言えば、幼すぎる相手を伴侶にするというのは、年長者の方が男女のどちらであろうとも忌避されがちである。


ダグラッドとペイスのやり取りを、いつの間にか部屋に来ていたグラサージュが笑った。彼は、カセロールとペイスの指示でシイツが婚約を決めた経緯について取りまとめていたのだ。纏め終わったところでペイス達のやり取りを目撃し、相変わらずの様子につい笑いが漏れ出た。


「ははは、いやあ、昨今の結婚は低年齢化が進んでますなあ。私も独身でいれば良かったかな」


「グラス、どうでしたか？」


「指示のあった件、確認も終わりました」


「では詳しく聞かせてください」


家中の全員。いや、シイツ以外の全員が、グラスの報告を待っていた。


「結婚を申し込んだのは、相手の女性からです。大勢の女性に囲まれているシイツさんに、堂々とプロポーズしたそうです。若いとは良いものですなあ」


「向こうからの申し込みなのは想像していました。しかし、結婚は人生の墓場だと言って憚はばからなかったシイツが、どうしてそれを受けたのか」


「決め手があったようですね」


「決め手？」


一体、何が決め手になったのか。歴戦の古強者ふるつわものにして、女性経験も豊富で老獪なシイツに対してクリティカルになるようなもの。まさか好みにどストライクだったという訳でもあるまい。もしそうなら、ロリコンの称号を贈らねばならないと思いつつ、ペイスはグラスの言葉を促す。


グラサージュは、笑いを堪えながら言う。


「胸が大きかったのが決め手です」


「はいぃ!?」


「相手の女性のバストが年の割に大きかったのが決め手です。いや、決め手というよりは、敗因と言う方が正しいような気もしますが」


「どういうことです。あのシイツが、単に胸の大きさで相手を選ぶわけないでしょう」


「実は……」


◇◇◇◇◇


お見合い会は盛況である。


数百人規模の独身男女が一堂に会するという、国内でも類を見ない大イベント。興行主はモルテールン家であり、参加費自体は無料。領内の産業振興等々の特需でペイできるからと、モルテールン家の奢り。


しかも、行きだけとは言えカセロールの無料送迎付き。参加者も有名どころがこぞって集まるわけで、人が人を呼ぶ状況だった。


こうして集まった人たちの目的の一つは、モルテールン家とのコネクション作り。あの手この手、手練手管てれんてくだでもってモルテールン家の男を落とすと張り切る女性は多い。


そしてその中の一人が、人生最大の決意をもって、一大決心を告白しようとしていた。


告白の相手はモルテールン家の大支柱。功臣筆頭のシイツ＝ビートウィン。


「ビートウィン様」


「はいよ」


「ターニャスティ＝オンサルダン＝バッツィエンと申します」


「こりゃどうも。シイツといいます。家名よりも名前で呼んでもらえるほうが嬉しいですがね」


あと、〝二つ名〟で呼ぶ奴はぶっ潰す、という物騒な言葉を飲み込んだ。


会が始まって以来、やんごとなき身分の御令嬢たちに捕まって相手をさせられることに辟易していたのだ。ストレスが溜まっている。飲み屋のお姉ちゃんの相手ならば、向こうが接待してくれるわけで、気楽に会話もできるだろう。しかし今はシイツが接待する側である。


モルテールン家従士長という立場が、モルテールン家主催の企画を台無しにすることを許さない。何とも因果な話だ。


こんなことに巻き込みくさったペイスに対して、或いは嬉々として許可しくさったカセロールに対して、或いは面白がって煽りやがった同僚たちに対して、いつかどこかで倍返しにしてやると思いつつ、今もまた新しい女性のお相手だ。


朝から始まって昼も近い。もう既に、シイツの顔面は笑顔を作り過ぎて筋肉痛になりかけている。


「実は、貴方にお願いがございます」


「ほう、何でしょうね。一緒に食事にってんなら、もっといい男を紹介しますぜ？」


ご一緒に食事でもどうですか、お茶でもいかがでしょう、演劇に興味はございませんか。同じような誘い文句を何十回と聞かされて、いい加減疲れてきた。


シイツのやや投げやりな言葉に、ターニャスティは笑顔のまま答える。


「貴方に決闘を申し込みます」


「はい？」


何を言っているのか。


目の前の、見れば聖別もしてるかどうか怪しい年ごろの少女が、よりにもよって俺に決闘だとはどういうつもりか。


そう考えたシイツは、思わず聞き返してしまった。


「なんだって？　もう一度言って欲しい」


「どうか私と決闘してください」


シイツは、目の前の女性が本気で自分に決闘を申し込んでいると理解し、そして呆れた。


自分ももうそこそこいい年だ。体力も若い時に比べるなら落ちてきていると自覚しているし、自分の魔法は直接戦闘には向かない分カセロールほどに脅威は無いだろう。


しかし、何度となく戦場に立ち、死線を潜くぐり抜けてきた自負と実績がある。まだ産毛の生えてそうな年のガキの、それも女に負けるつもりは欠片も無かった。


恐らく気を引く為の手練手管の一環だろうとは思うが、そういう手で来るなら乗ってやるのも一興と、シイツは思った。


「良いだろう。決闘の条件は」


普段なら、こんなガキンチョの児戯じぎに付き合ったりはしない。それでも受諾したのは、当人が思った以上にストレスが溜まっていたせいかもしれない。


ここらで憂さを晴らすためにも、或いは堂々とお見合いをサボる口実の為にも、わざわざ申し出てくれたものを利用しない手は無いだろうと考えた。


シイツは、目の前の少女を多少小突き回す程度にあしらって、お見合いから逃げるつもりだった。


「騎士の決闘で。お互いに致命傷を与えず、一撃を先に入れた方が勝ち。いかがでしょう」


騎士の決闘とは、正々堂々と一対一で、武器を使って戦うというもの。神王国ではごく一般的な決闘のやり方であり、法にも定めがある。


かつてペイスも、当時はまだ婿入り前のセルジャン＝レーテシュ卿と、このルールで戦った。


「ふむ、良いだろう。何か賭けるのか？」


「私が勝ったら結婚してください」


分かりやすいチップだ。シイツとしては、これを賭けられると絶対に負けたくないという気持ちになる。


「……俺が勝ったら？」


「我が家の名誉にかけて、望みを可能な限り叶えます」


「そりゃいい。当分酒代には困らずに済む」


いっそ破産させてやるかなどと、悪辣あくらつな考えが浮かんできている辺り、シイツのイライラもかなり沸点に近いところまで来ていたのかもしれない。


「表へ出な。誰に挑んだのか、分かりやすく教育的指導をくれてやる」


野次馬の中から騎士の心得がありそうな貴族子弟を一人捕まえ、立ち合いの審判役に任じる。


庭に出て、シイツ対ターニャスティの決闘だ。


こんな面白い余興を見過ごすわけも無い。野次馬がわらわらと集まる。何故か警備の人間まで野次馬に居る。


「はいはい、シイツ従士長に賭けるなら俺が受ける。あの娘に賭けるならそっちねぇ。ちょっと、お兄さんもう少し離れて。邪魔になるからねぇ」


しかも、いつの間にかニコロが場を仕切りだした。人が集まったことでようやく気付き、何があったのかを知りたがった先輩もこき使っている。


周りも、モルテールン家の仕切りに苦情も言えない。余興扱いとなったわけだが、案外ペイスの影響を最も強く受けて図太い肝を育てているのは彼かも知れない。


決して、お見合い会でシイツが美女に囲まれてちやほやされていたのが羨ましく、見世物にして揶揄ってやれという意図があるわけではない。これは興行を混乱させないために止む無くやっていることだ。


と、ニコロは言い訳を考えておいた。完璧だと自画自賛しているが、やってることがこの場に居ない銀髪の少年とそっくりであることに、当人は気付いていない。


「それでは」


「いつでもいいぜ」


審判役の男が、開始の合図をした瞬間だった。


事件は起きた。


「な、何してんだ!?」


ターニャスティが、おもむろに服を脱ぎだした。


しかも、体を締め付けていたコルセットのような下着も脱ぎ、上半身真っ裸。乳房がもろ出し。


若い女性が、である。


野次馬たちからは様々な悲鳴や歓声が上がった。


「いざ、御覚悟!!」


しかも、そのままシイツに対して突っ込んでいく。


彼女の手には、短剣が握られていた。


◇◇◇◇◇


「とまあ、斯様な経緯があり、さしものシイツさんも、いきなり上半身素っ裸の上で胸を揺らしながら向かってくる相手に隙を作ってしまい、怪我を防ぐだけで手一杯。一本取られてしまったわけです」


「なんという下らない勝負……」


「シイツさん本人の証言では、揺れる胸につい目がいってしまったと。年相応の胸であればもう少し違った動きも出来たはずだと悔しがっていましたが、負けは負け。立会人だけでなく、証人となる観客も大勢いたので反故にも出来ず、結婚が確定したという次第です」


ペイスは、自分が少し席を外していたことで起きた事件に、呆れるほかなかった。


まさか二十分程度目を離した隙に、そんな問題が起きていたとは想像も出来ない。どこの世界に、服を脱ぎ捨てて結婚を申し込む女性が居るというのか。


「シイツも災難ですね」


「若様のトラブル体質と女難の気質が伝染したのでは？」


「ダグラッド、今は冗談を言っている場合ではありませんよ？」


「半分ぐらい本気です」


シイツに嫁が見つかったということ自体は、慶事である。モルテールン家を支える譜代の従士家が一つ増えるということなので、本来ならば諸手を上げて歓迎すべき事象。


今回の経緯も、相手の女性が衆目の中トップレスになったという点を除けば、何の問題も無い。決闘は当人同士の問題だし、話し合いの延長線上にある交渉の一手段だ。武力的な部分も含めた総合的な、お話し合いの結果、婚姻がまとまったという話でしかない。


「しかし、何でまた公衆の面前でそんなことをしたんでしょうね？」


「それだけシイツさんを落としたかったということではないですかね。どんな手でも使ってという狡猾さなら、侮れない」


「いえ、それがどうも少し違っているようです」


ダグラッドの予想には、グラスが首を振った。


「というと？」


「バッツィエン家は御存じの通り軍家です。それも、最前線で武勲を重ねた武家。かの少女も幼少の時分から剣と拳に親しみ、暑苦しい男たちに囲まれて育ったとか」


「それは分かります。あそこの家は筋肉至上主義ですし」


バッツィエン家とモルテールン家には、昔からほどほどに付き合いがある。カセロールとは戦友であるとして、何かとペイスにも親し気に接してくれる家ではあるのだが、ペイス自身は苦手意識のある家だ。


何せ当主からしてゴツイ。事あるごとに大胸筋やら上腕二頭筋やらの素晴らしさをアピールしてくる。平和を愛し、お菓子作りの為の豊かで落ち着いた領地作りを夢見るペイスとしては、出来るだけ距離を置きたいむさ苦しさである。甘いお菓子が一番似合わない連中。


「側室の子であり、好きにさせていた親の意向もあったとかで、小さい時には訓練に混じっていたこともあるそうです。上半身裸になることなんて、男所帯の訓練なら珍しくも無い。今のような夏の時期、動きまくって暑くなれば、脱ぐ奴も普通でしょう。男女の別も無いような年ごろには、彼女もそれを見よう見まねで真似していたとか。これはさすがに親が止めるようになったらしいのですが、その時に理由をあまり深く説明せずに止めたとか」


「まあ、子供に裸になってはならない理由を説明するのも難しいでしょうね」


「そしてそのまま適齢期になって、シイツさんとご対面。久しぶりに戦うということで、昔やっていた訓練の記憶通りに立ち向かったと。裸になるのは戦う時には普通だと思っていたそうです」


「……常識の違いとは恐ろしいものですね」


確かに、特に憚ることなく上半身裸になるような筋肉が周囲に大勢いるとなれば、それが普通のことだと思っても仕方がない。領地ごとに常識は違うのだ。決闘する時には裸が普通という、古代オリンピアの如き領地があったとしても不思議は無い。


「上半身裸になった経緯は何となく分かりました。お相手の女性が、常識に疎いというだけなら特に問題ないでしょう」


「ですね。脱ぐのが好きな露出狂なんてことなら、断る羽目になってました。常識が違うというのなら、我々のマナーを教えれば済む話でしょう」


「分からないのは、決闘した理由です。服を脱ぐのが作戦で無かったとしたら、何故決闘を申し込んだんです？　勝ち目が無いとは思わなかったんでしょうか」


「実はその点で、シイツさんに心当たりがありました。数年前、件の家にカセロール様と共にシイツさんが出向いたことがあるそうです。その時、子供に少々剣の手ほどきをした覚えがあると」


「子供の面倒見が良いのはシイツらしいですね」


子供に限らず、シイツは意外と下の人間に対しての面倒見が良い。おせっかい焼きの性分ともいうが、口は悪いながらも何かと世話を焼いてくれるため、昔からシイツは兄貴分として慕われている。


「その時は男の子だと思っていたらしいです。剣に興味深々だったし、てっきり少年だと思い、剣の持ち方ぐらいは教えたと。それで適当に相手をしてあげたとかで、また機会があれば手ほどきしてやると言った覚えがあるような無いような、だそうです」


「その時の少年が、実は女の子だったと。ルミみたいな子ですね」


「娘のことは言わんでください。親としては頭が痛いのです」


「とにかく、過去に何らかの因縁があって決闘を申し込んできたと推察される。当人の資質にも致命的な欠陥は無さそうに思われる。ならば、あとは両家の問題ですね。シイツは本人が当主ですから、バッツィエン子爵が許可を出せば、何の問題も無く結婚できる」


「バッツィエン子爵は既に許可済みだそうです。相手がシイツさんなら異存はない。むしろよくやったと娘を褒めたおす勢いでした」


シイツの相手については、モルテールン家にとっては問題ないと判断される。公衆の面前で裸になった点で噂の的にはなるだろうが、本人が気にしないのであれば決闘の際の非常手段と認知されることだろう。むしろ、あのシイツから一本取って結婚を認めさせたというのなら、武勇伝とさえ言われるに違いない。


「では、次のステップに行くとしましょうか」


「次のステップ？」


一連の報告をの間大人しかったペイスが、くすりと笑った。


嫌な予感がしたダグラッドは、半分腰を浮かしかける。その勘は正しい。


「ええ。折角ですから、結婚式まで面倒をみてあげましょう。それも、大々的に」


騒動はまだまだ終わらなかった。

            





合同結婚式と披露宴


モルテールン家が陞爵し、領地加増を受けて増えた施設の一つが、聖教会の礼拝堂だ。元リプタウアー騎士爵領。現モルテールン領東部地域にそれはあった。質素な石積みの土台の上に、木造で出来た極めて簡素な造り。厳かな雰囲気を醸し出しながらも、隅々にまで掃除の行き届いた清潔な様子は、敬虔な信徒たちの献身によって教会が支えられている何よりの証。


国教に指定されているボーヴァルディーア聖教会は、ある程度大きな村や町には礼拝施設を建て、布教に努めている。


モルテールン領が南東部の最辺境にあり、超が付くぐらいのど田舎であった時。さすがにそんなところに布教に来たがる聖職者は稀であり、また領主カセロール自体があまり熱心な信徒でないとなれば、教会を建てる必要性も無かったというのもある。


しかし、元来神王国においては軍人とは信心深いと相場が決まっている。嫌でも人の死を見ることになるし、自分の手で人を殺すのが商売なのだ。心を病み、精神的に多大なストレスを受けるのは商売柄仕方がないものであり、職業病ともいえる。


苦しむ軍人の心を救ってくれるのが聖教会というわけだ。


リプタウアー領に教会があったのは、リプタウアー騎士爵が相場通りのごく普通の軍人だったからに他ならない。


この聖教会。宗教施設である以上、冠婚葬祭の全てに関わりがある。


神王国では、おぎゃあと産まれた瞬間から信徒だし、骨になるまで信徒であり続けるのだ。


人生のありとあらゆる部分で神と精霊という言葉が使われ、神王国で暮らす以上は何をするにつけて教会の教えが刷り込まれる。


食事の作法、日頃の道徳、収穫の祝い。






そして、結婚式。


「うわぁ、シイツさん目が死んでるよ。なんか哀愁を背負しょってない？」


「モンテモッチやガラガンが嬉しそうにしてるのと比べると、不本意感丸出しじゃん。少しは嬉しそうにしないと、横の奥さんに失礼だろう」


「いやはや、ほんとに若い嫁さんだよ。良いのですかあれ。親子に見えますよ？」


教会では今、神と精霊に真実の愛を誓い、夫婦となる儀式が行われている。


教会の中まで入れる参加者は当事者の家の身内だけだが、カセロールとアニエスのモルテールン夫妻は親の居ないシイツの当事者側として参列している。モルテールン家当主はじめ重要人物が集まるので、その警備も兼ねてモルテールン家のほぼ全員が出張っている。


式の主役はシイツを筆頭に、ガラガン、ビオレータ、モンテモッチの四人。そしてその伴侶の四人。計八人。彼女、彼らを祝うために、モルテールン家は総動員で結婚式を盛り上げようとしていた。


従士家で結婚となれば、仕える主人たるカセロールが出席しないわけにもいかないが、三回も四回も短期間に続けて結婚式に参列など、負担が大きすぎる。どうあっても結婚式では一日潰れるわけで、四回参加すれば四日間が消える。常日頃から忙しいモルテールン家で、従士も含めて全員が四日間休むなどとなれば、まず仕事が回らない。


また仮に仕事が恐ろしく溜まることを許容できたとしても、順番が後先あとさきになることで序列だなんだと面倒も出て来る。序列の高い人間ほど優先して結婚式をさせろという考えは根強い。間違っても、従士長と新人の順番を逆にしてはならないのだ。


モルテールン家は比較的序列意識は低いフラットな家風だが、お相手の家までそうとは限らないわけで、面倒を避けたいとなれば、いっそ全員同時に結婚してしまえ、という話になる。


今回、合同で結婚式が開かれたのはその為。


だがしかし、本来なら四人が等しく祝われるべき家中の慶事であっても、会話のネタにされるのはほぼ一組に集中している。


誰あろう、従士長兼私兵団長のシイツと、その伴侶ターニャスティ。


先の決闘騒動以来、噂にならない日が無いとまで言い切れるほどの状況だ。開け放たれた教会の扉から良く見える場所に、噂の新郎新婦たちが晴れ着で並んでいた。普段は態度の悪いシイツも、着飾って大人しくしていれば、いっぱしの紳士に見える。


「あそこに居るのがバッツィエン子爵か？」


「そうだ。なんでも娘の旦那になるシイツに、腕試しとか言って更に模擬戦を要求した戦闘狂だ。娘がシイツを物理的色仕掛けで篭絡したのを、手放しで称賛したって噂がある」


「それは噂ではありませんね」


従士達の会話に、ペイスが口を挟む。


「若様」


「子爵本人が娘を褒めてるところを見ました。力づくで男を落としたことを、さすがは自分の娘だと褒めているのを見て、異文化の理解は難しいと実感しましたよ。それに、模擬戦の要求も本当です。僕もシイツの結婚の件で打ち合わせや結納等々の場に居ましたが、子爵本人や、子爵家の家人がシイツに挑みかかっていくのを何度も見てます」


「何度も？」


「ほどほどの実力を見せた上で、上手に負けて向こうにメンツを譲れば良いものを、なまじシイツも負けず嫌いなものですから、勝ったり負けたり。それが余計に向こうの戦闘意欲をかきたてる様で、娘の旦那には相応しいと。顔を合わせる度に手合わせをせびられていますよ」


「へぇ。従士長のことだから、てっきり若様の側室にでも押し付けようとすると思ってましたけど。結構真面目に婿さんをやってるんですね。案外あの娘を気に入りましたか」


シイツは昔から独身主義である。


女性を束縛することも、女性に束縛されることも嫌う、生粋の自由人。プレイボーイ崩れの享楽主義者。敵に刺されるより女に刺される方が先だろうとまで言われていた。


独身の従士長という立場から止む無く参加したお見合い会だっただけに、そこで結婚を決定されてしまったのは心底不本意だったはずだ。


しかし、それでいて責任感の強い男でもある。遊び人なのに責任感が強いとは矛盾するようだが、事実は事実。


大勢の前で恥をかいてまで結婚を勝ち取った女性に対して、絶対に嫌だとごねるような子供っぽさは無い。あくまで大人の男として、穏便に落としどころを探ろうとする政治センスもあった。


決闘での責任を果たしつつ自分の主義を貫き、それでいて相手の家の面目を立てようと考えるならば、相手が自分との結婚で得られるメリットを失わせることなく、自分以上にいい男との結婚を取りまとめる他ない。


シイツ以上の条件の男。魔法使いで武勲確かなモルテールン家の重鎮。これ以上となれば二人しかない。カセロールかペイスだ。


カセロールに娘より年下の女性を嫁がせるのは風聞も宜しくない。となれば、シイツ的には何としてもペイスを身代わりにして逃げたいと考えるところ。事実そうなるように動こうとした。


「僕は子爵やターニャ嬢のお眼鏡に適かなわなかったようです」


「ほう、それは何でまた？」


「もっと鍛えなければ頼りないとのことです。腹筋も割れてない子供は男ではないということで、シイツはターニャ嬢を娶ることが決定したわけです。まあ、仮に眼鏡に適ったとしても断りましたけどね」


「若様にはリコリス様が居られますし？」


「分かっているじゃないですか。年も大して変わらない正室と側室？　お家騒動を作り出すだけです。論外のこととシイツの提案は却下しました。結構粘っていましたが、父様が見苦しいとばっさり切り捨てたことで、シイツも観念したようです。だから教会あそこに居る」


教会の儀式も、終わりに近い。


お互いの契約のサインが終われば、新郎新婦は晴れて新しい夫婦となるのだ。


「おめでとう!!」


「おめでとうございます!!」


新郎新婦が、教会から出てきた。


四組の夫婦がそれぞれに腕を組んで出てきたところで、領民たちからのフラワーシャワーのプレゼント。


色とりどりの花びらが舞い、一人を除いて幸せそうな皆を祝福していた。


「さて、それでは披露宴会場に行きましょう。一班はこのまま新婦たちの護衛を。お色直しが終わるまでは頼みます」


「はい」


教会の堅苦しい式が終われば、身内以外も参列する披露宴だ。


今回は他領から嫁ぐ嫁、婿がそれぞれ四人であったため、他領からの参加者もそれなりに多い。


よそ者が多く集まるわけで、何かと恨まれやすいモルテールン家としては警備を怠るわけにはいかない。


新婦四名のお色直しが終わるまでは新郎と新婦が二手にばらけるし、客もまた同じ。新婦側に付き添う親族も居れば、新郎に付き添って披露宴会場に行く者も居る。一番狙われやすいタイミングだと警戒しているところ。


尚、今回の新婦側警備のリーダーはコローナである。彼女はお見合い会にも参加したわけだが、同じような境遇の友人が増えただけ。同僚のビオにも先を越されてしまっただけに地味に傷心中。しかし女性の従士が彼女しかいないので、着替えの中で警備できるのもコローナしかいないという、精神的に辛い仕事だ。幸せいっぱいの新婦達の護衛を、独身で焦る女性にさせるのだから、カセロールもペイスも鬼である。


同じくお見合い会で相手が見つからなかったニコロなどは、シイツを揶揄うのにイキイキとしていた。それと比べると、コローナはまだまだモルテールン家に染まりきっていないのだろう。どちらが幸せかは分からないが。


「盛り上がってますねぇ」


「既に酔いつぶれてる人間が居るみたいですけど？」


「めでたい席に野暮やぼは言わずにおきましょう。お客様ですし、うちの常識を押し付けても揉めるだけです」


披露宴は、新郎側、新婦側両家がお互いの親族を知る為に行われる。人間とは不思議なもので、一度顔を合わせて酒を酌み交わせば自然と仲良くなるのだ。公務的建前が必要な堅苦しさもなく、お互いのプライベートな部分を教え合うことで距離感が近づくし、別な日に顔を合わせた時も酒を酌み交わしたことを共通の話題に出来るので話も弾む。


ただし、醜態しゅうたいを晒せば逆効果だ。


披露宴というのも各領地ごとに文化が違うし、常識も違う。共通するのは、見苦しい連中や不必要に暴れる連中は嫌われるという点。酒が入って理性が減退したところで垣間見える本性にこそ重要な情報があるもの。


しばらく新郎達だけでも騒がしかったが、新婦達が改めて衣装を着替えて登場したことで一層盛り上がる。美しい花嫁が四人も居るのだ。褒め言葉があちらこちらから先のフラワーシャワーのように降り注ぐ。


「ニコロ」


「はいはい、何でしょう」


「そろそろ例のものを披露しましょう。準備は出来ていますね」


「バッチリです。参加者の度肝を抜いてやりましょう」


指示を受けて、ニコロが披露宴会場に大きな布を運んできた。いや、正しくは布で隠された何か巨大なものだ。


大きさは人の背丈ほどはあるだろう。台座に載せられ、四人がかりで運ばれてくる何か。不審物を警戒するべき人間が運ぶ不審物。


「さてお集まりの皆さま、どうぞご注目ください」


参加者一同の目が集まる。


衆人環視の中、布が外された。


「おおお!!」


姿を現したのは、大きな塔だった。


形は、斜めになっていないピサの斜塔のようなもの。中世ヨーロッパの鐘楼しょうろうを彷彿ほうふつとさせる段重ねの直立塔。ロマネスク建築を思わせる、柱とアーチを多用した構造をしていて、いくつもの半円が規則正しく並ぶさまは幾何学的な美しさがある。大理石造りを再現したのか、一つ一つの石組みまで彫り込まれた緻密な細工。そこに絡まる蔦つたが美的センスの光る意匠で、左右対称の並ぶ中にあえて枝分かれする植物を配することで、無機質な美しさと植物の温かみを兼ね備えた工芸品に仕上がっている。純白の壁に緑の蔦を纏わせることで、色彩も計算されているまさに芸術。


「ピエス・モンテの一種。パスティヤージュで作った塔のオブジェです。シュガークラフトとも言いますが、砂糖や卵白、ゼラチンなどを使って固めた飾り菓子。我がモルテールン家の財力を惜しみなく使い作り上げた逸品でございます。どうぞ皆さま、見るだけでなく口に入れて楽しんでください」


ペイスの言った砂糖菓子という言葉に、会場はどよめく。


砂糖は、スプーン一匙さじでも銀貨が要るぐらいの高級品。人の背丈ほどの建築物を再現するだけの量の砂糖とは、どれほどの費用が掛かったのか想像もできない。材料全てがメイドインモルテールンなのは未だトップシークレットなのだ。


モルテールン家の底力を見せつける、デモンストレーションとしては満点の効果があった。


早速とばかりに、人が集まる。いや、集まってしまった。


「坊、やりすぎでしょうぜ」


「おやシイツ、素敵な奥さんを放っておいていいのですか？」


「良いんすよ。坊がやらかしたせいで、花嫁も花婿も脇役になっちまってるんで。何で花嫁の衣装よりも豪華で目立つもんを出すんです。主役を奪ってどうするんですかい」


「シイツの結婚式の祝いだと思うとつい張り切ってしまいまして……てへっ」


銀髪の少年が若干上目遣いのまま舌をぺろりと出す。


「可愛くねえですよ。全然、可愛くねえです。それに、あざといのはもう十分でさあ」


先のお見合いからこのかた、散々にいじり倒されたシイツとしては、ここぞとばかりにペイスに軽口を叩いてストレスの発散をはかる。


「お、こんなところにシイツさんが居たぞ」


「けしからんぞ従士長。ただでさえ若い嫁を貰って羨ましがられてるんだ。潔く新婦の横に座り、男らしく堂々と、嫉妬の視線を独占するがいい」


「お前ら二人とも酔ってるだろう。警備の人間が飲んでんじゃねえ!!」


だが、グラスやコアンといった人間に、シイツが捕まった。披露宴会場は最早宴会の混沌に包まれ始める。


「祝いの席でケチ臭いですよシイツさん。そんなんじゃ若い子に嫌われますよ？　あ、新婚でそんなことも無いか。向こうがベタ惚れですもんね」


「ワインの一杯ぐらいで鈍るような腕ではない。故に警備にも不都合はない。女の胸の一つや二つで不覚を取る従士長とは違うのだ」


「クソ、俺に絡むんじゃねえ!!　あっちに行け!!」


「まあまあ」


「そういわず」


シイツも含め、新郎が弄られるのは披露宴の常。綺麗な女性を娶ったリア充野郎は、未だ独身の人間からは、潔く祝われるべきなのだ。という理屈の元、シイツは会場の一番騒がしいところへ連行されていった。


披露宴の一番美味しい役どころはシイツ以外にあり得ないと、皆が精いっぱい、これでもかと祝う。


そんなカオスの坩堝るつぼから、酒が飲めない為に逃げ出そうとしていたペイス。悪い大人たちに捕まっては、子供と言えども無理やりに飲まされかねないのだ。


いそいそと会場を離れようとしていた少年。目立たないよう行動していた彼に、声を掛ける男が居た。


「ペイストリー＝モルテールン卿。お待ちあれ」


「はい？　これはバッツィエン子爵。御息女の御結婚、あらためてお祝い申し上げます。当家にとっても心強い良縁を頂きまして」


「社交辞令は良い。少し卿に頼みたいことがあるのだ。出来れば、娘には秘密で」


「僕に？」


少年と、ボディービルダーと間違えそうな子爵の、不釣り合いな二人組。


両者の交わした会話は、会場の喧騒のおかげで他の誰にも聞かれることは無かった。

            





シイツ逃亡！


「逃げたぞ!!　そっちだ!!」


「回り込め!!」


逃げる者が居れば、追う者が居る。


「クソったれが、あっちもこっちも手が回ってやがる。普段は雑な仕事をしやがるくせに、何でこんな時だけ連携が良いんだよ」


逃げる男、シイツは憎々しげに言葉を吐き捨てた。


彼は【遠見】の魔法使い。追いかけてくる連中が何処にどう居るかは文字通り見て取れる。逃走には最も向いている魔法。しかし、追ってくる相手もそれを承知で包囲網を構築しているらしい。


「慌てず、落ち着いて行動してください。シイツは父様と違って【瞬間移動】は出来ません。確実に包囲網を狭めていけば、必ず捕まえられます。シイツを相手にするなら、隙を作らないことが一番大事。拙速より巧遅を尊びましょう」






追っているのは、ペイストリー。従士達を手足のように使いシイツを着実に追い詰めていく。


「あっちだ!!」


「待ちなさい。今のは音だけです。一旦留まって様子を見ます。シイツのことですから、投石やトラップで音を出し、注意を逸らすぐらいのことはしてきます。鹿や熊とは違って手強い相手です。気を抜かないように」


ペイスの指示に、内心シイツは舌打ちをした。何せ、ペイスの言う通りだったからだ。物陰に隠れたまま石を遠くに投げ、気を逸らしてその間に包囲網から逃げる算段だったのだが、そう上手くはいかない。


昔から、イタズラをして逃げる少年を追うのは自分シイツの役目だった。今日は丸きり逆の立場になっている。分かっては居たつもりだったが、こうして敵に回すとペイスの手強さは歴戦と呼べるもの。厄介極まりない。


「駄目だな。坊は小手先で騙せる相手じゃねえ。一か八かの勝負が要るな。今日ばかりは坊の出来の良さを恨みたくなるぜ。やってらんねえよ全く。もう少し普通の子供らしい可愛げを見せろってんだ」


一呼吸だけ息を深く吸い込み、ゆっくりと吐き出す。


気を落ち着け、集中、集中、集中。狙うのは、敵前中央突破。あえて敵の只中に切り込み、一番手厚いと思われる部分を強行に突破する。そうすれば、包囲網の再構築には時間が掛かるはずで、逃げ切る可能性も出て来る。


皆の注意がばらけたのを感じ、今だ、とばかりにシイツは一気に駆け出す。


「居たぞ!!　うわぁあ!!」


「たすけ……ぼげりゃば」


シイツは、追手のうちの二人を瞬く間に叩きのめす。


奇襲の見込みは当たったか、と安堵した矢先。


「そう来ると思っていました。シイツ、観念して大人しく捕まりなさい」


シイツの前に立ちふさがったのは、ペイスだった。


「坊!!……そうはいかねえんですよ。押し通るぜ!!」


「させませんっ」

            





    
  
  




本気だった。両人ともが本気で相手を倒そうとする。数手の攻防をお互いに交わし、共に相手を倒そうと狙い合う。


どちらも思ったことは同じだった。強い、と。


「手強い……流石シイツ」


「坊、強くなりやしたね」


お互いに手強い相手であると、心から実感した。分かっては居たはずだが、どこかでお互いに甘く見ていた部分も有ったのだろう。それが完全に吹き飛ぶ。


シイツは長年積み重ねてきた経験と、それによる深い読みと洞察力。ペイスは、魔法を織り交ぜつつの総合力。容易に勝てる相手でないのは、二人とも同じである。


一進一退の攻防。このまま千日手で引き分けか。


否。


シイツは逃亡者であり、ペイスは捕獲者である。その点が勝負の分かれ目。


逃げるのは一人でも、捕まえる側は一人ではない。膠着こうちゃく状態に陥った時点で、シイツの勝ち目が消えているのだ。


「よし、さすがっす若様。そのままで頼むっす」


「あ〜頭がガンガンするっち。従士長も酷いで。何も頭ぁ狙うことは無いち思うだ」


ペイスに援軍が来た。勝負あり。


シイツは、諦めと共に天を仰いだ。


「……ちっ、ここまでか」


「ようやく、降参ですか。皆、最後の最後まで気を抜かずに捕縛してください。シイツは性格が悪いですから、降参したふりをして油断を誘い、反撃してくることもあり得ます」


「坊だけには性格のことを言われたくねえですぜ」


「従士長も若様も、どっちもどっちじゃないっすか？　夕焼けと朝焼けのどっちが赤いか比べるようなものっしょ」


皆が皆軽口を叩きつつ、シイツが同僚たちの手によって縛られる。隙あらば逃げ出そうとしていた男も、縛られてしまった時点で諦めがつく。


「さて、観念したところで、連れて行きましょうか」


「行くって何処へかね？　俺ぁ捕まえろとだけしか聞いとらんだで」


スラヴォミールの問いに、ペイスは笑顔で応える。


「勿論、シイツの新婚旅行ですよ」


ペイスの言葉に、シイツの顔が歪んだ。


◇◇◇◇◇


モルテールン領本村の屋敷に、領主と息子が向かい合っていた。


いつもならば居るはずの従士長は不在の状態で。


「バッツィエン子爵の懸念は分かる。つまりは、娘がないがしろにされないかということだな」


「はい、そうです」






子爵からペイスが受けた相談とは、シイツの結婚に対する態度についてだった。より正しく言うならば、シイツが結婚することについて消極的であり、娘の扱いに不安があるという事だった。


「シイツは結婚について、完全に納得して受諾したわけではありませんし、お相手のターニャ嬢に愛情があって結婚するわけでもありません。そうなると、結婚自体には渋々従ったとしても、円満な夫婦生活を営むことが出来ないかもしれないと、子爵は不安を持っておられました。父様に直接話をしようとすればシイツに感づかれるので、僕を介して内々に相談したかったそうです」


「懸念は理解しよう。あいつは幾ら政略結婚だとはいえ、自分を慕ってくれる女性を無下むげにするような男ではない。しかし、それは長い付き合いの我々だから分かることだ。付き合いの浅い子爵からすれば、いい年して遊びを止めないシイツには不安を持つだろう。娘の一生が掛かっているとなれば、為人を知りたがるはずだな」


シイツの武名や能力については、多くの人間が耳にしている。神王国西部では名の通った傭兵団に拾われて戦場を歩き、先の大戦でカセロールと出会い、縁あってモルテールン家に仕えるようになってからは当主の右腕として陰日向に支えてきた。何度となく他家からの引き抜きの話があったが、その全てを断ってモルテールン家の興隆発展に尽力。


政治的な知識、軍事的な能力、外交的な識見、全てにおいて一定水準を越えた優秀な人材。魔法使いであることも含め、何でモルテールン家のようなド田舎に居るのかと不思議がられたことは一度や二度ではない。高位貴族でも重役待遇で雇いたがる家は多かった。


能力的には相当にハイスペックな逸材。


しかし、人格的には典型的な駄目人間。


まず、博打ばくちが大好きだ。生来の勘の良さもあって博打には滅法強く、それだけにギャンブルに対しては積極的な姿勢を崩さない。当人曰く、人生一番の大博打はモルテールン家に仕えると決めたことだそうだ。博打が嫌いな堅実な人間であったなら、モルテールン領のような貧相で貧乏な土地には来なかったと公言する。一晩で金貨を何枚も稼いだ経験もあれば、一晩で同じぐらいスッてオケラになったこともあった。今でこそ、そこそこ貯金も貯まっているが、これは仕事の忙しさが理由だ。賭場とばに行けなくなってから、ようやく貯まるようになったもの。明日をも知れない傭兵暮らしが長かったせいで、お金を貯めておくという習慣が中々身に付かなかったのだ。今でも身に付いているかは相当に怪しい。


更には酒好きだ。モルテールン領は貧しかったのだが、給料は昔からしっかり貰っている。その稼ぎの多くがアルコールに等価交換された。カセロールの御供で王都に行ったときなどは、酒場に寄らないことの方が稀だったのだから推して知るべし。酒こそ人生の宝と公言して憚らない。モルテールン領で酒造りをし始めた時、一番喜んだのは他ならぬシイツだ。


おまけに女好き。色町の常連客として顔が売れているし、金払いの良さと共に女性の扱いが上手いことで有名。彼が戦場で挙げた手柄は知らなくとも、女性相手に重ねた武勲は耳にしている〝その道の女〟は数多くいる。自分もその武勲の中に居るという女性も両手の指では足りないぐらい多い。


飲む、打つ、買うと三拍子そろった、不道徳人間のお手本がシイツだ。子供の教育に悪い要素を詰め込んだ、不真面目が服を着て歩いているような人間。これと結婚する女性が居たことに、驚いた人間が居たぐらいだ。バッツィエン子爵の懸念は、親として当たり前のもの。


「普通なら、結婚前に見極めるものだが」


「今回は事情が事情ですから」


「確かに、婚約期間や親交期間を置かずに、いきなり結婚だったからな。今回は特別か」


「普通でないことは確かです」


当人の性格であったり、結婚生活に対する適性であったりというものは、普通は結婚前に調べられる。それが親の義務でもある。


十代も前半で結婚する女性が当たり前の世界。中学生と変わらない年の女の子に、男を見る目を期待してはいけない。貴族女性とは、ほぼ全て世間知らずのお嬢様。口だけは上手い男や、下心を隠して優し気に接する男に、騙される話は珍しくない。親がしっかりと相手の男を見極めることも、ある意味ではお家と子供を守るために必要。


興信所など無いわけで、素行についての調査もまたお家の力量に掛かっている。結婚詐欺師に騙されても取り締まる警察などは無いのだから、自己防衛には過剰なぐらいで丁度良い。碌に調べもせずに結婚に至ったケースが異常なのだ。


「今子爵は何処に居る？」


「披露宴の後、新たに用意したシイツの新居に逗留されています。家の外観や敷地の広さよりも、家を一軒貸し与える好待遇の方に驚いていたようですが」


「待遇の良さはうちの売りだ」


「子爵の周りでも、大分評判が良いようです」


モルテールン家では部下を非常に大事にする。厚遇しなければ人が寄り付かなかったころの名残であり、その時に発生したまま常識となってしまった伝統。一度与えた権利を削るのは、政治的に難しいのだ。


望めばお屋敷の一室を只で借りられ、洗濯掃除炊事をモルテールン家の下働きが全てやってくれるというホテルのような仕様。シイツもこれは気に入っていたらしく、モルテールン家の屋敷の上等な部屋を、新築早々から確保してマイルーム扱いで住み着いていた。


だが、さすがに新妻との新婚生活にそれは拙かろうと、従士用に幾つも用意されている真新しい一軒家を貸し与えられ、新生活の場とするよう命じられている。


片付けの出来ないシイツの為に、新屋敷で働く下働きの人間も新たに雇い入れており、村民の雇用確保には貢献しているのだ。


当然、こんな待遇は他所ではあり得ないわけで、シイツが如何にモルテールン家で大事にされているかを分かりやすくアピールすることにもなっていた。


新妻であるターニャスティにとっても、新築の新生活は嬉しいもの。子爵家の家中でも、評判になっている。誰もが喜ぶ状況。


シイツの犠牲を除けば。


「子爵はこのまま長逗留するのか？　シイツの為人を知るというのなら、それが一番手っ取り早い」


「それが、そうもいかないようです」


その人の性格や考え方、いわゆる為人を知ろうと思えば、一緒に寝起きして同じ釜の飯を食べる共同生活ほど確実なものは無い。四六時中緊張しっぱなしというのも難しいもので、家に居てリラックスしている時などは素の表情が出るもの。取り繕って居ないありのままの人間性を知る為には、同じ屋根の下に居るのが一番という、カセロールの意見には一理ある。


勿論ペイスもその点は同感だと頷く。


だがしかし、そうと分かっていても子爵も貴族家当主。長逗留には問題も多い。


「仕事があるからか？」


「ええ。どうも子爵家の家中は武断的な色合いが強いらしく、他家との折衝や交渉ができるのが子爵ぐらいしか居ないとか。シイツと娘を縁付かせるのも、その点で信頼できる味方が欲しかったからだそうで、あまり長い間領地を留守にするわけにもいかないそうです」


「確かに、主が留守にしている武家の領地など、空き巣には狙い頃だからな。外務に疎い代理の人間から言質を取れれば、外交的に美味しい」


神王国のみならず、この世界では軍人はアホが多い。いや、阿呆とまで言わずとも、知能労働よりも肉体労働を推奨する家風の家が圧倒的多数。学問や芸術に秀でた子よりは、武芸や体格の優れた子の方が軍家当主に向くのだから、そうなるのも当たり前。


面倒くさい交渉で妥協点を探るぐらいなら、男らしく拳で語れや、という脳筋がごろごろ居る。


騎士爵や準男爵の爵位であれば、有事に期待される動員兵力も数十人以下。一般的な騎士爵位持ちの一軍のような、十人規模の軍集団となれば、個人の武力が戦力の重要な要素となる。一人で十人を相手にする事だって条件次第では可能。


軍家ならば、腕力だけで爵位を得られることが、往々にしてある。珍しい話ではない。こういう家は個人の武力をあてにされがちなので、例えば文字が読めなくとも十分に務まる。部下を集めるにしても、戦場で活躍出来る逞たくましさが優先されるだろうし、そんな人間が集まれば価値観は偏る。


そこから武勲を重ねて陞爵したところで、一度根付いた家風は中々消えない。モルテールン家のように知的な軍家というのは相当に希少なのだ。


バッツィエン子爵家はそれでもマシな方なのだが、武断的な色合いが強いのは仕方がない。


「長逗留は、こちらとしても不本意ですね。見られたくない物が多すぎますし、秘密にしておきたいことも色々あります。さっさと帰ってくれる方が望ましい」


「ならばどうする？　お前のことだから考えがあるのだろう？」


「同じ家である程度生活した方が子爵もシイツもお互いに理解が深まる。この点は間違いないですし、当家も望むところ。しかし、うちに子爵を長期間居させるわけにはいかない。となれば、シイツが子爵のところに出向くしかないでしょう」


「……ふむ。名目はどうする？　従士長を他領に派遣するとなれば、それなりの理由付けが居るが。下手に勘繰られてもつまらん」


従士を他家に送り込む。名目が無ければ、スパイや軍事行動と見られる可能性がある。


ましてやシイツは世に聞こえた魔法使い。一人で何十人分も役に立つのだから、相応の理由が要るだろう。


「丁度良い名目があるじゃないですか。シイツは結婚したばかりなのですよ？」


「うん？　妻の実家に挨拶とでも名目を立てるか？　長期滞在させる理由には弱い気もするが……」


「いえいえ父様、もっといい名目です。長い間当家に尽くしてくれたシイツに、新婚旅行ハネムーンをプレゼントしてあげましょう。一ヶ月のバッツィエン旅行。仕事を忘れて、思う存分楽しんでもらいます。きっと向こうでも大歓迎してくれるでしょう」


その晩、話を聞いたシイツが逃げ出そうとしたのは言うまでもない。

            





エピローグ　ハネムーンに浮かされて


モルテールン領は今、再開発を進めていた。


「では、東部地域は全体を六十四の区画に分け、十六区画毎を一つの村の管轄とするとしましょう。森林、畑、放牧地、休耕地、宅地、水源を組み合わせ、村ごとに管理者を置く。また人を雇わなくてはなりませんね」


「区割りはこの試案通りに？」


「ええ。村の生産力と労働力が出来るだけ均等になるように、スラヴォミールとニコロに調査・計算させました。可能な限り農業を効率化し、将来的には更なる先進農業技術の導入を計るとしましょう」


最近はカセロールが諸々の事情から王都に詰めていることが多く、領内の政務は主にペイスが指揮を執っている。現在は領内の土木関連担当のグラサージュと共に、東部地域と呼称する旧リプタウアー領の再開発計画を練っていた。


「計算上、この計画の完遂で農業生産力は今の四倍程度になる見込みです。東部地域のみで、現在のモルテールン領の人口の三倍程度は余裕で養える。開墾と開発が進めば、農業生産力の向上はあと四十年は続くはず。当家の未来は明るいですね」


「本土の開発も併せて行えば、より多くの人口を抱えることが可能ですが」


「本土は乾燥していて農業に不向き。以前なら止む無く農業を行っていましたが、不適格な土地で無理やり行うより、農業に適した土地に資本を集中投下した方が費用対効果が高い。それに、これからはザースデン、コッヒェン、キルヒェン、ミロッテの四つの村は商業と工業を発展させます。製糖産業がその中心となるでしょう。とても新規に農業を行う余裕など出来ないと思いますよ。サトウモロコシを作るだけで精いっぱいでしょう」


「酒造業はどうされます？　気候が安定している本土は、繊細な酒造業には向くと思うのですが」


「理屈はその通りです。無論平均気温が高いことや、極度に乾燥していることで他所とは違う作り方を模索せねばならないでしょうが、酒造りの根本である〝発酵の安定〟と言う意味では、向いていると言える。雨が春先以外ほとんど降らない一定した気候ですし。まあ、職人がどれだけモルテールン領に適した酒造りの技術を身に付けられるかに掛かっているでしょうね」


神王国で酒と言えばワイン。ワイン造りは、葡萄ぶどう作りが重要な要素となってくる。


大体が日当たりの良い斜面であったり、或いは平野部に葡萄畑を作る。葡萄はかなり深くまで根を下ろすわけだが、その際の地層の質が葡萄の質に繋がるとされていた。


世の人は地質学などは知らない人間ばかりだが、経験則として良い葡萄の採れる土地というのは決まっていると知っていた。最高品質の葡萄が採れる畑は、戦争してでも奪い取ろうとするぐらいに価値が高い。


そして、葡萄の糖度や収穫量を決めるのが天候。


日照量が不足すれば糖度も不足するし、雨が多ければ水分が多すぎる葡萄になる。逆に日照りでは収穫量が減るし、強風が吹いて葡萄の木を駄目にしてしまうことだってある。


そうして出来上がった葡萄が、職人によってワインにされるわけだ。


しかし、モルテールン産の酒は違う。


何せサトウモロコシから作るわけで、葡萄の栽培ノウハウなどは豚の餌よりも役立たず。更には、元より山に囲まれて気候が安定しており、ほぼ晴れの日しかないモルテールン領では、葡萄を作る他領に比べて天気の心配が少ない。


今までの酒造りの常識は一切通用しないわけで、辛うじて経験則として発酵の概念を知る若い職人が、四苦八苦しながら技術と製造ノウハウの確立に勤しんでいるのが現状。今のところ一番酒造りに詳しいのが、職人では無くペイスというのだから笑える話だ。


酒造りにしろ、砂糖作りにしろ、まだ始まったばかり。製品の質の向上、生産の安定、販路の確保、需要の喚起等々。やらねばならないことは山積み。産みの苦しみという奴だ。


そして、どうせ新規産業の産みの苦しみを経験するのならば、材料の確保で競合する砂糖作りと酒造り、どちらか片方に注力すべきだ、というのがペイスの考え。二兎にとを追っては一兎も得れない羽目になるやもしれず、どっちつかずな中途半端は、結局どちらの新規産業も上手くいかない共倒れとなりかねない。


この点はカセロールも同意しているのだが、家中の総意とまではいかない。根強い抵抗勢力が居るのだ。


「ならば、酒造業も主産業として更なる増産を計っては如何でしょう。酒なら買い手は幾らでもいるでしょうし、当家ならではの技術が確立できれば、独特の酒として特産にもなり得ると考えますが。いっそ砂糖作りを保留しても構わないのでは？」


「父様とも、それを議論したことがありますが、却下です。買い手が幾らでも居るというのは酒も砂糖も同じですが、砂糖の方が単位当たりで高く売れる。つまり、付加価値の多寡で言えば砂糖の方がより高い付加価値が付く。未だ生産量の限られるサトウモロコシを有効に利用するのなら、より利益を生む砂糖作りに注力するのは当然です。それに、特産というのならば他所でも作っている酒より、うちでしか作っていない砂糖の方がより珍しい特産となる。そうは思いませんか？」


砂糖と酒、どちらに注力すべきかでは家内の意見が割れている。厳密に言うならば、ペイスとそれ以外で分かれている。


おっさん連中は是非とも酒を量産し、自分の娯楽にも利用したいと考えているが、ペイスとしてはお菓子作りに必須の砂糖を量産するのは、夢の為にも是が非に実現させたいもの。


議論は常に平行線をたどり、意見が合うということは絶対にない。


「むむ。それはそうでしょうが……しかし、甘いものの大量摂取は年寄りには厳しい。いや、大量に食べるのは誰だって辛い。酒ならば一度に大量に消費するケースも多く、安定した需要というのが見込めるのでは？」


「珍しく柔軟な意見……グラスの考えではない？　誰の入れ知恵か。後でダグラッドかニコロ辺りをとっちめるとして。安定した需要というなら、子供や女性には酒よりも甘いお菓子の方が売れます。購買層が主として成人男性に偏る酒より、老若男女問わずに受け入れられる砂糖の方が、需要が安定するに決まってます」


「外で稼ぐのは男の仕事。稼ぎのある人間に向けて商売をするのは理に適っているでしょう」


「使うことに老若男女の違いはありませんよ。それに、先の料理対決以降、モルテールン家の菓子というだけで高値が付くようになっているのです。このブームが落ち着くまでは、波に乗るべきだと考えています」


この世界では男尊女卑の風潮が根強く、女性には貞淑ていしゅくが求められる。女性も飲酒しないわけではないのだが、酔っぱらって醜態を晒すダメージが大きいのは男性よりも女性。


また、酔って貞操を危機に晒すことへの警戒感は現代日本よりも遥かに高く、必然、お酒を大量に飲むのは男の仕事となってしまう。


酒好きの女性の肩身が狭い世の中なのだ。


「そこを何とか。酒造りに期待する領内の声は大きいのです」


しかしグラサージュもなかなか諦めない。娯楽の少ない世界では、楽しみの一つが酒なのだ。いや、現状のモルテールン領で自給出来る唯一の娯楽と言っても良い。


はあと溜息をついたペイスが、そんなグラスの懇願をバッサリ切り捨てる。


「僕は、この件に関して父様から一任されました。砂糖八、酒二の割合で注力する。酒造りは技術の確立と研究を優先して、商業化は後回し。これは僕が決め、父様も追認した決定事項ですよグラス」


「くっ、せめてシイツさんが居てくれれば……」


口が上手く頭も回るペイスに対して、理路整然と酒造りをするべき理屈を述べ、説得できる人間は少ない。ましてや、次期領主という権威に対して対抗できる上で、となれば該当者は二人しかいない。


カセロールかシイツである。


領主のカセロールがペイスの反対を押し切って強硬きょうこに押し進めるか、シイツがペイスに対抗して論戦でねじ伏せるか。そうでなければ酒の量産はペイスの反対という分厚い壁に阻まれる。


しかし、カセロールには期待薄だ。


カセロールは子供を溺愛しており、更にペイスの意見には一理も二理もあり、サトウモロコシの生産と量産がペイス主導によって行われた経緯から、息子の意見を尊重する姿勢を決めた。


つまり、酒造りを望む人間の希望は、シイツに集中していたのだ。


「シイツは今頃、若い奥さんと一つ屋根の下。ハネムーン中ですよ」


「そのシイツさんから救援要請が来てると聞きましたが？」


「人聞きの悪い。先日、採れたばかりの蜂蜜と、それから作った蜂蜜酒を子爵領に送ったら、子爵の御礼と共に、シイツからの近況報告の手紙もついてきただけです。中々、充実した毎日のようですよ？」


「ほう。詳しく教えてください」


ハネムーンの語源は蜂蜜酒からきている。


それを知るペイスは、シイツを応援する多大なる気持ちと、僅かな揶揄いの気持ちで、モルテールン産の蜂蜜酒を贈った。


子作りに励めと言われたも同然なシイツは、夜には新妻と同じ部屋に閉じ込められるようになったらしい。


などとペイスは語る。


シイツはグラサージュにとっても頼れる先輩。仲の良い兄貴分。それがよりにもよって結婚したというのだ。グラサージュにとっても、野次馬根性と好奇心が疼うずく。続きをペイスにせがんだ。


「まず、朝は奥さんと同じベッドで目を覚ます。奥さんの方が色々と積極的らしく、早起きの習慣が身に付いたそうです」


「迫られて、ゆっくり寝ていられないだけじゃ……」


「朝ごはんもたっぷりと用意してくれているそうです。蜂蜜酒も勿論ですが、活力の湧く伝統料理でもてなしてくれるとか。子爵自身も新婚時代に食べていた料理の数々は、おもてなしの心ですよ」


「無理やりでも精を付けさせて、って目的に聞こえますけど」


「朝ごはんも終われば、腕に覚えがあり、シイツの武名を知る家中の者から指導を頼まれるとか。シイツも一流の腕がありますから、かなり慕われているらしいです。毎日みっちりと模擬戦をこなしているらしいですね。時には、奇襲を想定した不正規戦の訓練までするらしいとか。運動不足に悩む必要も無く、爽やかな生活。健康的ですよね」


「それは襲われてると言うんじゃないかと」


「午後からは子爵領の政務を手伝っているそうです。子爵閣下たっての願いということで、報酬も出るらしいですよ。結構な額の報酬だとか。娘婿に対しても公私のけじめをつけるところは素晴らしいですね」


「良いようにこき使われてると聞こえましたけど」


「見解の相違ですね。優秀な人間が欲しくなるのは当たり前。まして、人の物というのは余計に欲しくなるものです。折角の機会に色々とやらせてみる。優秀と分かれば色々とやらせたくなる。人間の心理として、必然でしょう」


色々とシイツの受難を聞く中、聞き逃せないのは子爵領の政務を手伝っているという点だ。


シイツが優秀な人材であることは、グラスも良く分かっている。それだけに、向こうに取り込まれてしまわないかという危惧があったのは事実。


「あちらに取り込まれてしまうようなことはありませんか？」


「さっきまでの僕の話を聞いて、その懸念があるとでも？」


「まさか……わざと取り込ませようとしてるんですか？　失敗させるのが目的で」


「……いずれ、娘婿という縁故でシイツを引き抜こうとするのは目に見えていました。父様や僕でも、立場が子爵と同じなら狙う事でしょう。早いか遅いかの違いです。ならば、シイツが奥方に情が移り、慣れから同居を苦痛と思わなくなる前に……そう、一緒に居るのが不慣れな時期に一度子爵領に預け、向こうに居るのが心底嫌だという苦手意識をシイツが持つように仕向けるのも必要なことです」


あえてトラウマを植え付ける非道。


ピーマン嫌いの子供が大きくなってピーマンも食べられるようになる前に、ピーマンをこれでもかと食わせて、ピーマン嫌いを確立してしまおうという外道である。


シイツを盗られる危険は避けたい事情は同じでも、カセロールでは親友にここまでのことは出来ないだろう。


「ペイス様も酷いことしますね」


「子爵家がシイツを労いたわり、快適な新婚旅行をプレゼントしてくれれば、それはそれで良かったんですよ。そちらの方が望ましかった」


だが、ペイスは今回の状況は不本意だと言う。


シイツが心からくつろげる、素敵な新婚旅行であった方が良かったと。その意図を、グラスは考えてみた。


「そうなると、ふむなるほど、旅行が快適なら、それを与えた当家に従士長は感謝する？」


「ええ。良い奥さんとの快適な新婚旅行が得られるなら、プレゼントした当家にもシイツは感謝してくれる。旅行が苦痛なものなら、子爵家に行くことは拒否するようになる。どちらに転んでも良い。ただし、後者の場合は、当家も恨まれるわけですから、次善の策であることは言うまでもありません」


「はあ、なるほど」


「戻って来たとき、恨みを当家に抱えたままというのは拙い。シイツには、戻って来た時に本当に休める休暇を与えるべきでしょうね」


シイツがバッツィエン子爵家になびかないようにする手だったとはいえ、それでモルテールン家と反目されては意味が無い。


戻って来た時に、十分なケアが居るとペイスは言う。


「具体的にはどうされるのです？」


「仕事を理由に独りの時間を用意し、奥さんとはゆっくりと仲を深めるよう配慮する。完全に自由な時間をたっぷりと与える。そして……」


「そして？」


じっと考え込んでいたペイスだが、急に笑顔が輝きだした。


「お酒をたっぷりとプレゼントしてあげましょう。サトウモロコシ酒だけでなく、蜂蜜酒も出来るだけ沢山。ふふふ、そうなると、やはり僕が現場で指揮をとらなくては」


「あの〜ペイス様？」


「グラス、後は任せました。僕は早速砂糖作り……じゃない、お酒造りとハチミツ作りの監督に行ってきます。シイツの為にも、これは仕方ないのです!!」


言うが早いか、ペイスは執務をグラスに押し付け何処かに【瞬間移動】していった。


残された男には、悲哀と溜息が良く似合う。


「……シイツさんが居なくて、一番浮かれてるのは若様だよな」


グラサージュの言葉は、むなしく執務室に響くのだった。

            






あとがき






初めに、この本を手に取っていただいた読者の方、日頃応援してくださっている皆様、並びに関係各位に御礼申し上げます。


おかげさまで無事七巻まで辿りつきました。






今回、ペイスがいよいよプロポーズすることになりまして。


それに先立って、知り合いや身内も含めて何組かの夫婦にプロポーズの言葉を聞きました。


やはりプロポーズは男の方からするものだ、という意見が根強く。また、皆さん結構工夫を凝らして、プロポーズの言葉を考えていたようです。


友人の話ですが、プロポーズが気になる余りにデートで失敗を重ねて台無しになってしまい、プロポーズを順延する羽目になった、なんてのも。


ほんと、人それぞれです。


共通するのは、どの夫婦もプロポーズの瞬間をしっかり覚えていたこと。やはり、大切な思い出なのでしょう。






さて、小説家になろうというサイトでこの小説は連載しているわけですが、暴力表現や性的表現を含む場合には十五歳未満閲覧禁止のＲ15タグをつけることになっています。


今巻、久しぶりにそのタグが仕事した気がしますね。


何のことかというなら、シイツの嫁のこと。


上半身裸のトップレスで決闘をする。いやあ、中々インパクトがあったようで。






私はブログもちまちま書いてるわけですが、このあとがきを書いている五月頭現在で、一番アクセス数が高かったのがトップレスの決闘について資料を載せた時。皆さん、どんだけトップレスに興味あるんだと。


女性が裸で決闘なんて、日本人的には非常識に思えるわけですが、一応歴史的な考証に基づいて書いてます。気になる方はブログの方を見てみてください。






おかしな転生以外にも新連載を開始したこともあり、中々忙しい日々ではありますが、これからもペイスの騒動……もとい、活躍を書いていきたいと思っています。


是非今後とも引き続き応援してください。






平成二十九年五月吉日　古流望
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